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第５章　池内御所原遺跡の調査

第１節　調査の方法

　今回の予備調査では、道路建設予定地の各筆に１～３本のトレンチを設定し、遺構の有無の確認を

行った。そして遺構の確認された筆単位に、内容を検討し、本発掘調査が必要と判断した筆については、

埋蔵文化財包蔵地として県の遺跡台帳に登録した。したがって、今回池内御所原遺跡として調査する調

査区は、南北に約 100 ｍ離れた２か所の調査区が対象地となる。北側の調査区をⅠ区、南側をⅡ区とし

て本発掘調査を実施した。

　調査は、作業員等をセンターが直接雇用する直営方式により実施し、基本的に遺構検出面までは重機

により掘削し、それ以下は人力にて掘り下げを行った。また、測量に要する基準杭は、業者に委託して

設置した。包含層等の遺物については、とくにグリット設定は行わず、調査区単位で取り上げた。また、

平面図の作成は、株式会社トプコンのトータルステーションで測量し、株式会社CUBICの作図ソフト「遺

構くん」により図化を行った。土層図については、調査員がすべて手書きで実測を行った。出土遺物は、

遺構単位で取り上げを行い、必要に応じて出土位置を測量し、また出土状況を写真撮影するなどして記

録した。

　遺構名は、調査時には検出順に付したが、本書を作成するにあたり、柱穴以外はすべて新たな番号を

付して統一した。なお、調査区名は調査時のものをそのまま踏襲する。

第２節　基本層序

　土層序の記録は、各調査区の壁面において行った。Ⅰ区は調査前には耕作地として、Ⅱ区は造成され

て宅地として利用されていた。Ⅰ区の現地表面の標高は 81.7 ～ 81.8 ｍ前後、Ⅱ区の標高は 83.8 ～ 83.9

ｍ前後である。

　Ⅰ区では、北半部を中心に、耕作土（第 88 図南壁１層）下に２層に細分される造成土（同図２・３

層）が堆積していた。昭和 60 年前後の圃場整備時に、おそらく南北に２筆に分割されていた耕作地を、

１筆に合筆したものと考えられる。その下位には、最大６層に細分される褐色系ないし灰色系粘質土の

水平堆積（同図　３・４・７～ 10 層）が認められ、18 世紀後半～近代の遺物を包含し、近世後半以降

の旧耕作土ないし床土層と考えられる。これら旧耕作土層下には、更新世段丘特有の粘性度が高く、乾

燥すると鋼のように固化する黄色系粘土（同図 16・17 層）が堆積する。本層からは遺物の出土が認め

られなかったため、ベース層と判断した。近世以降と考えられる鋤溝 SD17 等の遺構は、この旧耕作土

中より掘り込まれていたが、それ以外の SD03・SD05 等の中世溝を中心とする遺構は、ベース層上面

より掘り込まれていた。

　ベース層上面の標高は、北端部で 81.05 ～ 81.10 ｍ前後、南端部で 81.52 ｍ前後をそれぞれ測り、概

ね 0.128‰の緩やかな勾配で北へ下る。なお、ベース層上面には、部分的に灰褐色ないし褐灰色粘質土

の薄い堆積層（第 87 図北壁② 21 層等）が認められた。これらがベース層上面の窪地に堆積した自然堆

積層であるのか、上面を強く削奪された遺構の残滓となるのかは、調査では判断ができなかった。SX

として報告したものの大半がそうした堆積層であり、本書では中・近世の耕土層の可能性を想定した。
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　Ⅱ区北半部では、一部遺構面まで造成による攪乱が及んでいたが、南西部を中心に、最大４層に細分

される近世以降の旧耕作土ないし床土層の水平堆積層（第 90 図東壁４・６～８層）が認められ、その

下面で、黄色系粘土のベース層（同図９層）を検出した。西壁中央部付近では、ベース層上面ににぶい

橙色粘質土の薄い水平堆積層（第 91 図西壁９層）が認められ、中世の遺物が出土した。本層の平面的

な分布の記録はないが、Ⅰ区同様に旧耕作土等の可能性が考えられる。Ⅱ区においても、SD20 等の近

世以降の遺構の一部は、旧耕作土中に掘り込み面があり、中世溝 SD19 等はベース層上面より掘り込ま

れていた。

　ベース層上面の標高は、調査区北端で 83.45 ｍ前後、同南端で 83.6 ｍ前後をそれぞれ測り、概ね 0.067‰

の非常に緩やかな勾配で北へ下る。つまり本調査区では、水平に近く遺構面は削奪されていると言える。

　なお、後述するように、本調査区では中世以降の遺構が検出されたが、いずれの時期も遺物量は非常

に乏しく、近接した位置に当該期の集落や屋敷地等が所在していなかった可能性が高いと考えられる。

SP206

SD20

SD19

SP204

SP205

SD20

SK12

（1/200）

0 10ｍ
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X=138260

Y
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Y
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X=138240

第 89 図　Ⅱ区平面図
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第３節　遺構・遺物

中世

溝
SD03（第 92・93 図）

　Ⅰ区中央北半部を、緩や

かに蛇行しながら北東方向

へ流下する。埋土の堆積状

況より、後述する SD05 に

先行する幹線水路と考え

られる。溝北半部の流路

方向は、Ｎ 20.74°Ｅであ

る。 検 出 面 幅 0.85 ～ 2.03

ｍ、残存深 1.1 ｍ前後で、

断面形は深いＶ字状を呈す

る。底面の標高は、南西端

で 80.37 ｍ前後、北東端で

80.16 ｍ前後をそれぞれ測

り、高低差より北へ流下し

ていたと考えられる。埋土

は、５～７層に細分され、

上下２層に大別する。下層

（第 93 図４・５・10・11・

24・30・37 層）は主に灰

色系粘土が堆積し、溝機能

時の堆積層である。上層は、

下層上面より開削された改

修溝の堆積層（同図１～３・

７～９・21 ～ 23 層等）で、

褐色系粘質土がレンズ状に

堆積している。改修により、

掘削深はやや浅くなってい

る。

　遺物は、図示した以外に、

土器小片２点の他、サヌカ

イト剥片１点、焼土塊が少

量出土した。１は、白磁皿

の底部片。おそらく大宰府
第 92 図　SD03・SD05 平面図
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a-a’ b-b’ c-c’　d-d’ e-e’ f-f’

７　7.5YR5/1 褐灰色粘質土
８　10YR7/2 にぶい黄橙色粘質土
９　7.5YR6/1 褐灰色粘質土
10　10YR6/2 灰黄褐色粘質土
11　2.5Y8/2 灰白色粘質土
12　10YR8/3 浅黄橙色粘質土

17　10YR5/2 灰黄褐色混細砂粘質土（SD05）
18　7.5YR4/1 褐灰色粘質土（ベースブロック・橙褐色小ブロックを多量に含む、埋戻し土、SD05）
19　10YR6/3 にぶい黄橙色粘質土（褐灰色粘質土ブロックを含む、埋戻し土、SD05）
20　2.5Y4/1 黄灰色粘土（橙褐色小ブロックを含む、SD05）
21　2.5Y7/6 明黄褐色粘質土（Fe 多、SD03）
22　2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土（SD03）
23　7.5YR4/1 褐灰色混細砂粘質土（SD03）
24　10YR4/1 褐灰色粘土（ベースブロック少量含む、壁面崩落土、SD03）
25　10YR8/6 黄橙色粘土（ベース）
26　10YR8/6 黄橙色粘質土（SD05）
27　7.5YR5/1 褐灰色粘質土（ベース小ブロック・黄橙色小ブロックを多量に含む、埋戻し土、SD05）
28　10YR4/1 褐灰色粘質土（ベース小ブロックを含む、SD05）
29　10YR7/4 にぶい黄橙色粘質土（28 層の小ブロックを多量に含む、SD05）
30　2.5Y3/1 黒褐色粘土（SD03）
31　7.5YR4/1 褐灰色粘土（SD03 ？）
32　10YR7/3 にぶい黄橙色細砂混り粘質土（弱粘質、SD03）

６　10YR8/3 浅黄橙色細砂混り粘質土（ベース）

１　2.5YR3/1 暗赤灰色粘質土（SD03）
２　2.5GY5/1 オリーブ灰色粘質土（グライ化？、SD03）
３　5YR5/1 褐灰色粘質土（SD03）
４　5YR6/1 褐灰色粘質土（SD03）
５　2.5YR3/1 暗赤灰色粘質土（強粘質、SD03）

13　10YR6/2 灰黄褐色細砂混り粘質土（Fe・Mn 多、SD05）
14　10YR7/2 にぶい黄橙色細砂混り粘質土（橙褐色小ブロックを含む、埋戻し土、SD05）
15　2.5Y5/1 黄灰色粘質土（ベースブロック・橙褐色小ブロックを含む、埋戻し土、SD05）
16　10YR7/1 灰白色粘質土（壁面の崩落土、SD05）

33　10YR6/2 灰黄褐色細砂混り粘質土（ベース小ブロックを多量に含む、SD05 ？）

35　7.5YR6/1 褐灰色粘質土（ベースブロック少量含む、SD05 ？）

37　7.5YR4/1 褐灰色細砂混り粘質土（強粘質、SD03 ？）

34　2.5YR4/1 赤灰色粘土（SD05 ？）

36　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（SD03 ？）

38　7.5YR8/1 灰白色粘土（ベース）
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第 93 図　SD03・SD05 断面・出土遺物実測図
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分類の皿Ⅸ -3 類に属する

と考える。２はサヌカイト

製の凹基式石鏃である。器

表面はやや風化が進む。弥

生時代の遺物であり、混入

資料である。３は、細粒砂

岩の円礫を利用した砥石で

ある。下半は砥石として使

用する以前に、折損してい

た可能性が高い。側面３面

を砥面として利用した後、

右図右端面を叩き石として

転用している。出土遺物の

うち、時期を特定する資料

は白磁皿以外になく、大宰

府では 13 世紀後半～ 14 世

紀前半に出土量が増加する

ことが指摘されている。当

該遺物の出土層位は不明で

あり、改修の時期を特定す

ることはできない。とりあ

えず、本遺構は 14 世紀前

半を中心とする時期に位置

付け、詳細な時期は後の周

辺での調査成果に期待したい。

SD05（第 92・93 図）

　Ⅰ区中央部を南西から北東方向に緩やかに蛇行して流下する溝で、両端は調査区外へ延長する。南

西部で上述した SD03 と重複することから、SD03 埋没後の改修溝の可能性を想定する。重複関係より、

SD08より先行する。検出面幅1.08～1.65ｍ、残存深0.6ｍ前後で、断面形は箱形ないし逆台形状を呈する。

底面の標高は、西端で 80.84 ｍ前後、東端で 80.75 ｍ前後をそれぞれ測り、高低差より北東へ流下して

いたと考えられる。また、掘削深は上述した SD03 改修溝よりも若干浅い。埋土は３～５層（第 93 図

13 ～ 20・26 ～ 29・33 ～ 35 層）に細分され、上位層は主に灰色系粘質土がレンズ状に堆積し、ブロッ

ク土を多量に含むことから人為的な埋め戻し土（同図 14・15・18・19・27 層）の可能性が考えられる。

　遺物の出土層位は不詳だが、土師質土器足釜と器種不詳の瓦器もしくは須恵器小片各１点が出土した

のみである。出土遺物より時期を特定することは困難だが、上述した SD03 より後出することから、14

世紀中葉を中心とする時期に位置付け、本溝も詳細な時期は後の成果に期待したい。

a-a’ b-b’ c-c’
１　2.5Y7/2 灰黄色細砂混り粘質土
２　7.5YR6/1 褐灰色細砂混り粘質土
３　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質土
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第 94 図　SD19 平・断面・出土遺物実測図
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SD19（第 94 図）

　Ⅱ区北東部で検出した南北直線溝で、南端は調査区内で途切れ、検出長 11.56 ｍを調査した。SK12

より先行する。流路方向は、やや西に湾曲するが、概ねＮ 9.42°Ｗと正方位に近く配される。検出面幅 0.5

ｍ前後、残存深 0.1 ～ 0.16 ｍ前後、断面形は皿状を呈する。溝底面の標高は、南端で 83.50 ｍ前後、北

端で 83.35 ｍ前後をそれぞれ測り、高低差より北へ流下していた可能性が考えられる。埋土は１～２層

に細分され、褐色系粘質土が堆積している。

　遺物は、図示した以外に、器種不詳の土師質土器小片が少量出土したのみである。４～６は土師質土

器杯である。いずれも器表面の剥落が顕著で、調整は不明な点が多い。また、いずれも完形に近く復元

される資料であり、出土位置も近接していることから、一括投棄された可能性が高い。時期は、13 世

紀後半～ 14 世紀前葉に位置付けられる。

近世以降

溝
SD01・SD18（第 95 図）

　SD01 は、Ⅰ区中央部を南北に断続的に検出された溝群で、流路方向と規模等から一連の遺構として

報告する。また、SD18 は溝群の西 5.80 ｍを、ほぼ並行して配されることから、SD01 と有機的な関係

にあるものと考えられる。SD01 は、中世溝 SD05 と交差する位置関係にあるが、重複していないため、

先後関係は不明である。また、SX01 より後出し、SD08 より先行する。SD18 は、SK01、SK02 と重複

し、そのいずれよりも後出する。両溝の南北両端は調査区内で途切れ、SD01 は延長 24.08 ｍを調査した。

流路方向はＮ 40.86°Ｗに配される。両溝の検出面幅は 0.36 ～ 0.66 ｍ、残存深 0.04 ～ 0.08 ｍと浅く、断

面形は皿状を呈する。SD01 の底面の標高は、北端で 81.16 ｍ前後、南端で 81.50 ｍ前後をそれぞれ測り、

高低差より北へ流下していたと考えられる。両溝の埋土は、褐色系粘質土が主に堆積していた。なお、

SD18 は１～２層に細分されたが、層位間で色調等に差異が大きく、下位層のにぶい橙色粘質土（第 95

図２層）は、平面形状からも別の遺構の埋土である可能性が高い。溝の規模や配置より、耕作地の区画

溝として機能していた可能性を想定する。

　遺物は、SD01 より土師質土器小片９点が出土したのみで、図化可能な資料は出土していない。なお

SD01 は、重複関係より同様に耕作地の区画溝と考えられる現代溝 SD08 より古く位置付けられ、近世

以降の区画溝の可能性が想定される。

SD08（第 97 図）

　Ⅰ区中央部で検出した南北直線溝で、調査区南壁の堆積層の観察から、近世以降の旧耕作土層（第

88 図南壁７層）上面より掘り込まれる。北端は調査区内で途切れ、南端は調査区外へ延長し、総長

15.04 ｍを検出した。流路方向Ｎ 2.87°Ｗとほぼ正方位に配され、現状の地割の方向に概ね合致する。重

複関係より SD01、SD05 より後出する。検出面幅 0.19 ～ 0.32 ｍ、残存深 0.04 ｍ前後で、断面形は皿状

を呈する。底面の標高は、北端で 81.39 ｍ前後、南端で 81.48 ｍ前後をそれぞれ測り、高低差より北へ

流下していたと考えられる。埋土は、灰白色粘質土の単層である。

　遺物は、図示した以外に瓦小片１点が出土したのみである。７は、瀬戸・美濃系施釉陶器の灯明皿で

ある。内面に透明釉を施す。受部端を欠損するものの、安定した底径から 18 世紀中葉を中心とした時
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a-a’ b-b’ SD01
１　7.5YR6/2 灰褐色粘質土（シルト質）

c-c’  d-d’ SD01
１　5YR7/1 明褐灰色細砂混り粘質土

e-e’ f-f’  SD18
１　7.5YR6/2 灰褐色粘質土（シルト質）
２　5YR7/3 にぶい橙色粘質土（シルト質）
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0 1m

平面（1/120）

0 5ｍ

e
e’

f
f’

a a’

b b’

c c’

d
d’

81.3
a a’

81.4
b b’

81.5
c c’

81.6
d d’

81.4
e e’

81.4
f f’

SK06

SD05

SD09

SD09

SD01

SD10

SD08

SD03

SD08

SD18

SD01

SD02

SK11

SX01

SK03

SD01

SD03

第 95 図　SD01・SD18 平・断面図
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期に位置付けられる。上述したように、流路方向は概ね現在の地

割の方向と合致することから、圃場整備後の現代溝の可能性も考

えられ、出土資料は混入の可能性を想定する。

SD20（第 96 図）

　Ⅱ区北東部、既述した中世溝 SD19 の東側を並走する南北溝で、

南端は調査区内で途切れる。また、北端部付近で一部途切れ、全

体に小刻みに蛇行しており、検出長 11.8 ｍを調査した。流路方

向は、概ねＮ 20.05°Ｗに配される。検出面幅 0.17 ｍ前後、残存

深 0.05 ｍ前後で、断面形は皿状を呈する。底面の標高は、南端

で 82.48 ｍ前後、北端で 83.39 ｍ前後をそれぞれ測り、高低差よ

り北へ流下していた可能性が考えられる。埋土は褐灰色粘質土の

単層である。なお、溝南半部を中心に、両岸に東西幅 0.25 ｍ前

後の隅丸方形ないし楕円形状の掘り込みが付設されるが、おそら

くは重複する柱穴等の別遺構である可能性が高いと思われる。

　遺物は、器種不詳の土器小片７点が出土したのみである。出土

遺物より時期を特定することは困難だが、旧耕作土もしくは包含

層と考えられる褐灰色ないし灰白色粘質土（第 90 図Ⅱ区北壁９・

12 層）上面より掘り込まれていることから、近代以降の可能性

を想定する。

耕作痕
鋤溝（第 97 図）

　Ⅰ区各所で検出された、検出面幅0.2ｍ前後、残存深0.02ｍ前後、

断面形が皿状を呈する直線溝については、耕作に伴う鋤溝として

報告する。鋤溝群には、SD02、SD07、SD09 のように溝方向Ｎ

67 ～ 69°Ｅに平行ないし直交して配される一群、SD06、SD17 の

ように溝方向Ｎ 73°Ｅ前後に平行ないし直交して配される一群、

SD10 等のⅠ区南隅に集中して検出されたＮ 79°E 前後に配され

た一群の大きく３群が認められる。これら流路方向の相違は、耕

作時期の差を示していると考えられるが、いずれも重複せず、後述する出土遺物の点からも、先後関係

は特定できない。SD10 等の溝群は、既述した現代溝 SD08 と概ね直交して配されており、同時期の鋤

溝群の可能性も考えられる。埋土はいずれも、灰色系粘質土の単層であり、埋土や上述した流路方向よ

り、近世以降の時期が想定される。

　遺物は、SD10 よりサヌカイト剥片１点、SD04 より炭化材小片が少量出土したのみである。

a-a’ b-b’
１　10YR6/2 灰黄褐色細砂混り粘質土
２　7.5YR6/1 褐灰色細砂混り粘質土

1 2

平面（1/100）

0 5m

断面（1/40）

0 1m

83.7
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bb b’b’

第 96 図　SD20 平・断面図
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性格不明遺構
SX01（第 98 図）

　Ⅰ区中央部、SD01 と重複して検出した不定形な落ち込みで、SD01 より先行する。南北 5.15 ｍ、東西 4.45

ｍを測り、残存深は 0.1 ｍ前後で底面には僅かな起伏が認められる。掘方の一部が、東西方向の溝状を

呈することから、本遺構も鋤溝群とその上面に堆積した耕作土が一部遺構面上に残存したものである可

能性は高い。埋土は、灰褐色粘質土の単層である。

　遺物は、図示した以外に、器種不詳の須恵器小片１点とサヌカイト剥片３点が出土した。８・９は、

サヌカイト製の石鏃で、８は凹基式、９は平基式である。８は脚部の一部を折損し、器表面は風化が進

んでいる。いずれも混入資料であろう。

２　5YR7/1 明褐灰色細砂混り粘質土
３　10YR8/1 灰白色細砂混り粘質土（Fe 少）

a-a’ b-b’ c-c’ d-d’ e-e’ f-f’ g-g’ h-h’
１　10YR8/1 灰白色細砂混り粘質土（Fe 少）

４　7.5YR7/1 明褐灰色粘質土
５　7.5YR6/3 にぶい褐色細砂混り粘質土
６　10YR7/1 灰白色粘質土
７　10YR7/6 明黄褐色粘質土

2

3

1

4

SD06

5
SD17

SD08

SD10 SD12

6

7
6 7

SD08

SD04

SD07

予備調査
21-1ﾄﾚﾝﾁ

7

0 10cm

陶磁器（1/3）

断面（1/40）

0 1m

平面（1/200）

0 10ｍ

81.3
b b’

81.5
c c’

81.6
a a’

81.5
d d’

81.6
e e’

81.6
h h’

81.6
g g’

81.6
f f’

SK09

SK08

SK10

SK06

SK07

SD05

SD09

SD09

SD01

SD07

SD10

SD11SD12

SD14

SD15

SD13

SD16

SD08

SD03

SD08

SD01

SX01

SD03

SK04

SD04

SK05

SD06

SD17

SD14

SD17

SK05

X=138398X=138398

X=138385X=138385

Y
=46240

Y
=46240

Y
=46248

Y
=46248

Y
=46257

Y
=46257

X=138373X=138373

a a’a’

b
b’b’

c
c’c’

dd

d’d’

ee

e’e’

ff

f’f’gg

g’g’hh

h’h’

第 97 図　Ⅰ区鋤溝群平・断面・出土遺物実測図
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時期不明の遺構

土坑
SK01（第 99 図）

　Ⅰ区北西部、後述する SD18 と重複しその底面で検出した。長軸 1.06 ｍ、短軸 0.56 ｍを測り、平面

形はやや歪な溝状を呈する。残存深 0.08 ｍで、断面形は皿状を呈する。主軸方向Ｎ 39.7°Ｅに配される。

埋土はにぶい橙色粘質土の単層であった。

　重複関係より SD18 に先行することは確実だが、遺物は出土しておらず、詳細な時期は特定できない。

SK02（第 99 図）

　Ⅰ区北西部、SK01 と同様に SD18 の底面で検出した。南北 0.99 ｍ、東西 0.84 ｍを測り、平面形は逆

a-a’
１　7.5YR6/2灰褐色粘質土（シルト質）

1
1

8
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石器（1/2）
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第 98 図　SX01 平・断面・出土遺物実測図
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Ｌ字形を呈する。残存深は 0.12 ｍで、断面形は波状を呈し、平・断面形状より複数の遺構の重複の可

能性も考えられる。埋土は、にぶい橙色粘質土の単層である。

　SK01 同様、重複関係より SD18 に先行することは確実だが、遺物は焼土塊が若干量出土したのみで

あり、詳細な時期は不明である。

SK03（第 99 図）

　Ⅰ区北西部で検出した。長軸 0.95 ｍ、短軸 0.82 ｍを測り、平面形はやや整った方形を呈する。残存
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深は 0.52 ｍで、断面形は箱形ないし逆台形状

を呈する。遺構の主軸方向はＮ７°Ｅで、正方

位に近い。埋土は、黄橙色粘土の単層で、ブロッ

ク土を多量に含むようなので、人為的に埋め戻

された可能性が考えられる。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明で

ある。

SK04（第 99 図）

　Ⅰ区北東部で検出した。長軸0.69ｍ、短軸0.56

ｍを測り、平面形はいびつな台形状を呈する。

残存深は 0.32 ｍで、断面形は碗底状を呈する。

主軸方向はＮ 37.42°Ｅに配される。埋土は３層

に細分され、褐色系粘質土がレンズ状に堆積し

ていた。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明で

ある。

SK05（第 99 図）

　Ⅰ区北東端部で検出した。長軸 0.83 ｍ、短軸 0.66 ｍを測り、南西部を予備調査時のトレンチにより

攪乱を被る。平面形はややいびつな隅丸方形状を呈する。残存深は 0.18 ｍで、底面に若干の起伏を認

めるものの、断面形は概ね逆台形状を呈する。主軸方向はＮ 15.69°Ｗに配される。埋土は、褐灰色粘質

土の単層で、焼土や炭化物粒を若干量含む。しかし、遺構底面に被熱痕等は認められず、本土坑内で燃

焼行為がなされたものではなく、他所からの混入の可能性が考えられる。

　遺物は、サヌカイト剥片１点が出土したのみであり、出土した遺物より詳細な時期を特定することは

困難であった。

SK06（第 99 図）

　Ⅰ区中央部で検出した。長軸1.49ｍ、短軸0.38ｍを測り、平面形はいびつな溝状を呈する。残存深は0.14

ｍで、断面形は浅い碗底状を呈する。主軸方向はＮ 19.65°Ｅに配される。埋土は、灰白色粘質土の単層

である。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

SK07（第 100 図）

　Ⅰ区中央部で検出した。長軸 1.69 ｍ、短軸 0.8 ｍを測り、平面形はいびつな長楕円形状を呈する。残

存深は 0.08 ｍで、断面形は浅い皿状を呈する。遺構の主軸方向は N7.08°Ｅで、正方位に近い。埋土は

褐灰色粘質土の単層である。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

a-a’
１　10YR7/6明黄褐色粘土
２　10YR8/3浅黄橙色粘土（Fe）

1
22

平･断面（1/40）

0 1m

Y=46341
Y=46341

a a’
X=138254
X=138254

83.6
a a’

SD19

SK12

第 101 図　SK12 平・断面図
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SK08（第 100 図）

　Ⅰ区中央部で検出した。長軸 1.88 ｍ、短軸 1.27 ｍを測り、平面形はいびつな隅丸方形を呈する。残

存深は 0.1 ｍで、断面形は皿状を呈する。主軸方向はＮ 35.67°Ｗに配される。埋土は、褐灰色粘質土の

単層である。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

SK09（第 100 図）

　Ⅰ区南東部で検出した。長軸 0.72 ｍ、短軸 0.45 ｍを測り、平面形はやや歪な隅丸方形状を呈する。

残存深は 0.2 ｍ前後で、底面は南北に２か所の窪みがあり、本来は重複した２基の遺構であった可能性

も考えられる。埋土は、明褐灰色粘質土の単層である。

　遺物は、サヌカイト剥片１点のほか、炭化材が若干量出土したのみであり、出土した遺物より詳細な

時期を特定することは困難であった。

SK10（第 100 図）

　Ⅰ区中央南で検出した。長軸 1.24 ｍ、短軸 0.65 ｍを測り、平面形は不定形を呈する。残存深は 0.07 ｍで、

断面形は皿状を呈する。主軸方向はＮ 58.2°Ｗに配される。埋土は、灰白色粘質土の単層である。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

SK11（第 100 図）

　Ⅰ区南西部で検出した。SD03 と重複し、SD03 より後出する。長軸 2.58 ｍ以上、短軸 1.59 ｍ以上を測り、

平面形はおそらくは整った隅丸長方形を呈するとみられる。残存深は 0.70 ｍで、断面形は底面が平坦

な逆台形状を呈する。主軸方向はＮ 39.03°Ｗで、SD03 にほぼ直交して配される。埋土はやや複雑な堆

積を示している。東西（b-b‘）断面図より、土坑埋土は下層土坑（４～６層）と上層土坑（２・３層）

に大別され、上層土坑は下層土坑を人為的に埋め戻した後、再度開削された可能性が考えられる。また

上層土坑も最終的には人為的に埋め戻され、土坑上面に生じた浅い窪地に、にぶい橙色粘質土がレンズ

状に自然堆積したものと考えられる。

　遺物は土師質土器小片数点が出土したのみで、図化可能な資料はなかった。出土遺物は、おそらく重

複する中世溝からの混入と考えられ、中世溝より後出する以上に、詳細な時期を特定することはできな

かった。

SK12（第 101 図）

　Ⅱ区北半中央部で検出した。SD19と重複し、SD19より後出する。一部試掘トレンチにより削奪を蒙る。

長軸 2.16 ｍ、短軸 1.51 ｍを測り、平面形はやや歪な隅丸方形状を呈する。残存深は 0.18 ｍで、断面形

は浅い逆台形状を呈する。遺構の東西主軸方向はＮ 56.83°Ｅを測る。埋土は２層に細分され、いずれも

黄色系粘土がレンズ状に堆積している。

　遺物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。
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包含層等出土の遺物（第 102 図）

　10は、Ⅱ区攪乱出土の土師質土器皿である。SD19 出土資料と近接した時期を想定する。11は、Ⅰ

区遺構面精査時に出土したサヌカイト製の凹基式石鏃である。先端と脚部端の一部を折損する。12は、

Ⅰ区包含層出土とされるサヌカイト製の凹基式石鏃だが、Ⅰ区各壁面の土層図に「包含層」との記載は

無く、出土層位は明確ではない。器表面は風化が顕著である。13は、Ⅱ区の包含層出土の椀形滓である。

上下面とも残存し、下面は浅い椀形を呈し、気泡による凹凸が顕著にみられる。Ⅱ区包含層からは中世

の遺物が出土しており、本資料も中世に位置付けられる可能性がある。なお、本資料については金属学

的分析を実施し、詳細は次章第４節に記載した。

11

13

10

12

0 5cm

石器・金属品（1/2）

0 10cm

土器（1/4）

第 102 図　包含層等出土遺物実測図
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試料番号 番号 遺構名 種類 遺物番号 樹種同定結果
樹種 001 KIKP0006 ５区 SP5208 柱材 67 ツガ属
樹種 002 KIKP0007 ５区 SP5136 柱材 66 ツガ属
樹種 003 KIKP0168 ５区 SP5125 柱材 69 ツガ属
樹種 004 KIKP0167 ５区 SP5092 柱材 68 ツガ属
樹種 005 KIKP0007 ３区南 SP3016 柱材 56 スギ属？
樹種 006 KIKP0006 ３区南 SP3014 柱材 57 ツガ属

表４　樹種同定結果一覧

第６章　自然科学的分析の成果

第１節　池内古田遺跡に係る樹種同定分析

渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社）

1.　はじめに

　池内古田遺跡は、香川県中央部の高松市香南町に所在する。本報告は、香川県埋蔵文化財センターの

委託により、同遺跡内において検出された柱材の樹種を明らかにする目的で実施した樹種同定について

の報告書である。

2.　試料について

　樹種同定試料は香川県埋蔵文化財センターより採取・保管されていた試料から、提供を受けた。表４

に樹種同定結果一覧を示す（同定結果も記している。）。

3. 分析方法

　提供を受けた仕様書に従い顕微鏡観察用永久プレパラートを作成した（細部は渡辺（2010）に従って

いる。）。顕微鏡観察は、光学顕微鏡下で 4 倍～ 600 倍の倍率で行った。同定した分類群ごとに最も特徴

的な試料について、顕微鏡写真撮影を行うとともに、島地ほか（1985）の用語に基本的に従い、記載を

行った。

4. 分析結果

　樹種同定結果を表４に示す。以下に、記載を行うとともに、代表的な試料 ( 下線）の電子顕微鏡写真

を示す。

(1) ツガ属 Tsuga sp.

試料番号 ( 遺物番号 )：001(67)、002(66)、003(69)、004(68)、006(57)

　記載：構成細胞は仮道管、軸方向柔細胞（樹脂細胞）、放射柔細胞、放射仮導管からなる。早材から

晩材への移行はやや急で、晩材の幅はやや広い。劣化が激しく分野壁孔は不鮮明であるが小型のものが

３～４個存在する。放射組織は単列で細胞高は 2 ～ 13 程度、5 ～ 10 ほどのものが多く認められる。さ

らに、放射柔細胞にじゅず状末端壁を持つ。以上の組織上の特徴から、ツガ属と同定できる。また、後

述のツガ属の分布から、ツガの可能性が高い。

　ツガ属には主に温帯に分布するツガと、主に亜寒帯（亜高山帯）に分布するコメツガがあり、四国で

はコメツガは石鎚山、剣山に分布する。
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(2) スギ？ cf. Cryptomeria japonica D.Don

試料番号 ( 遺物番号 )：005(56)

　記載：構成細胞は仮道管、軸方向柔細胞（樹脂細胞）、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行

は緩やかで、晩材の幅はやや狭い。樹脂細胞は晩材部に並んで分布する傾向にある。また、劣化が激し

く分野壁孔は不鮮明であるが小型のものが２～３個存在する。以上の特徴からスギの可能性が高いが、

分野璧孔の形態が分からないことからヒノキ属の可能性も残り、スギ？とした。

　スギは日本の固有種で、温帯～亜寒帯まで広く生育する。国内の天然分布は青森県から鹿児島県（島

嶼部）で、北海道道南地域にも植林されている。

5. 柱材としての用材

　伊東・山田（2012）によれば、全国的な柱材の用材傾向としてクリが 2409 試料と最も多く、トネリ

コ属 1249 試料、スギ 810 試料、コナラ節 733 試料と続き、今回 5 試料が確認できたツガ属は 47 試料に

止まっている。この値は、実際に分析された地域、建物の種類、時代による偏りを多く含むもので、ツ

ガ属に関しては、関東、中部地方以西の地域でのみ報告されている。特に香川県内では 9 試料（全国の

19％）が報告されている。一方、スギは 2 試料（県下の柱材の 1％）と用例が少なかった。

6. 引用文献

伊東隆夫・山田昌久（2012）木の考古学 出土木製品用材データベース．p.449．海青社，滋賀．
島地　謙・佐伯　浩・原田　浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司（1985）木材の構造．276p. ，文永堂，東京．
渡辺正巳 (2010) 木質遺物（埋没樹木）樹種同定．必携 考古資料の自然科学調査法．194 ～ 198．ニュー・サイエンス社，東京．
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図版１　樹種同定顕微鏡写真

スギ？ cf. Cryptomeria japonica D.Don：005(56)

横断面　                               接線断面　                                    放射断面

ツガ属 Tsuga sp.：003(69)

横断面                                    接線断面　                                  放射断面
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第２節　香川県池内古田遺跡出土木製品の樹種調査結果

                                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）𠮷田生物研究所

1. 試料

  　試料は、香川県池内古田遺跡から出土した柄杓曲物１点（102）と板材１点（103）である。

2. 観察方法

 　 剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラート

　を作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。 

3. 結果

 　 樹種同定結果（針葉樹３種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

１）スギ科スギ属スギ (Cryptomeria japonica D.Don)     （遺物 No.2）　（写真 No.2）

　　　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向

　　に並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1 分野に 1 ～ 3 個ある。板目では

　　放射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九

　　州の主として太平洋側に分布する。

２）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）     （遺物 No.1）  （写真 No.1）

    　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在また

　　は接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で 1 分野に 2 ～ 4 個あ

　　る。板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属に

　　はアスナロ（ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別困難である。アス

　　ナロ属は本州、四国、九州に分布する。

３）ヒノキ科ヒノキ属（Chamaecyparis sp.）     （遺物 No.3）  （写真 No.3）

    　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行が急であった。樹脂細胞は晩材部に偏在している。

　　柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で１分野に１～２個ある。板目では放射組織はすべて単列

　　であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。ヒノキ属はヒノキ、サワラがあり、本州 ( 福島以

　　南 )、四国、九州に分布する。

◆参考文献◆
  林 昭三 「日本産木材顕微鏡写真集」 京都大学木質科学研究所（1991）
　伊東隆夫  「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」 京都大学木質科学研究所（1999）
　島地 謙 ･ 伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版（1988）
  北村四郎 ･ 村田 源 「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ ･ Ⅱ」  保育社（1979）
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　奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第 27 冊 木器集成図録 近畿古代篇」（1985）
　奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第 36 冊 木器集成図録 近畿原始篇」（1993）

◆使用顕微鏡◆
　Nikon DS-Fi1

遺物 No. センター管理番号 遺構名 種類 遺物番号 樹種
1 KIKK0009 SE01 曲物側板 102 ヒノキ科アスナロ属
2 KIKK0009 SE01 曲物底板 102 スギ科スギ属スギ
3 KIKK0009 SE01 板材 103 ヒノキ科ヒノキ属

表５　池内古田遺跡出土木製品同定表
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木口 柾目 板目
№１　ヒノキ科アスナロ属

木口 柾目 板目
№２　スギ科スギ属スギ

木口 柾目 板目
№３　ヒノキ科ヒノキ属

図版２　樹種同定顕微鏡写真
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第３節　池 内古田遺跡等出土サヌカイト製品の産地、遺物群推定                                     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺物材料研究所　藁科哲男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はじめに

  出土した遺物を原石産地の原石と肉眼観察で比較し、そのサヌカイト製遺物の産地を推測する。金山、

五色台地域のサヌカイト製遺物については、地質学的産地と考古学的産地が一致していることが判明さ

れている。地質学的産地であり、考古学的産地には、遺跡出土のサヌカイト遺物と同じ風化面の遺物が

当然考古学的産地で見られる。遺跡から産地比較し、石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客

観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光Ｘ線

分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の石材産地推定を行なっている。最近の黒曜石の伝播距離

に関する研究では、伝播距離は数千キロメートルは一般的で、6 千キロメートルを推測する学者もでて

きている。このような研究結果が出てきている現在、正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に

従って同定を行うことである。原理原則は、同じ元素組成の黒曜石が異なった産地では生成されないと

いう理論がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と

遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。科学とは、仮説をたて正しいか否か、あらゆ

る可能性を否定することにある。即ち、十分条件の証明が非常に重要であると言い換えられると思われ

る。『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一

致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条件」を満たして、一致した産

地の原石が使用されているとはじめて言い切れる。また、十分条件を求めることにより、一致しなかっ

た産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。』

　先ず原石採取であるが、本来、先史・古代人が各産地の何処の地点で原石を採取したか？不明である

ために、一カ所の産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが不可能である。そこで、

産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した結果と同じ結果が推測される

方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離を求めて行う、ホテリングのＴ２乗

検定がある。ホテリングのＴ２乗検定法の同定とクラスター判定法（同定ではなく分類）、元素散布図

法（散布図範囲に入るか否かで判定）を比較すると、クラスタ判定法は判定基準が曖昧である。クラス

ターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動する。例えば、Ａ原石製の遺物と

Ａ、Ｂ、Ｃ産地の原石でクラスターを作ったとき、遺物はＡ原石とクラスタ－を作るが、Ａ原石を抜いて、

Ｄ、Ｅ産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物がＥ産地とクラスタを作る。Ａ産地が調査されて

いないと、遺物はＥ原石製遺物と判定される可能性があり、結果の信頼性に疑問が生じる。Ａ原石製遺

物と分かっていれば、Ｅ原石とクラスターを作らないように作為的にクラスタ－を操作できる。元素散

布図法は、肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法で、原石の含有元素の違いを

絶対定量値を求めて地球科学的に議論するには、地質学では最も適した方法であるが、産地分析からみ

ると、クラスタ－法より、さらに後退した方法で、何個の原石を分析すればその産地を正確に表現され

ているのか不明で、分析する原石の数で、原石数の少ないときには、Ａ産地とＢ産地が区別できていた

のに、原石数を増やすと、Ａ産地、Ｂ産地の区別ができなくなる可能性があり（クラスタ法でも同じ危



－　　－139

第６章　自然科学的分析の成果

険性がある）判定結果に疑問が残る。産地分析としては、地質学の常識的な知識さえあればよく、火山

学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊で遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を評

価しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如何に原理原則に従って正確な

判定を行うかである。クラスタ法、元素散布図法の欠点を解決するために考え出された方法が、理論的

に証明された判定法でホテリングのＴ２乗検定法である。仮に調査した 424 個の原石・遺物群について

散布図を書くと、各群 40 個の元素分析結果を元素散布図にプロットすると、424 群× 40 個＝ 16960 個

の元素散布図になり、これが 8 元素比では 28 個の 2 元素比の散布図となり、この図の中に遺物の分析

点をプロットして産地を推測することは、想像できても実用的でない。もし、散布図で判定するなら、

あらかじめ遺物の原石産地を決めて、予想した産地のみで散布図を書き産地を決定する。これでは、一

致する産地のみを探すのみで、科学的分析のあらゆる可能性を否定することが科学分析であると言うこ

とに反し、科学的産地分析と言えない。ある産地の原石組成と遺物組成が一致すれば、そこの産地の原

石と決定できるという理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満

たす必要がある。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える

様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材が

あり、一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代

人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式に

よる分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、産地分析の結果の信

頼性は、何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、

信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられない

が、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分

析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あら

かじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散など

と遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が

採取した原石産出地点と、現代人が分析のために採取した原石産出地とは、異なる地点の可能性は十分

に考えられる。従って、分析した有限個の原石から、産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して

判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある遺物原材がＡ産

地に 10％の確率で必要条件がみたされたとき、この意味はＡ産地で 10 個原石を採取すると１個が遺物

と同じ成分だと言うことで、現実にあり得ることであり、遺物はＡ産地原石と判定する。しかし、他の

産地について、Ｂ産地では 0.01％で一万個中に一個の組成の原石に相当し、遺跡人が１万個遺跡に持ち

込んだとは考えにくい。従って、Ｂ産地ではないと言う十分条件を満足する。またＣ産地では百万個中

に一個、Ｄ産地では・・・・一個と各産地毎に十分条件を満足させ、客観的な検定結果から必要条件と

十分条件をみたしたＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち、多変量解析の手法を用い

て、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は池内古田遺跡等出土サヌカ

イト製品の 17 個で、産地、遺物群推定の結果が得られたので報告する。

安山岩（サヌカイトなど）原石の分析

  サヌカイト原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光Ｘ分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素は Al、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb
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の 12 元素をそれぞれ分析した。 塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、産地を特定する指標とした。安山岩では、K/Ca、Ti/Ca、Mn/Sr、Fe/Sr、Rb/Sr、Y/Sr、Zr/

Sr、Nb/Sr の比量を指標として用いる。サヌカイトの原産地は、西日本に集中してみられ、石材とし

て良質な原石の産地、および質は良くないが考古学者の間で使用されたのではないかと話題に上る産地、

および玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて 32 ヶ所以上の調査を終えている。第 103 図にサヌカイ

トの原産地の地点を示し、金山・五色台地区を第 104 図に示した。また、第 105 図に金山各地点産地を

示した。これら産地の原石および原石産地不明の遺物、遺物石材の非破壊分析と新面分析など元素組成

で分類すると 424 個の原石群に分類でき、その結果を表６- １、表６- ２に示した。また、岩屋、中持地

域原産地の堆積層から円礫状で採取される原石の中に、金山・五色台地域産サヌカイト原石の諸群にほ

とんど一致する元素組成を示す原石ある。これら岩屋のものを分類すると、全体の約 2/3 が表７に示す

割合で金山・五色台地域の諸群に一致し、これらが金山・五色台地域から流れ着いたことがわかる。和泉・

岸和田原産地からも全体の約１％であるが金山東群に一致する原石が採取される（表８）。また、和歌

山市梅原原産地からも和泉群、岩屋第 1 群に一致するサヌカイトの円礫原石が採取される（表９）。仮に、

遺物が岩屋、和泉・岸和田原産地などの原石で作られている場合には、産地分析の手続きは複雑になる。

その遺跡から複数の遺物を分析し、表７、８のそれぞれの群に帰属される頻度分布を求め、確率論によ

る期待値と比較して確認しなければならない。金山東群を作った原石は香川県坂出市に位置する金山東

麓を中心にした広い地域から採取された。この金山東群と組成の類似する原石は岩屋、和泉・岸和田の

原産地からそれぞれ２％の割合で採取されることから、一遺跡から複数の遺物を分析し、表７、表８、

表９のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめて、岩屋、和泉・岸和田原産地の原石が使用された

かどうか判断しなければならない。

結果と考察

　遺跡から出土した安山岩製遺物は風化の進行が早く、完全非破棄分析での産地分析ができる確率は、

黒曜石製風化遺物に比べて相当低くなる。しかし、黒曜石製遺物も風化の激しい石器は、風化層を取り

除き新鮮面（新面）を出して同定する必要がある。サヌカイト製遺物の表面が白っぽく変色した部分は、

新面部分と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。風化が産地、遺物群同定に影響するか

否かは、分析した元素の中のどの元素を使用するかに左右される。すなわち産地、遺物群同定の方法論

に関わる問題である。遺物の測定面の風化した部分に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ、風

化層（エアーブラシ処理）を取り除き、新面を出して測定を行なっている。今回は石器の超音波洗浄の

みの完全非破壊での分析、および遺物の一部にエアブラシ処理を行い、新面分析をセイコ－インスツル

メンツ社のＳＥＡ２１１０Ｌシリーズ卓上型蛍光Ｘ線分析計で行った。今回分析した池内古田遺跡など

高松市、坂出市、綾川町、多度津町、三豊市からの 17 点の安山岩製品遺物で非破壊分析、およびエア

ブラシ処理の風化面除去後分析の元素比結果を表 10-1、表 10-2 に示した。遺物の分析結果から石材産

地、遺物群を同定するために、数量的に導き出せるようにしたのが、相関を考慮した多変量統計の手法

である、マハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ２乗検定である。これによって、それぞれ

の群に帰属する同定確率を求めて、産地、遺物群同定をする。産地の同定結果は 1 個の遺物に対して、

安山岩では 424 個の推定確率結果が得られている。例えば、石器石材の中で高確率に同定された金山東

群、国分寺群産原石と同時に非常に低い確率で判定された、二上山産、多久産原石および冠山・飯山群
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原石とは明確な確率の差があり、低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略し

ている（0.1％以下の同定確率の産地、遺物群の結果）が、本方法では実際に、これら産地の可能性が

1
.下
呂
地
域
　
2
.二
上
山
地
域
　
3
.岩
屋
地
域
　
4
.淡
路
島
中
部
地
域

5
.金
山
･城
山
･五
色
台
地
域
　
　
6
.冠
山
地
域
　
7
.多
久

8
.老
松
山
、
寺
山
･岡
本
　
　
9
.福
井
　
1
0
.牟
田
　
1
1
.大
串
　
1
2
.亀
岳

1
3
.甲
山
　
1
4
.馬
ノ
山
　
1
5
.豊
島
　
1
6
.小
豆
島
　
1
7
.屋
島

1
8
.紫
雲
山
　
1
9
.久
谷
町
中
井
谷
　
2
0
.阿
蘇
　
2
1
.西
有
田
　
2
2
.川
棚

2
3
.崎
針
尾
　
2
4
.和
泉
･岸
和
田
　
2
5
.梅
原
　
2
6
.火
打
沢
　
2
7
.八
風
山

2
8
.御
船
山
　
2
9
.旭
山
　
3
0
.イ
ト
ム
カ
　
31
.双
子
山
　
32
.大
麻
山
南

7
8

21 22

12

↑

11

↑
↑

23
9

6

20

19

32

↑

31

↑ 5

↑ 18

↑ 17↑

15
↑16 ↑

4
3 25
24
2

13

14

1
27

28 26

29
30

10

●
：
石
器
原
材
と
し
て
良
質
と
考
え
ら
れ
る
産
地

▲
：
あ
ま
り
良
質
と
は
言
え
な
い
産
地

●

▲
●

●
●

● ●

▲
▲

▲

●

●
●
●
●
▲▲▲
▲

●

●

●

●
●

▲

●

●

●

● ●

●
▲

0
1
0
0
km

0
5
0
km

第
10

3
図

　
サ

ヌ
カ

イ
ト

お
よ

び
サ

ヌ
カ

イ
ト

様
岩

石
の

原
産

地



－　　－142

池内古田遺跡・池内御所原遺跡 ( 香川県教育委員会　2023 年 )

非常に低いことを確認したという重要な意味を含んでいる。もし、二上山産、多久産原石および冠山・

飯山群原石と比較した同定が無ければ、質問で、サヌカイト製品が金山東群と推定されているが、二上

山産、多久産原石および冠山・飯山群原石の可能性は無いのかの問いに、数量的に明確に否定できない。

将来、同定結果の引用を控えられる事になると思われる。原石・遺物群の 424 個の確率の中から、定量

的判定として信頼限界を５％に設定している。また定性的判定として５％～ 0.1％の領域までの結果を

表 11 に記入した。記入されていないは原石・遺物群は石器、石材からみて考古学的には全く関係がなかっ

たと定量的に証明した結果である。旧石器、縄文時代の安山岩製遺物の風化は大きく、弥生時代の風化

は軽い。風化の進行は遺跡の環境条件に大きく左右されるようで、旧石器でも風化の影響が少ない黒色

表面を持つ遺物は、非破壊で産地同定が可能であった。黒色表面の安山岩遺物は弥生時代に多く見られ

る。また、安山岩原石の種類によっても風化に差があり、二上山産は金山産より風化が少ないようであ

る。風化の程度が低くても産地が同定できなく、風化層を取り除くと産地同定が可能である。遺物は風

化層込みの非破壊分析で、原石・遺物群同定を行うため、考案したのが、『元素接合法』と呼ぶ産地同

定である。石器の製作過程を求める『形状接合』する面は、蛍光Ｘ線分析は比較的表面の元素分析であ

るため、『元素接合』するはずである。『形状接合法』に習った方法で、石器を作ったときの剥片は同じ

風化の影響を受ければ、元素分析結果も同じ影響を受けた分析値になると推測した。表６には風化した

剥片の風化面測定で作った風化群を登録し、この登録された風化面分析遺物群の新鮮面測定の原石・遺

物群結果を確定しておく。非破壊分析で産地同定を行うサヌカイト製品遺物の風化面を測定し、表６の

登録された風化面遺物群と比較し、一致した風化遺物群の新鮮面測定結果の産地を、サヌカイト製品遺

物の風化面の産地同定結果とする。『元素接合法』は、非破壊分析での石器の風化面分析値を風化剥片

群と比較し、一致する風化剥片群を探して産地同定を行う方法である。今回分析したサヌカイト製品に

ついて、非破壊分析で産地同定を行った結果を表 11 に示す。非破壊分析の分析番号 131222、131254、

131255 番のサヌカイト製品は、それぞれ新面分析が金山西および一部は城山と同時に同定され、定量

の信頼限界５％以上で金山東群および新面金山東遺物群に同定されなかった。非破壊分析の分析番号

131222、131254、131255 番では、風化金山東遺物群との区別は困難であった。非破壊分析の分析番号

131223、131226、131231 番のサヌカイト製品は、それぞれ新面分析が国分寺、蓮光寺と同時に同定さ

れ、131226 番は 10％の確率で岩屋第 2 群にも同定され、信頼限界の５％以上で岩屋第 2 群の可能性は

否定できないが、同時に同定された蓮光寺群には 99.7％の高確率で同定され、結果として蓮光寺群と推

測した。131226 番が岩屋第 2 群（表７）にも同定された理由として、淡路島岩屋で採取される岩屋第 2

群のサヌカイト礫は五色台の白峰群と主体的に一致するが、岩屋第 2 群は国分寺、蓮光寺に相当する成

分も含まれている可能性があり、現在の五色台の白峰、国分寺、蓮光寺地区に、岩屋第 2 群に相当する

原石は岩屋地域に流出してしまって残っていない可能性が推測される。非破壊分析の分析番号 131223、

131226、131231 番が他の風化、新面国分 - 蓮光寺群以外とは５％以上の確率で同定される遺物群は無かっ

た。非破壊分析の分析番号 131227、131228、131230、131233、131235、131236、131237 番のサヌカイ

ト製品はそれぞれ新面分析が金山東群に高確率で同定された。非破壊分析の分析番号 131227、131228、

131230、131233、131235、131236、131237 番のサヌカイト製品は他の風化金山東遺物群に同定され、

131228、131230、131233、131235、131237 番が他の風化金山西遺物群に同時に５％以上の確率で同定

されるが、五色台の風化遺物群には同定されなかった。非破壊分析の分析番号 131229 番のガラス質安

山岩製品は風化が殆どみられず、雄山、神谷・南山、金山－奥池群に同定された。非破壊分析の分析
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番 号 131232、

1 3 1 2 3 4 、

131238 番 の

サヌカイト製

品はそれぞれ

新面分析でも

一致する原石

群 は 未 発 見

で、 新 面 分

析 の 131232

番 の 庄 八 尺

11 新 面 群、

131234 番 の

庄 八 尺 13 新

面群、131238

番 の 尾 の 上

17 風 化 群 は

相互に高確率

で一致する元

素 比 組 成 を

示 し た。 ま

た、 非 破 壊

分 析 の 分 析

番 号 131232、

1 3 1 2 3 4 、

131238 番 の

風化遺物群も同じく、高確率で一致する元素比組成を示した。今回分析した池内古田遺跡等出土サヌカ

イト製品の産地同定の結果の中で、国分寺、蓮光寺が３個で、金山東が７個見られる。国分寺・蓮光寺、

金山東群に一致する原石は、表７、表８の岩屋、和泉・岸和田地域原産地を地質学的産地で、また考古

学的産地としたとき、採取された原石は交易品の可能性も推測される。両産地ともに金山東群に一致す

る原石は 2% の確率で採取され、国分寺・蓮光寺群に一致する原石は岩屋地域で 10.6%、和泉・岸和田

地域で 1.6% で、金山東群の７個が岩屋、和泉・岸和田地域から採取する確率は 0.02 の 7 乗でほぼ零％で、

国分寺・蓮光寺群の３個が岩屋地域から採取する確率は国分寺・蓮光寺群が 0.106 の３乗で 0.1% で、和泉・

岸和田地域から採取する確率は 0.016 の３乗でほぼ１万分の１の確率になる。考古学的には池内古田遺

跡等出土サヌカイト製品は香川県内産地のサヌカイトが使用されていると推測されるのが一般的である

が、これを数量的に証明できたと思われる。また、今回の分析で『元素接合法』でサヌカイト製品の非

破壊分析の産地、遺物群同定が有効であるこが証明され、金山東地区と金山西地区の区別はできない

が考古学的に価値ある結果が得られた思われる。今後の課題としては、庄八尺遺跡の分析番号 131232、

（1/100,000）
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－　　－144

池内古田遺跡・池内御所原遺跡 ( 香川県教育委員会　2023 年 )

131234 番および、尾の上遺跡の 131238 番のサヌカイト製品の考古学的原石産地を発見することである。
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第６章　自然科学的分析の成果

岩屋（まな板山・中持）産地からのサヌカイト原石の分類結果
　分類原石群名 個数 百分率（％）
岩屋第 1 群・西路山・和泉第 1 群 60 39.7 一次産地は西路山付近？
岩屋第２群・白峰群 42 27.8 一次産地は五色台
国分寺・蓮光寺 16 10.6 一次産地は五色台
法印谷、来峰第 1 群 7 4.6 一次産地は五色台
金山東・金山東南 3 2 一次産地は金山
和泉・梅原 3 2 一次産地は不明
城山 2 1.3 一次産地は金山・城山
来峰第 2 群 1 0.7 一次産地は五色台
淡路島南第 3 群 1 0.7 一次産地は東かがわ市？
不明 16 10.6
合計 151

西路山海岸産地からのサヌカイト原石の分類結果
　分類原石群名 個数 百分率（％）
西路山・岩屋第 1 群・和泉第 1 群 107 89.9 一次産地は西路山付近？
淡路島南第 3 群 4 3.4 一次産地は東かがわ市？
不明 8 6.7
合計 119

大崩産地からのサヌカイト原石の分類結果
　分類原石群名 個数 百分率（％）
西路山・岩屋第 1 群・和泉第 1 群 28 87.5 一次産地は西路山付近？
淡路島南第 3 群 2 6.3 一次産地は東かがわ市？
不明 2 6.3
合計 32

緑町庄田産地からのサヌカイト原石の分類結果
　分類原石群名 個数 百分率（％）
西路山・岩屋第 1 群・和泉第 1 群 9 81.8 一次産地は西路山付近？
淡路島南第 3 群 1 9.1 一次産地は東かがわ市？
不明 1 9.1
合計 11

　分類原石群名 個数 百分率（％）
岩屋第 1 群・西路山・和泉第 1 群 36 14.3 一次産地は西路山付近？
和泉・梅原 54 21.5 一次産地は不明
和泉第 1 群・梅原第 1 群 10 4 一次産地は不明
和泉第 1 群 8 3.2 一次産地は不明
梅原第 1 群 6 2.4 一次産地は不明
二上山 11 4.4 一次産地は二上山
中の社 No.89 遺物群 1 0.4 一次産地は不明
岩屋第２群・白峰群 13 5.2 一次産地は五色台
国分寺・蓮光寺 4 111 一次産地は五色台
法印谷、来峰第 1 群 1 0.4 一次産地は五色台
金山東・金山東南 5 2 一次産地は金山
城山 1 0.4 一次産地は金山・城山
淡路島南第 3 群 2 0.8 一次産地は東かがわ市？
不明１ 65 25.9 和泉・岸和田産地・梅原産地で似た組成
不明 2 34 13.5
合計 251

　分類原石群名 個数 百分率（％）
岩屋第 1 群・西路山・和泉第 1 群 12 9.2 一次産地は西路山付近？
和泉・梅原 60 45.8 一次産地は不明
和泉第 1 群・梅原第 1 群 5 3.8 一次産地は不明
和泉第 1 群 3 2.3 一次産地は不明
梅原第 1 群 9 6.9 一次産地は不明
中の社 No.89 遺物群 1 0.8 一次産地は不明
岩屋第２群・白峰群 5 3.8 一次産地は五色台
国分寺・蓮光寺 1 0.8 一次産地は五色台
不明１ 27 20.6 和泉・岸和田産地・梅原産地で似た組成
不明 2 8 6.1
合計 131

表７　淡路島産出サヌカイト原石の分類結果

表８　和泉・岸和田産出サヌカイト原石の分類結果

表９　梅原産出サヌカイト原石の分類結果
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番号 遺跡名 分析 
番号

元　　　　　素　　　　　比
K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca

1
池内古田遺跡

131222 0.449 0.194 0.06 3.643 0.29 0.073 1.133 0.011 0.018 0.144
2 131223 0.467 0.257 0.055 3.227 0.305 0.057 1.036 0.024 0.017 0.165
3 131224 0.439 0.206 0.066 3.962 0.296 0.072 1.102 0.023 0.02 0.154
4 空港跡地遺跡 131225 0.43 0.197 0.069 3.826 0.268 0.077 1.141 0.033 0.019 0.143
5 上林遺跡 131226 0.462 0.253 0.056 3.41 0.323 0.053 1.056 0.041 0.018 0.174
6 131227 0.463 0.207 0.072 4.15 0.291 0.073 1.172 0.022 0.02 0.162
7

川津川西遺跡
131228 0.421 0.218 0.072 4.134 0.291 0.077 1.155 0.019 0.019 0.145

8 131229 0.809 0.131 0.026 2.09 0.487 0.016 0.706 0.072 0.035 0.416
9 131230 0.449 0.223 0.074 4.221 0.295 0.081 1.136 0.027 0.018 0.151
10 西末則遺跡 131231 0.438 0.251 0.053 3.253 0.303 0.054 1.002 0.037 0.016 0.146
11

庄八尺遺跡
131232 0.296 0.22 0.087 6.374 0.347 0.068 0.937 0.022 0.013 0.118

12 131233 0.413 0.195 0.074 4.063 0.29 0.083 1.144 0.027 0.02 0.149
13 131234 0.304 0.221 0.095 6.546 0.354 0.072 0.976 0.022 0.013 0.119
14 西久保谷遺跡 131235 0.436 0.212 0.071 4.191 0.299 0.076 1.166 0.015 0.019 0.137
15 131236 0.454 0.205 0.077 4.317 0.309 0.082 1.175 0.028 0.019 0.149
16 尾の上遺跡 131237 0.439 0.214 0.078 4.34 0.294 0.085 1.195 0.031 0.02 0.155
17 131238 0.312 0.231 0.091 6.394 0.377 0.067 0.957 0.033 0.012 0.115

JG-1 1.265 0.284 0.052 2.736 0.737 0.171 0.854 0.045 0.036 0.410 

番号 遺跡名
分析 
番号

元　　　　　素　　　　　比
K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca

1
池内古田遺跡

131252 0.413 0.223 0.076 4.651 0.298 0.074 1.092 0.033 0.019 0.146
2 131253 0.448 0.258 0.061 3.688 0.319 0.053 1.008 0.024 0.016 0.156
3 131254 0.419 0.214 0.079 4.539 0.272 0.071 1.135 0.02 0.018 0.145
4 空港跡地遺跡 131255 0.393 0.209 0.079 4.494 0.264 0.071 1.109 0.028 0.019 0.145
5 上林遺跡 131256 0.45 0.258 0.059 3.479 0.318 0.05 1.034 0.038 0.017 0.158
6 131257 0.441 0.217 0.084 4.525 0.288 0.077 1.165 0.024 0.019 0.155
7 川津川西遺跡 131258 0.435 0.22 0.086 4.735 0.289 0.069 1.203 0.018 0.02 0.158
9 131260 0.442 0.217 0.076 4.476 0.296 0.089 1.173 0.016 0.019 0.157
10 西末則遺跡 131261 0.422 0.257 0.061 3.675 0.298 0.056 1.003 0.033 0.016 0.148
11

庄八尺遺跡
131262 0.279 0.209 0.098 6.889 0.356 0.08 0.953 0.03 0.012 0.116

12 131263 0.443 0.216 0.085 4.562 0.297 0.086 1.172 0 0.02 0.16
13 131264 0.285 0.218 0.097 6.633 0.356 0.077 0.967 0.04 0.012 0.115
14 西久保谷遺跡 131265 0.449 0.215 0.08 4.542 0.302 0.085 1.196 0.024 0.02 0.163
15 131266 0.444 0.22 0.089 4.478 0.296 0.083 1.166 0.013 0.02 0.157
16 尾の上遺跡 131267 0.436 0.216 0.081 4.507 0.306 0.084 1.196 0.032 0.019 0.157
17 131268 0.283 0.217 0.095 6.708 0.37 0.072 0.917 0.027 0.012 0.113

JG-1 1.265 0.284 0.052 2.736 0.737 0.171 0.854 0.045 0.036 0.410 
    JG-1：標準試料 -Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.& Takeda,E. 1974 compilation of  data on the GJS geochemical 

reference samples JG-1 granodiorite and JB-1 basalt.  Geochemical Journal, Vol.8 175-192 (1974)

表 10-1　池内古田遺跡等出土サヌカイト製品の非破壊分析の元素比分析結果

表 10-2　池内古田遺跡等出土サヌカイト製品の風化層除去後の元素比分析結果
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第６章　自然科学的分析の成果
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第４節　埋蔵文化財整理業務（池内古田遺跡・池内御所原遺跡）に係る金属学的分析業務                                     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日鉄テクノロジー株式会社

１．調査対象

　香川県高松市池内御所原遺跡から出土した中世～近世の鉄滓 1 点、池内古田遺跡の近世末（19 世紀

中葉前後）の土製容器 1 点、比較資料として高松市多肥北原西遺跡から出土した 10 世紀前葉の鉄滓 3

点の計５点（表 12）を調査した。

２．調査方法

（１）外観観察

　調査試料の調査前の目視での観察所見を記載した。

（２）マクロ組織

　試料を端部から切り出した後、断面をエメリー研磨紙の #150、#320、#600、#1000、及びダイヤモ

ンド粒子の 3 μ m と 1 μ m で順を追って研磨し、断面の全体像を撮影した。

（３）顕微鏡組織

　光学顕微鏡を用いて鉄滓断面を観察後、代表的・特徴的な視野を撮影した。

（４）ビッカース断面硬度  

　ビッカース断面硬度計（Vickers Hardness Tester）を用いて硬度を測定した。試料は顕微鏡用を併

用し、荷重は 10 ～ 200gf で測定した。ビッカース硬度は測定箇所に圧子（136 の゚頂角をもったダイヤ

モンド）を押し込んだ時の荷重と、それにより残された窪み（圧痕）の対角線長さから求めた表面積か

ら算出される。

（５）EPMA 調査

　EPMA（日本電子製㈱ JXA-8230）を用い、鉄滓や鉄中非金属介在物の組成を調査した。測定条件は

以下の通りである。加速電圧：15kV、照射電流（分析電流 )：2.00E-8A。

（６）化学組成分析

　分析方法は以下の通りである。

　金属鉄（Metallic Fe）、：臭素メタノール溶解→滴定法

　酸化第一鉄（FeO）：臭素メタノール不溶性残渣→塩酸溶解→滴定法

　炭素（C）、硫黄（S）：燃焼 - 赤外線吸収法

　他の元素：ICP（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）：誘導結合プラズマ発光分光

分析法

３．調査結果

３－１．池内御所原遺跡

IKU － 1：椀形鍛治滓

　（１）外観観察：やや偏平な椀形鍛治滓（68.41g）である。上面端部には瘤状にガラス質滓が点々と
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付着する。これは羽口先端の溶融物と推測される。表層には淡褐色の土砂や茶褐色の銹化鉄が付着する。

金属探知機反応はなく、まとまった鉄部はみられない。滓の地の色調は灰褐色で着磁性がある。表層は

やや風化気味である。また上下面とも小形の木炭痕が複数残存する。

　（２）マクロ組織：図版１①に示す。左端の黒色部は木炭破片である。また下側の暗灰色部はガラス質滓、

右側の明灰色部が鍛冶滓である。

　（３）顕微鏡組織：図版１②③に示す。②はガラス質滓部分の拡大である。滓中には熱影響を受けた

砂粒が散在する。また③は滓部の拡大である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色結晶ファヤライトが晶

出する。

　（４）ビッカース断面硬度：図版１③の白色樹枝状結晶の硬度を測定した。硬度値は 461、469、

476Hv であった。ウスタイトの文献硬度値（注１）（約 450 ～ 500）の範囲内で、ウスタイトと推定される。

また淡灰色結晶の硬度値は 656、720Hv であった。ファヤライトの文献硬度値と比較すると後者は若干

硬質であるが、結晶の色調と形状、EPMA を用いた組成調査の結果から、ファヤライトと推測される。

　（５）EPMA 調査：図版１④にガラス質滓の反射電子像（COMP）を示す。滓中の微小明白色粒の定

量分析値は 100.4%Fe（分析点 167）であった。金属鉄である。白色粒状結晶の定量分析値は 97.4%FeO

（分析点 168）であった。ウスタイト（Wustite：FeO）と推定される。淡灰色結晶の定量分析値は

61.5%FeO － 30.9%SiO2（分析点 169）であった。ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO2）と推定される。

素地部分の定量分析値は 25.9%SiO2 － 30.4%Al2O3 － 1.4%P2O5 － 17.9%FeO（分析点 170）であった。

　さらにもう 1 箇所、ガラス質滓部分の組成を調査した。滓中の微細な明白色粒の定量分析値は

80.1%Fe（分析点 171）であった。金属鉄である。また暗灰色鉱物の定量分析値は 93.7%SiO2（分析点

172）であった。石英（Quartz:SiO2）と推定される。素地部分の定量分析値は 61.5%FeO － 6.6%Al2O3

－ 1.9%CaO － 3.7%K2O － 22.9%FeO（分析点 173）であった。非晶質珪酸塩である。

　（６）化学組成分析：表 13 に示す。全鉄分（Total Fe）の割合は 59.46% と高めであった。このうち

金属鉄（Metallic Fe）は 0.29%、酸化第 1 鉄（FeO）が 64.97%、酸化第 2 鉄（Fe2O3）12.40% の割合であった。

造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3 ＋ C aO ＋ MgO ＋ K2O ＋ Na2O）19.30% とやや低めで、このうち塩基性成分（CaO

＋ MgO）も 0.85% と低値あった。また主に製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）に起因する二酸化チタン

（TiO2）は 0.07%、バナジウム（V）が＜ 0.01% と低値であった。酸化マンガン（MnO）は 0.10%、銅（Cu）

も＜ 0.01% と低値であった。

３－２．池内古田遺跡

IKU － 2：土製容器

　（１）外観観察：深さ約 5㎝で、口径が 3㎝強の小形の土製容器（58.04g）である。体部は円筒状で底

部は丸底である。外面全体が熱影響を受けてガラス質化している。その色調は黒灰色である。また内面

にも全体に黒灰色～茶褐色の付着物が確認される。

　（２）マクロ組織：図版２①に示す。容器口縁部側の断面を観察した。内面表層は強い熱影響を受け

ており、ガラス質化している。

　（３）顕微鏡組織：図版２②③に示す。内面表層ガラス質滓の拡大である。滓中には微細な淡黄色粒

が多数点在する。磁硫鉄鉱（Pyrrhotite:Fe1-xS）と推測される。

　（４）EPMA 調査：図版２④に内面表層ガラス質滓の反射電子像（COMP: 図版２③の拡大）を示す。
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溶着粒内部に網目状に広がる青灰色部の定量分析値は、65.2%Fe － 29.3%O（分析点 174）であった。

赤鉄鉱（Hematite：Fe2O3）または褐鉄鉱（Limonite：FeOOH）と推測される。素地の淡黄色部の定

量分析値は 65.3%Fe-29.3%S（分析点 175）であった。磁硫鉄鉱（Pyrrhotite:Fe1-xS）と推定される。ま

たガラス質滓中の微細な暗灰色粒の定量分析値は 97.4%SiO2（分析点 176）であった。石英（Quartz:SiO2）

である。また素地の定量分析値は 54.4%SiO2 － 15.7%Al2O3 － 1.9%CaO － 4.3%K2O － 17.4%FeO（分析

点 177）であった。

　（５）化学組成分析：表 13 に示す。内面付着物表層（赤褐色部）は、酸化第 1 鉄（FeO）が 32.4% であっ

た。またシリカ（SiO2）は 41.5%、アルミナ（Al2O3）が 6.08% であった。硫黄（S）は 0.51%、銅（Cu）

0.14%、錫（Sn）0.002%、鉛（Pb）＜ 0.01% であった。

　さらに内部（黒色部）では、酸化第 1 鉄（FeO）が 26.0% であった。シリカ（SiO2）は 45.6%、アル

ミナ（Al2O3）が 6.93% であった。硫黄（S）は 2.73%、銅（Cu）0.22%、錫（Sn）0.001%、鉛（Pb）＜ 0.01%

であった。どちらも磁硫鉄鉱中の鉄分と容器内面表層が反応して生じたガラス質滓と推定される。

３－３．多肥北原西遺跡

IKU － 3：椀形鍛治滓

　（１）外観観察：やや厚手の椀形鍛治滓破片（82.56g）と推測される。表層には淡褐色の土砂や茶褐

色の銹化鉄が付着する。金属探知機反応はなく、まとまった鉄部はみられない。滓の地の色調は暗灰色

で着磁性がある。気孔は少なく緻密で重量感のある滓である。また下面は細かい木炭痕による凹凸が目

立つ。

　（２）マクロ組織：図版３①に示す。素地は鍛治滓で、側面（左側）の暗灰色部はガラス質滓および

被熱した砂粒である。また滓中には、強い熱影響を受けて分解しかけた鍛造剥片も含まれる。

　（３）顕微鏡組織：図版３②③に示す。②の下側は、ガラス滓中で強い熱影響を二次的に受けた鍛造

剥片の拡大である。また③は滓部の拡大である。白色粒状結晶ウスタイト（Wustite：FeO）、淡灰色柱

状結晶ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO2）

　（４）ビッカース断面硬度：図版３③の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は 461、519、524Hv

であった。ウスタイトの文献硬度値と比較するとやや硬質であり、マグネタイトとの混晶の可能性が考

えられる。また淡灰色柱状結晶の硬度値は 667、690Hv であった。ファヤライトの文献硬度値の範囲内

で、ファヤライトと推定される。

　（５）EPMA 調査：図版３④に滓部の反射電子像（COMP）を示す。灰褐色多角形結晶の定量分析値

は 88.0%FeO － 2.2%Al2O3 － 1.3%TiO2（分析点 178）であった。マグネタイト（Magnetite:FeO･Fe2O3）

で、アルミナ（Al2O3）、チタニア（TiO2）を少量固溶する。白色粒状結晶の定量分析値は 96.6%FeO

（分析点 179）であった。ウスタイト（Wustite：FeO）と推定される。淡灰色柱状結晶の定量分析値は

66.6%FeO － 2.2%CaO － 30.4%SiO2（分析点 180）であった。ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO2）で

ライム（CaO）を少量固溶する。黒色結晶の定量分析値は 13.4%K2O － 25.7%Al2O3 － 66.4%SiO2（分析

点 181）であった。オルソクレース（Orthoclase: KAlSi3O8）と推測される。素地部分の定量分析値は

37.8%FeO － 9.4%Al2O3 － 16.5%CaO － 1.1%K2O － 4.2%P2O5 － 27.9%FeO（分析点 182）であった。非

晶質珪酸塩である。

　（６）化学組成分析：表 13 に示す。全鉄分（Total Fe）42.98% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は 0.27%、
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酸化第 1 鉄（FeO）が 48.51%、酸化第 2 鉄（Fe2O3）7.15% の割合であった。造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3

＋ C aO ＋ MgO ＋ K2O ＋ Na2O）の割合は 40.83% と高く、このうち塩基性成分（CaO ＋ MgO）は 3.20%

であった。また主に製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）に起因する二酸化チタン（TiO2）は 0.13%、バナ

ジウム（V）が＜ 0.01% と低値であった。また酸化マンガン（MnO）は 0.11%、銅（Cu）も＜ 0.01% と

低値であった

IKU － 4：椀形鍛治滓

　（１）外観観察：やや厚手の椀形鍛治滓破片（96.58g）である。上面は黒色ガラス質滓で、滓中には石英・

長石類などの砂粒や小礫が混在する。これは羽口などの炉材粘土の溶融物と推測される。滓の地の色調

は暗灰色で着磁性がある。破面の気孔は少なく、緻密で重量感のある滓である。

　（２）マクロ組織：図版４①に示す。上側の暗灰色部はガラス質滓、素地の淡灰色部は鍛冶滓である。

　（３）顕微鏡組織：図版４②③に示す。②はガラス質滓部分の拡大である。下側の暗灰色粒は被熱し

た砂粒である。また滓中の微細な灰褐色多角形結晶はマグネタイトと推測される。また③は滓部の拡大

である。灰褐色多角形結晶はマグネタイトとヘルシナイト（Hercynite:FeO･Al2O3）を主な端成分とす

る固溶体と推定される。さらに淡灰色のファヤライトも晶出する。

　（４）ビッカース断面硬度：図版４③の灰褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は 702、705Hv

であった。マグネタイトとしては硬質である。ヘルシナイト（Hercynite:FeO･Al2O3）成分の高い固溶

体と推測される。また淡灰色結晶の硬度値は 681、809Hv であった。ばらつきが大きく、特に後者はファ

ヤライトと文献硬度値よりも硬質である。マグネシア（MgO）などを固溶する可能性が考えられる。

　（５）EPMA 調査：図版４④⑤に滓部の反射電子像（COMP）を示す。白色粒状結晶の定量分析値は

94.7%FeO（分析点 183）であった。ウスタイト（Wustite：FeO）と推定される。淡灰色結晶の定量分

析値は 68.4%FeO － 29.2%SiO2（分析点 184）であった。ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO2）と推定

される。また明灰色針状結晶の定量分析値は 82.5%FeO － 9.1%SiO2 － 3.7%Al2O3（分析点 185）であった。

イスコライト（Iscorite：5FeO･Fe2O3･SiO10）と推定される。灰褐色結晶の定量分析値は 69.8%FeO －

21.1%Al2O3 － 3.0%TiO2（分析点 186）であった。マグネタイト（Magnetite:FeO･Fe2O3）とヘルシナイ

ト（Hercynite:FeO･Al2O3）を主な端成分とする固溶体と推定される。さらに少量チタニア（TiO2）も

固溶する。黒色結晶の定量分析値は 13.7%K2O － 25.0%Al2O3 － 66.1%SiO2（分析点 187）であった。オ

ルソクレース（Orthoclase: KAlSi3O8）と推測される。

　（６）化学組成分析：表 13 に示す。全鉄分（Total Fe）44.54% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は 0.24%、

酸化第 1 鉄（FeO）が 47.36%、酸化第 2 鉄（Fe2O3）10.71% の割合であった。造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3

＋ CaO ＋ MgO ＋ K2O ＋ Na2O）は 38.32% で、このうち塩基性成分（CaO ＋ MgO）は 1.58% と低値であっ

た。主に製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）に起因する二酸化チタン（TiO2）は 0.17%、バナジウム（V）

が 0.01% と低値であった。また酸化マンガン（MnO）は 0.08%、銅（Cu）も＜ 0.01% と低値であった。

IKU － 5：椀形鍛治滓

　（１）外観観察：やや大形の椀形鍛治滓（184.89g）である。上面には瘤状にガラス質滓が付着する。

羽口先端の溶融物と推測される。表層には淡褐色の土砂や茶褐色の銹化鉄が付着する。金属探知機反応

はなく、まとまった鉄部はみられない。滓の地の色調は暗灰色で着磁性がある。破面の気孔は少なく、
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緻密で重量感のある滓である。また下面全体に灰褐色の鍛治炉床土が付着する。

　（２）マクロ組織：図版５①に示す。右上の暗灰色部はガラス質滓、左側の明灰色部は鍛冶滓、下側

の黒灰色部は鍛治炉床土である。

　（３）顕微鏡組織：図版５②③に示す。②はガラス質滓の拡大である。滓中には熱影響を受けた砂粒

が混在する。③は滓部の拡大である。微細な白色樹枝状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファヤライト

が晶出する。

　（４）ビッカース断面硬度：図版５③の白色樹枝状結晶の硬度を測定した。硬度値は 460、491Hv であっ

た。ウスタイトの文献硬度値の範囲内で、ウスタイトと推定される。また淡灰色結晶の硬度値は 621、

727Hv であった。後者はファヤライトと文献硬度値よりも硬質で、マグネシア（MgO）などを固溶す

る可能性が考えられる。

　（５）EPMA 調査：図版５④に滓部の反射電子像（COMP）を示す。淡灰色多角形結晶の明色部の

定量分析値は 95.5%FeO（分析点 189）、暗色部の定量分析値は 78.1%FeO － 11.8%Al2O3 － 2.2%TiO2

（ 分 析 点 190） で あ っ た。 前 者 は マ グ ネ タ イ ト（Magnetite:FeO･Fe2O3）、 後 者 は ヘ ル シ ナ イ ト

（Hercynite:FeO･Al2O3）成分の高い固溶体であった。さらに少量チタニア（TiO2）も固溶する。また白

色粒状結晶の定量分析値は 96.1%FeO（分析点 191）であった。ウスタイト（Wustite：FeO）と推定される。

素地部分の定量分析値は 56.2%SiO2 － 22.5%Al2O3 － 5.7%CaO － 4.2%K2O － 3.8%FeO（分析点 192）で

あった。非晶質珪酸塩である。

　（６）化学組成分析：表 13 に示す。全鉄分（Total Fe）49.54% に対して、金属鉄（Metallic Fe）は 0.24%、

酸化第 1 鉄（FeO）が 53.31%、酸化第 2 鉄（Fe2O3）11.24% の割合であった。造滓成分（SiO2 ＋ Al2O3

＋ C aO ＋ MgO ＋ K2O ＋ Na2O）34.46% で、このうちに塩基性成分（CaO ＋ MgO）は 1.83% であった。

また主に製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）に起因ずる二酸化チタン（TiO2）は 0.13%、バナジウム（V）

が＜ 0.01% であった。酸化マンガン（MnO）は 0.06%、銅（Cu）も 0.01% と低値である。

４．まとめ

４－１．池内御所原遺跡

　池内御所原遺跡から出土した、中世～近世と推定される鉄滓（IKU － 1）は鍛錬鍛冶滓と推定される。

鉄酸化物（FeO）の割合が高く、主に鉄素材を熱間で鍛打加工した時の吹き減り（酸化に伴う損失）で

生じた滓と判断される。遺跡内で鍛治作業が行われ、鍛造鉄器を製作していたことを示す遺物といえる。

なお、滓中に銅または青銅の影響はみられない。

４－２．池内古田遺跡

　池内古田遺跡から出土した小形の容器（IKU － 2）の内面表層には、微細な磁硫鉄鉱（Pyrrhotite:Fe1-

xS）粒が多数溶着していた。銅（Cu）はほとんど含まれていないため、銅または青銅小物の鋳造や、金

属製品の補修（鋳掛）に用いられた可能性は低いと考えられる。

　こうした容器の付着物は鋳銅関連遺物としては類例がなく判断が難しいが、付着物が磁硫鉄鉱であっ

たことから、これを焼成して少量のベンガラを製作していた可能性が考えられる。江戸時代中期には磁

硫鉄鉱からベンガラを製造する技術が開発されている。
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４－３．多肥北原西遺跡

　多肥北原西遺跡から出土した鉄滓 3 点は、鍛錬鍛冶滓と推定される。主に鉄酸化物と炉材粘土の溶融

物（SiO2 主成分）からなり、製鉄原料起源の脈石成分〔鉄鉱石（塊鉱）：CaO、MgO、砂鉄（含チタン

鉄鉱）：TiO2、V〕はいずれも低値であった。銅または青銅の影響もみられない。遺跡内で鍛治作業が

行われ、鍛造鉄器を製作していたことを示す遺物である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：九州事業所　鈴木瑞穂）

（注）
（１）日刊工業新聞社 1968『焼結鉱組織写真および識別法』
　ウスタイトは約 450 ～ 500Hv、マグネタイトは約 500 ～ 600Hv、ファイヤライトは約 600 ～ 700Hv の範囲が提示されている。ウ
ルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO2）の硬度値範囲の明記はないが、マグネタイト（Magnetite：FeO・Fe2O3）と同じスピネ
ル類の化合物で、チタニアを固溶するためマグネタイトよりも硬質である。ウルボスピネル組成であれば通常 600Hv 以上の値を示
す。ヘルシナイト（Hercynite：FeO･Al2O3）はさらに硬質で 1000Hv を超える。

計測値 調査項目
備考符号 遺跡名 調査区名 遺構名 遺物名称 推定年代 金属探知器 マクロ 顕微鏡 ﾋﾞｯｶｰｽ

EPMA 化学分析
大きさ ( ｍｍ ) 重量 ( ｇ ) 反応 組織 組織 断面硬度

IKU-1 池内御所原 2 区 包含層 椀形鍛治滓 中世～近世 60.7 × 62.7 × 21.6 68.41 なし 〇 〇 〇 〇 〇
IKU-2 池内古田 3 区南 SD21 土製容器 19 世紀中葉 54.3 × 43.3 × 38.6 58.04 なし 〇 〇 〇 〇
IKU-3 多肥北原西 7-1 区 SD1007 椀形鍛治滓 10 世紀前葉 51.5 × 33.5 × 31.4 82.56 なし 〇 〇 〇 〇 〇
IKU-4 椀形鍛治滓 59.5 × 46.4 × 31.3 96.58 なし 〇 〇 〇 〇 〇
IKU-5 椀形鍛治滓 93.6 × 72.1 × 34.3 184.89 なし 〇 〇 〇 〇 〇

表 12　供試材の履歴と調査項目

（１）鉄滓（および金属鉄が残存しない鉄塊系遺物・含鉄鉄滓） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ Σ＊

符号 遺跡名 調査区名 遺構名 遺物名称 推定年代

全鉄分 金属鉄 酸化 酸化 二酸化 酸化ｱﾙ 酸化ｶﾙ 酸化ﾏｸﾞ 酸化 酸化ﾅﾄ 酸化ﾏﾝ 二酸化 酸化 硫黄 五酸化燐 炭素 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ 銅 二酸化
第１鉄 第２鉄 珪素 ﾐﾆｳﾑ ｼｳﾑ ﾈｼｳﾑ ｶﾘｳﾑ ﾘｳﾑ ｶﾞﾝ ﾁﾀﾝ ｸﾛﾑ ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ 造滓成分

(Total (Metallic  (FeO) (Fe2O3)  (SiO2)  (Al2O3)   (CaO)  (MgO)  (K2O)  (Na2O)  (MnO)  (TiO2) (Cr2O3)    (S)  (P2O5)    (C)    (V)   (Cu) (ZrO2)
     Fe)       Fe)

IKU-1 池内御所原 2 区 包含層 椀形鍛治滓 中～近世 59.46 0.29 64.97 12.40 15.41 2.24 0.62 0.23 0.55 0.25 0.10 0.07 0.2 <0.01 0.12 0.13 <0.01 <0.01 <0.01 19.30
IKU-3 多肥北原西 7-1 区 SD1007 椀形鍛治滓 10c 前葉 42.98 0.27 48.51 7.15 30.46 4.35 2.72 0.48 2.30 0.51 0.11 0.13 <0.1 0.02 0.51 0.09 <0.01 <0.01 0.01 40.83
IKU-4 椀形鍛治滓 44.54 0.24 47.36 10.71 29.98 4.63 1.28 0.30 1.68 0.44 0.08 0.17 <0.1 0.03 0.19 0.10 0.01 <0.01 0.01 38.32
IKU-5 椀形鍛治滓 49.54 0.24 53.31 11.24 26.90 3.93 1.37 0.46 1.21 0.61 0.06 0.13 <0.1 <0.01 0.21 0.055 <0.01 0.01 0.01 34.46

(wt%)

表 13　供試材の化学組成

（２）土製容器内面付着物         

符号 遺跡名 調査区名 遺構名 遺物名称 推定年代 試料採取位置
酸化 二酸化 酸化ｱﾙ 酸化ｶﾙ 酸化ﾏｸﾞ 酸化 酸化ﾏﾝ 二酸化 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ 硫黄 銅 錫 鉛
第１鉄 珪素 ﾐﾆｳﾑ ｼｳﾑ ﾈｼｳﾑ ｶﾘｳﾑ ｶﾞﾝ ﾁﾀﾝ
 (FeO)  (SiO2) (Al2O3)  (CaO)  (MgO)  (K2O)  (MnO)  (TiO2)    (V)   (S)   (Cu) （Sn） （Pb）

IKU-2 池内古田 3 区南 SD21 土製容器 19 世紀中葉 表層（赤褐色） 32.4 41.5 6.08 0.73 0.22 0.94 0.102 0.50 0.011 0.51 0.14 0.002 <0.01
内部（黒色） 26.0 45.6 6.93 1.13 0.17 1.20 0.083 0.35 0.009 2.73 0.22 0.001 <0.01

(wt%)
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IKU -1
椀形鍛冶滓
①ﾏｸﾛ組織、②ガラス質滓、
③滓部 :ｳｽﾀｲﾄ（硬度 :461 ～
476Hv)・ﾌｧﾔﾗｲﾄ( 硬度 : 65６・   
720Hv)、硬度測定荷重 :50gf

ガラス質滓の反射電子像 (COMP) および特性Ｘ線像

定量分析値

滓部の反射電子像 (COMP) および特性Ｘ線像
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図版４　土製容器の顕微鏡組織・EPMA 調査

IKU - 2  坩堝
①ﾏｸﾛ組織
②③坩堝内面ガラス質滓
淡黄色粒 : 磁硫鉄鉱

（ Pyrrhotite:Fe₁-xS）

坩堝内面のガラス質滓の反射電子像 (COMP) および特性Ｘ線像

定量分析値
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図版５　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織・EPMA 調査
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IKU - 3  椀形鍛冶滓
①ﾏｸﾛ組織、②下側 : 被熱鍛造剥片、
③滓部 :ｳｽﾀｲﾄまたはﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ(461

～ 519Hv)・ﾌｧﾔﾗｲﾄ(667・690Hv）、
硬度測定荷重 :50gf

滓部の反射電子像 (COMP) および特性Ｘ線像

定量分析値
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③滓部 :ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄとﾍﾙｼﾅｲﾄの固溶
体 (702・705Hv)・ﾌｧﾔﾗｲと (681・
809Hv)、硬度測定荷重 :50gf

滓部の反射電子像 (COMP) および特性Ｘ線像

定量分析値
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図版７　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織・EPMA 調査
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第５節　池内古田遺跡出土土器の胎土分析

                                                                                                  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　高松市に所在する池内古田遺跡は、高松平野南西部に分布する更新世段丘 ( 太田ほか編 ,2004) 上に位

置する。これまでの発掘調査により、中世から近世までの遺構・遺物が多数確認されている。本報告で

は、池内古田遺跡から出土した近世土器の材質 ( 胎土 ) について岩石学的手法を用いた分析を行い、そ

の生産に係る資料を作成する。

1. 試料

　試料は、池内古田遺跡の遺構から出土した近世の土

師質土器 5 点と瓦質土器 1 点の計 6 点の土器片である。

試料には、001 ～ 006 までの試料番号が付されている。

試料の詳細を一覧にして、表 14 に示す。

2. 分析方法

　分析方法は、胎土の岩石学的な特徴を捉えるこのできる薄片作製観察を用いた。薄片は、試料の一部

を土器の断面方向でダイアモンドカッターにより切断 ( 図版８)、正確に 0.03mm の厚さに研磨して作製

した。薄片は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片およ

び微化石の種類構成等を明らかにした。

　薄片観察結果の呈示は、松田ほか (1999) が示した仕様に従う。砂粒の計数は、メカニカルステージを

用いて 0.5mm 間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント法により 200 個あるいはプレ

パラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階

における鉱物・岩石別出現頻度の 3 次元棒グラフ、砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の

割合を示す棒グラフを呈示する。また、胎土の基質部分における構造的な特徴がある場合には、その記

載も行う。

3. 結果

(1) 砕屑物の鉱物・岩石組成と粒径組成

　結果を表 15・16、第 106 ～ 108 図に示す。鉱物・岩石組成は、001 と 006 のグループと 002 ～ 005 のグルー

プとに大きく 2 種類に分けることができる。前者のグループは、角閃石または酸化角閃石の鉱物片が多

く、少量の石英と黒雲母の鉱物片および花崗岩類の岩石片を伴う組成であり、後者のグループは石英の

鉱物片と火山ガラスを多く含み、少量の斜長石の鉱物片や花崗岩類の岩石片を伴う組成である。ここで

は、前者の組成を A 類とし、後者を B 類とする。さらに A 類については、酸化角閃石を微量しか含ま

ない 001 の A1 類と酸化角閃石を多量に含む 006 の A2 類とに細分することができる。また、B 類につ

いては、火山ガラスと花崗岩類が同量程度に含まれる 002 を B2 類として、他の 3 点の試料の組成 (B1 類 )

と区別する。

試料 
番号 管理番号 調査区 遺構名 遺物 

番号 種類・器種

001 KIKD0010 ３区 SD24 182 土師質土器・七輪
002 KIKD0004 ３区 SD21 112 土師質土器・焙烙
003 KIKD0004 ３区 SD21 111 土師質土器・焙烙
004 KIKK0008 ３区北 SE01 89 土師質土器・焙烙
005 KIKK0008 ３区北 SE01 90 瓦質土器・羽釜
006 KIKK0008 ３区北 SE01 95 土師質土器・置竈

表 14　胎土分析試料一覧
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試
料
番
号

砂
粒
区
分

砂　粒　の　種　類　構　成

合
計

胎
土

鉱　物　片 岩　石　片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

　

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

凝
灰
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

火
山
ガ
ラ
ス

土
塊

植
物
珪
酸
体

001
砂

細礫 0

A1

極粗粒砂 3 3
粗粒砂 1 6 2 4 3 1 13 30
中粒砂 5 3 3 9 3 5 10 1 39
細粒砂 9 3 8 21 1 1 5 4 52

極細粒砂 12 4 7 16 2 1 5 47
粗粒シルト 5 2 2 9 1 1 20
中粒シルト 1 2 3
基質 639
孔隙 22

002
砂

細礫 0

B2

極粗粒砂 1 3 4
粗粒砂 2 1 2 1 6
中粒砂 3 1 1 5
細粒砂 13 1 1 3 18

極細粒砂 16 3 19
粗粒シルト 6 1 7
中粒シルト 3 3
基質 472
孔隙 5

003
砂

細礫 0

B1

極粗粒砂 1 1
粗粒砂 1 1 2
中粒砂 3 2 1 1 2 9
細粒砂 4 1 1 10 16

極細粒砂 6 2 3 2 1 7 21
粗粒シルト 5 1 6
中粒シルト 0
基質 549
孔隙 15

004
砂

細礫 0

B1

極粗粒砂 1 1
粗粒砂 2 1 2 5
中粒砂 3 1 6 10
細粒砂 8 1 7 16

極細粒砂 9 1 4 14
粗粒シルト 3 1 4
中粒シルト 0
基質 324
孔隙 6

005
砂

細礫 0

B1

極粗粒砂 1 1
粗粒砂 1 1 1 3
中粒砂 1 2 3
細粒砂 1 3 1 1 9 15

極細粒砂 6 1 3 9 19
粗粒シルト 2 1 2 2 7
中粒シルト 1 1 1 3
基質 496
孔隙 5

表 15　胎土中破屑物の計数結果（１）
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試
料
番
号

砂
粒
区
分

砂　粒　の　種　類　構　成

合
計

胎
土

鉱　物　片 岩　石　片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

凝
灰
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

火
山
ガ
ラ
ス

土
塊

植
物
珪
酸
体

006
砂

細礫 0

A2

極粗粒砂 1 1 1 1 4 8
粗粒砂 8 1 2 2 3 12 28
中粒砂 6 1 2 2 7 1 4 9 1 33
細粒砂 9 1 1 8 14 1 2 1 2 39

極細粒砂 12 2 19 20 3 56
粗粒シルト 4 1 1 3 17 2 28
中粒シルト 1 1 5 1 8
基質 294
孔隙 13

表 16　胎土中破屑物の計数結果（２）

001

基質 褐色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。弱酸化角閃石、細粒砂サイズのバブル型火山ガラスあり。砕屑片は、粗粒なも
のが散在し、分布に偏りは認められない。黒雲母の一部は、配向性を示して分布する。

孔隙 充填鉱物は認められない。配向性は認められない。

002

基質
基質は、褐色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。斜方輝石、角閃石、植物珪酸体あり。斜長石の一部には、清澄なもの
が認められる。砕屑片は、粗粒なものが散在し、偏りは認められない。火山ガラスは、バブル型で無色～淡褐色を呈し、弱い
配向性を示して分布する。

孔隙 孔隙に充填鉱物は認められない。孔隙は、脈～不定形状を示し、弱い配向性を示す。

003

基質
基質は、褐色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。角閃石、凝灰岩、酸化鉄結核あり。器壁の中心部は濃褐色、外側は褐
色部に分けられ、不明瞭なサンドイッチ構造が認められる。砕屑片は、粗粒なものが散在し、偏りは認められない。火山ガラ
スは、バブル型で無色～淡褐色を呈し、濃集部が認められ、粗粒砂サイズのものも含まれる。

孔隙 孔隙に充填鉱物は認められない。脈～不定形状を示し、弱い定向配列を示す。

004

基質
基質は、褐色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。角閃石あり。土器の大部分は褐色、外側は皮膜状を示す黒色部が残存
している。砕屑片は、粗粒なものが散在し、偏りは認められない。火山ガラスは、バブル型で無色～淡褐色を呈し、濃集部が
認められる。

孔隙 孔隙に充填鉱物は認められない。配向性は認められない。

005

基質
基質は、灰色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。砕屑片は、粗粒なものが少なく、分布に偏りは認められない。火山ガラスは、
バブル型で無色～淡褐色を呈し、濃集部が認められる。セリサイトの濃集部が土器の器壁の外側部分にあり、器壁内部にはセ
リサイトは少ない。器壁内部が黒色層を呈する明瞭なサンドイッチ構造が認められる。

孔隙 孔隙に充填鉱物は認められない。脈～不定形状を示し、弱い定向配列を示す。

006

基質 基質は、褐色粘土鉱物、セリサイトなどで埋められる。土塊、植物珪酸体あり。角閃石～酸化角閃石の鉱物片が基質に散在する。
粗粒な砕屑片の分布に偏りは認められない。

孔隙 孔隙に充填鉱物は認められない。配向性は認められない。

表 17　胎土の基質・孔隙の記載
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第 106 図　胎土中の破屑物の鉱物・岩石出現頻度と粒径組成（１）
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　粒径組成は、6 点の試料ともに細粒砂または極細粒砂の多い組成であり、粒径組成の大きく異なる試

料は認められない。

　砕屑物・基質・孔隙の割合は、001 が 20% 程度、006 が約 40% あるのに対して、002 ～ 005 の 4 点は

10% 前後である。この砕屑物の割合の違いは、上述した鉱物・岩石組成の A 類と B 類の違いに対応し

ている。

(2) 基質・孔隙の特徴

　観察記載を表 17 に示す。各試料に認められた特徴は表に示す通りである。一部の試料には、火山ガ

ラスや孔隙に弱い配向性の認められるものがある。また、003 と 005 の断面には暗色層を内部に挟むい

わゆるサンドイッチ構造が認められたが、偏光顕微鏡観察ではサンドイッチ構造の外側には微細な粘土

鉱物であるセリサイトが多く、内部の暗色部ではセリサイトの少ないことが確認された。なお、サンド

イッチ構造の暗色層は、素地に含まれる炭素により形成されると考えられており、入念なミガキ調整や

砂粒含有量の少ない土器では器壁内部への酸素供給量が少ないために、炭素の酸化消失が進まずに暗色
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第 107 図　胎土中の破屑物の鉱物・岩石出現頻度と粒径組成（２）

第 108 図　破屑物・基質・孔隙の割合
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層が残りやすいと考えられている ( 小林ほか ,2003)。

4. 考察

(1) 胎土の地域性

　池内古田遺跡の位置する周辺の台地や低地を構成する堆積物は、主に香東川水系の河川によってもた

らされた砕屑物により構成されていると考えられる。香東川は、讃岐山脈を水源とし、扇状地性の高松

平野を形成して瀬戸内海に流下する河川である。日本の地質「四国地方」編集委員会 (1991) や牧本ほか

(1995) などの地質記載を参照すれば、上流域の讃岐山脈北麓は、白亜紀後期に形成された領家帯の花崗

岩類が広く分布する。領家帯の花崗岩類は、主に角閃石 - 黒雲母花崗閃緑岩により構成されているため、

香東川流域の堆積物には、角閃石や黒雲母の鉱物片と石英および斜長石の鉱物片とが相対的に多く含ま

れていると考えられ、堆積物中に残存する岩石片についてはほぼ花崗岩類のみとなる。

　今回の試料の胎土における鉱物種と岩石種による分類のうち、A 類とした胎土は、上述した香東川

流域の地質学的背景とよく一致していると考えられる。なお、A2 類の特徴である酸化角閃石は、角閃

石が 800℃程度の高温を受けた際に変化する鉱物である。A2 類とされた 006 の器種が置竈であること

を考慮すると、酸化角閃石はカマドとして使用された際の高温で角閃石が変化したものである可能性が

高い。すなわち、製品となる前の素地土の段階では、001 と 006 の鉱物組成はほぼ同様であったと考え

られる。したがって、 今回の分析で A 類とされた土器の材料には、香東川流域に分布する堆積物が使

用されている可能性が高いと考えられる。

　B 類の特徴とされた火山ガラスについては、火山噴出物 ( テフラ ) の降下堆積層に由来するもので

あるが、バブル型という形態と褐色を含むという色調、さらには高松平野という地理的位置とから、

縄文時代の 7300 年前に九州南方の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤテフラ (K-Ah: 町田・新

井 ,1978;2003) に由来する可能性が高い。K-Ah は、東北地方南部まで分布が確認されている広域テフラ

であることから、胎土におけるその含有は、地域的な特性を示すものではない。ただし、今回の B 類

の試料では、濃集部も認められるほどの量であることから、B 類の胎土は、K-Ah がある程度の厚さをもっ

て堆積している地域の堆積物に由来すると考えられる。町田・新井(2003)によるK-Ahの分布図によれば、

高松平野付近は厚さ数 10cm 程度の分布域内に入っている。B 類の胎土には、微量ながらも角閃石の鉱

物片や花崗岩類の岩石片も含まれていることを考慮すれば、B 類の胎土も香東川流域に分布する堆積物

に由来する可能性が高いと考えられる。A 類との違いについては、香東川流域内における材料採取地

のより局地的な地質の違い ( 例えば K-Ah の堆積層のある崖下の砂など ) に起因することが推定される。

また、B 類における B1 類と B2 類の違いも、K-Ah の堆積層の状態の異なる材料採取地の違いによる可

能性があると考えられる。

(2) 胎土と器種

　今回の 6 点の試料の器種の内訳は、七輪と羽釜および置竈が各 1 点ずつ、焙烙が 3 点である。各試料

の胎土分類と器種との対応関係では、七輪と置竈がともに A 類であり、3 点の焙烙と羽釜は B 類とい

う結果になった。さらに、焙烙の胎土は 2 点の B1 類と 1 点の B2 類とに分かれ、羽釜の胎土は 2 点の

焙烙と同様の B1 類に分類されたという結果もある。

　上述したように A 類と B 類および B 類の中での B1 類と B2 類の胎土の違いは、製作者の違いを示

唆する可能性がある。さらに、焙烙と羽釜という異なる器種が含まれている B1 類の胎土の試料につい
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ても、基質の特徴や断面に認められたサンドイッチ構造なども考慮すれば、003 は弱い配向性と不明瞭

なサンドイッチ構造、004 は配向性もサンドイッチ構造もなく、005 は弱い配向性と明瞭なサンドイッ

チ構造という違いが認められる。これらの結果から、池内古田遺跡から出土した近世の土師質土器や瓦

質土器は、香東川流域内で製作された可能性が高いと考えられるが、複数の製作者から供給されていた

可能性があると考えられる。現時点では、各胎土の材料採取地や製作者などについて具体的な言及をす

ることはできないが、今後の分析事例の蓄積に期待したい。
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図版８　土器片断面

1.001 KIKD0010 ３区 SD24 182 土師質土器・七輪

3.003 KIKD0004 ３区 SD21 111 土師質土器
・焙烙(サンドイッチ構造)

5.005 KIKK0008 ３区北 SE01 90 瓦質土器
・羽釜(サンドイッチ構造)

2.002 KIKD0004 ３区 SD21 112 土師質土器・焙烙

4.004 KIKK0008 ３区北 SE01 89 土師質土器・焙烙

6.006 KIKK0008 ３区北 SE01 95 土師質土器・置竈
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図版９　胎土薄片（１）

1.001 KIKD0010 ３区 SD24 182 土師質土器・七輪 砂粒

2.001 KIKD0010 ３区 SD24 182 土師質土器・七輪 基質

3.002 KIKD0004 ３区 SD21 112 土師質土器・焙烙 砂粒

4.002 KIKD0004 ３区 SD21 112 土師質土器・焙烙 基質
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図版 10　胎土薄片（２）

5.003 KIKD0004 ３区 SD21 111 土師質土器・焙烙 砂粒

6.003 KIKD0004 ３区 SD21 111 土師質土器・焙烙 基質

7.004 KIKK0008 ３区北 SE01 89 土師質土器・焙烙 砂粒
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図版 11　胎土薄片（３）
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第７章　まとめ

第１節　遺構の変遷

１　はじめに
　今回の池内古田遺跡、池内御所原遺跡の調査において、中世

以前に遡る可能性のある遺構は確認されていない。中世以前に

遡る遺物は、検出された遺構埋土中や近世以降と考えられる旧

耕作土層等より、旧石器～古代の土器、石器等が少量出土して

いるのみである。

　また、池内古田遺跡の各調査区の中世遺構面下で確認された

包含層からは、中世土師質土器が出土し、包含層下で遺構が検

出されなかったことから、中世遺構形成時における土壌化層で

ある可能性が高いと判断した。いずれにしろ、中世以前に位置

付けられる遺物の出土頻度は乏しく、後世の遺構面の削平の影

響は当然考慮すべきだが、調査地周辺で中世以前の遺跡が所在

した可能性は低いものと考えられる。

　後述するように、両遺跡で中世Ⅰ期において灌漑水路が開削

されている点は、中位段丘面の開発が、微高地単位あるいは微

高地内の局所的な場所を選択して行われたのではなく、微高地

を横断して面的に開発が進展した可能性を示唆するものとして

重要な成果と考える。また、池内古田遺跡の調査により、16 世

紀後葉に大きな画期がみられることも明らかとなり、香南台地

東部の開発の具体像を明らかにする上で、基礎的な資料が得ら

れたものと評価できよう。以下では、検出された遺構の変遷を

整理する中で、それぞれの時期における遺構の評価について触

れていくこととしよう。

２　中世
中世Ⅰ期（13 世紀末～ 14 世紀前葉）

　池内古田遺跡では、溝SD16が開削される。検出面幅0.79～0.88

ｍ、残存深 0.13 ～ 0.20 ｍを測る。北西方向へ配された直線溝で、

埋土中に砂層等の明瞭な流水堆積は認められない。現状で本溝

を起点として遺跡周辺の開発が進められた可能性を考える。北

部に流路方向を本溝と共有する小溝 SD06・SD08 が所在し、同

時期の遺構と判断したが、部分的な検出にとどまり課題は残る。

あるいは後述する SD03 や SD07 等より分岐した枝溝であった

可能性も考えられる。本溝からは時期を特定できる遺物が出土

していないが、SD09 や SD07 との重複関係より 14 世紀前葉を

中心とした時期に開削・埋没した可能性を想定する。

　池内御所原遺跡では、Ⅱ区溝 SD19 が開削される。遺構面は

顕著な削奪を被っている可能性が高く、南端部は調査区内で途

切れる。出土遺物に乏しいことから、屋敷地内の区画溝ではな

く灌漑水路の可能性を想定する。本遺跡が所在する微高地にお

いても、池内古田遺跡とほぼ同時期に、灌漑水路が開削されて

いることが確認された点は重要と考える。後に考察するように、

段丘面上の開発が広域的なものであった可能性を示唆するもの

であり、そうした広域的な開発を主導した在地領主層が存在し

たことを傍証するものと評価したい。

中世Ⅱ期（14 世紀前半）

　池内古田遺跡では、溝 SD09 が開削される。上述した SD16

埋没後に開削され、SD16 と同様に北西方向へ流下することか

ら、同溝の機能を継承した灌漑水路と評価する。本溝は、幅 0.43

～ 1.30 ｍと、SD16 よりやや規模を増す。南端部は屈曲して東

西走するとみられるが、SD03 等に攪乱され不明である。埋土

中に砂層等の明瞭な流水堆積は認められない。本溝からは比較

的遺物が豊富に出土しており、土器類には供膳具や煮沸具が含

まれ、調査区東側の中位段丘面の高所部分に集落域が展開し、

遺跡周辺の開発拠点として整備された可能性を想定したい。出

土した遺物より、14 世紀前半代に開削・埋没した可能性を想定

する。

　池内御所原遺跡では、出土遺物に乏しく、時期決定に難があ

るものの、Ⅰ区溝 SD03 が当該期に開削される。最大検出面幅

２ｍ前後、残存深 1.1 ｍ前後を測り、本溝が開削された微高地

北半部を灌漑する幹線水路の可能性を考える。

中世Ⅲ期（14 世紀中葉）

　池内古田遺跡では、溝 SD07 が開削される。３区南東隅より

西へ延び、調査区中央付近で直角に近く屈曲してやや蛇行し

ながら、北へ流下する。南端東西溝部分は、既述したように

SD09 と重複し、また SD16 の流路方向とも近似することから、

SD16 の機能を継承した灌漑水路の可能性を想定する。検出面

幅 0.78 ｍ以上、残存深 0.06 ～ 0.30 ｍを測る。埋土は、明瞭な

流水下堆積物は認められず、辛うじて下位層に灰色系砂混り砂

質シルトが堆積する。出土遺物は、土師質土器皿・杯類が少量

出土し、また他の遺構との重複関係等より、14 世紀中葉前後の

可能性を想定する。

　４区北半部で検出した溝 SD30 は、灌漑水路の可能性が想定

されるが、遺構の大半が調査区外にあり、明確な用途を特定で

きない。遺物量は乏しいものの、13 世紀後半から 14 世紀中葉

とやや時期幅が認められ、遺構の規模から専ら当該期を中心に

機能した可能性を想定する。

　池内御所原遺跡では、SD03 の改修溝 SD05 が開削される。幹

線水路としての機能は維持したまま、流路方向は微妙に変化し

ており、池内古田遺跡でみた溝の変遷と同様な様相が伺える。

本期以降、中世段階での本遺跡の土地利用についての具体像は

不明瞭となるが、この点は今後の周辺域の調査により補ってい

く必要があろう。

中世Ⅳ期（14 世紀後半）

　池内古田遺跡では、溝 SD14 が開削される。本溝は、後述す

る SD03 に大きく削奪され、延長約 6.4 ｍを確認したに過ぎな
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い。最大幅 0.87 ｍ以上、残存深 0.3 ｍ前後を測り、位置関係から、

SD07 とほぼ近似した規模を有し、SD07 の機能を継承する灌漑

水路と考えられる。本溝も、明確な流水堆積層は認められず、

上位層にはベース層のブロック土を含むことから、最終的には

人為的に埋め戻された可能性が考えられる。おそらくは、後述

する SD03 への改修時に、溝の一部が埋め戻されたのであろう。

遺物は、検出範囲が限られるため出土遺物に乏しく、時期決定

は SD07・SD03 との重複関係より、14 世紀後半代を想定する。

中世Ⅴ期（14 世紀末～ 15 世紀前葉）

　池内古田遺跡では、溝 SD03 が開削される。上述した SD07・

SD14 とほぼ流路が重複し、SD14 の後継水路と考えられる。南

部で SD13 が東に分岐するが、その流路範囲は北部の SD03 の

溝幅の内に収まり、埋土からは把握できなかったが、おそらく

は SD03 の時期差を伴う２条の溝が重複したものであると考え

る。それらを含め検出面幅 0.51 ～ 1.94 ｍ、残存深 0.10 ～ 0.38

ｍを測る。埋土は２～３層に細分され、灰色系粘土を主体に堆

積し、明確な流水堆積層は認められない。これは、灌漑水路の

開削深度が中位段丘面上に堆積した粘土層内に止まり、下位の

砂礫層にまで達しておらず、埋土中への砂の供給が乏しかった

ことがその要因とも考えられる。

　出土遺物は、SD07 や SD14 と比較すると多く、出土した 13

世紀代に位置付けられる遺物は、それら先行する溝からの混入

の可能性が考えられる。出土遺物や先行する遺構との関係より、

14 世紀後葉～ 15 世紀前葉を溝の機能・埋没した時期と考える。

中世Ⅵ期（15 世紀前半代）

　池内古田遺跡では、溝 SD02・SD20 が開削される。両溝は１

～３区の東端部に配された南北溝で、一部延長 20 ｍ程度が調

査区外となり、一連の遺構である確証に乏しい。しかし、両溝

の規模や埋土が比較的近似すること、混入資料と考えられる近

世陶磁器１点を除いて、出土遺物の時期が近似することから、

本報告では一連の遺構と評価しておく。既述したように、SD03

は SD07 より継続してほぼ同じ位置を踏襲して改修を重ねてお

り、SD02・SD20 は開削位置をやや東に移して、SD03 の灌漑

範囲を踏襲した水路の可能性を想定したい。両溝の時期は、出

土遺物や上述した SD03 との関係を踏まえ、15 世紀前半代に機

能・埋没した可能性を想定する。

　さて、これまで既述してきた SD16 以下の灌漑水路は、その

東端部がほぼ同じ位置より延長しており、流路方向を北東から

北へ変更しつつも、近似した規模を維持しつつ、調査地周辺の

灌漑に利用されたと考えられる。このほぼ同じ位置から延長し

ている点は、おそらくは各溝の取水源となる幹線水路が調査区

東側を北に流下しており、取水位置を変更せずに長期間利用さ

れていたことによるものと考えられる。耕作地への給水は、例

えば SD06 や SD08 のようなより小規模な枝溝が直接担った可

能性も考えられ、調査区を含めた遺跡北西部に広がる耕作地へ

の灌漑システムの整備が、14 世紀前葉頃には中位段丘面上に完

成していた可能性を指摘しておきたい。なお、この点について

は、文献史料や周辺の地形環境を踏まえ、第３節に後述する。

中世Ⅶ期（16 世紀後葉）

　池内古田遺跡では、４・５区において溝 SD34 が開削される。

流路方向は概ねＮ 18°Ｅに配された直線溝である。この方向は、

以後若干の誤差を伴いながら、現在まで踏襲される土地区画の

基本となる軸線であり、本微高地上を覆う基本的な土地区画が、

当該期に整備されたことを示唆するものと考える。また、本溝

の流下方向からは、前期までの灌漑システムとは異なる新たな

灌漑システムが整備された可能性を示しており、遺構が断絶す

る 15 世紀中葉から当該期までの間に、灌漑システムを含めた

土地利用のあり方に大きな変化が生じたものと考えられる。し

かしながら、調査によって確認された水路の大半は、調査区内

で途切れる小規模な溝が多く、屋敷地内の排水路や建物側溝等

の可能性が想定され、具体的な灌漑システムを復元する資料は

得られなかった。この点は、今後の課題としておきたい。なお、

既述したように、中世段階の建物遺構は不詳であり、調査区周

辺は主に耕作地として利用されていたと考えられる。

３　近世
　池内古田遺跡では、３区南部から５区において、数棟の掘立

柱建物で構成された屋敷地が、場所を移動させながら、若干の

断絶期を挟みつつ、営まれていたことが明らかとなった。屋敷

地は、区画施設が一部明らかではないものの、建物の配置から、

３区南端、４区から５区北半、５区南半のおおよそ３区画が想

定される。各建物の床面積は、15 ～ 27㎡前後とさほど規模の

大きな建物は認められないが、軒瓦を含む瓦類が 18 世紀中葉

以降の遺構中から出土しており、掘立柱建物以外に総瓦葺きの

礎石建物が建てられていた可能性が考えられる。掘立柱建物は、

主に倉庫や作業小屋として利用されていたのであろう。

　池内御所原遺跡では、当該期の遺物は出土しているものの、

明確な遺構に恵まれておらず、土地利用の具体像については不

詳な点が多い。

近世Ⅰ期（17 世紀前葉）

　池内古田遺跡では、５区南半に掘立柱建物 SB09 がある。建

物周辺には、柱穴が多数調査されているが、当該期の建物とし

て復元できたのは本建物１棟のみであり、調査区の東に屋敷地

が展開するものと考えられる。その他明確に当該期に位置付け

られる遺構は皆無なため、土地利用の詳細については明らかで

はないが、おそらくは耕作地として利用されていたものと考え

られる。

近世Ⅱ期（17 世紀中葉～後葉）

　池内古田遺跡では、４区北半に掘立柱建物 SB03 とその東と
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南に、屋敷地の区画溝と考えられる SD28 と SD36・SD40 がそ

れぞれ配される。本屋敷地も建物１棟のみであり、屋敷地は調

査区東側に展開していたものと考える。

近世Ⅲ期（18 世紀前葉）

　池内古田遺跡では、4 区において方形土坑 SK07 と区画溝

SD37 が確認されているのみで、建物遺構については不詳であ

る。４区では復元した建物以外にも多数の柱穴が検出されてお

り、当該期の建物遺構が所在した可能性は残る。SK07 は、最

下層に薄い滞水堆積層が認められ、一定期間オープンな状況下

にあり、最終的には人為的に埋め戻されていることから、生活

残滓の廃棄土坑であった可能性がある。

近世Ⅳ期（18 世紀中葉）

　４区南半から５区北半にかけて、SB05 ～ SB07 の３棟の掘立

柱建物が検出され、SB05 の西には、上述した SK07 と同様な性

格を有する SK10 が配される。また、北に南北溝 SD31・SD33

が開削されるが、本溝群の用途については不詳である。３棟の
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建物は一定の間隔を保ち配されており、SB05 の梁間東列の延

長上に SB07 の梁間西列が位置し、SB06 の梁間西列が SB07 の

桁行の概ね中間に位置する等、規格的な配置も認められる。

近世Ⅴ期（18 世紀後葉）

　４区に掘立柱建物 SB04 とその南に廃棄土坑 SK08 が位置し、

SD29 と SD38 によって、北から西、南の三方を画された屋敷地

が復元される。また、５区北部に SD44 と SD45 によって画さ

れた耕作地を間に挟んで、その南に掘立柱建物 SB08 が配され

る。前期に屋敷地の中心区画であった５区北半部は、耕地化に

伴う地下げにより約 0.3 ｍ程度削奪され、東西に長い耕作地と

して改変されたと見られる。屋敷地は耕作地を間に挟み、南北

に２分される。

近世Ⅵ期（19 世紀前葉）

　本期では、３区に区画溝 SD24、４区に同 SD39 がそれぞれ検

出されているのみで、明確な建物遺構は検出されていない。お

そらくは 17 世紀以来継続してきた屋敷地は、調査地外へ移動

したか断絶した可能性が高い。土坑等の遺構も認められないこ

とから、調査地周辺は、一旦全域が耕地化されたと考えられる。

近世Ⅶ期（19 世紀中葉）

　本期では、３区南半部で掘立柱建物 SB02

が配され、その北に東西区画溝 SD11 と、南

北区画溝 SD15、建物に近接して配されたＬ

字状の区画溝 SD21 がそれぞれ開削される。

建物遺構は東西棟の１棟のみだが、後に北に

素掘り井戸 SE01 が配されることから、SD21

は屋敷地の外周を区画する溝ではなく、屋

敷地内を分割する溝であった可能性が高く、

SD11 が屋敷地北端を区画していた可能性が

考えられる。空閑地には瓦葺き建物が配され

ていた可能性が高い。出土遺物では、SD21

から出土した土師質土器の坩堝が注目され

る。自然科学的分析結果（第６章第４節参照）

により、屋敷地内でベンガラの生産が行われ

ていた可能性が想定され、この点については

後に若干の考察を試みたい。

近世Ⅷ期（19 世紀後葉以降）

　本期には、SB02 を同位置で改築した SB01

が建てられ、その北に SD11 の区画の機能を

継承する SD10 が、西に SD21 の区画の機能

を継承する SD22 がそれぞれ開削され、建物

北西に素掘り井戸 SE01 が掘削される。SE01

の出土遺物には、18 世紀代の資料が含まれ

ることから、建物の居住者は、19 世紀代に

新たにこの場所に居所を設けたのではなく、18 世紀代より調査

地周辺に屋敷地を構えていた可能性が考えられる。

第２節　古田３号塚の調査

１　はじめに

　古田３号塚は、高松市香南町池内字中筋 183-1 にかつて所在

した塚である。昭和 60 年度に団体営圃場整備事業（池内地区）

に伴い、記録保存を目的として、旧香南町教育委員会が調査主

体となり、香川県教育委員会（以下、県教委と略す）の発掘指

導により調査が実施された。塚は、第３図に示したように、池

内古田遺跡３区の東に位置する。これまで調査の概要（県教委

1988）が報告されたのみで、遺構・遺物に関する詳細は限定さ

れていた。本遺跡に隣接し、本遺跡を評価する上で必要な情報

を含むことから、今回遺構図面の製図と遺物の実測作業を実施

し、本書に掲載することとした。

　なお、調査は 1985（昭和 60）年 12 月５日～同年 12 月 23 日

SX01

古田３号塚

（1/100）

0 5m

MN

b
b’

第 115 図　古田３号塚遺構平面図
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の実働８日間で実施され、調査面積は塚を中心とした 75㎡であ

る。同事業に伴い、近接する古田１号塚、同２号塚の調査が旧

香南町教育委員会により実施されている。１号塚からは、塚盛

土より備前系擂鉢や土師質土器片等が出土したのみで、遺構は

確認されていない。２号塚では、盛土下で土坑が検出されてい

るが、埋葬施設とは断定できないようである。また、周辺には

調査された古田１～３号塚以外にも、さらに数基の塚が所在し

たとされる（小川・渡邊・西澤・中村 2008）。

２　遺構・遺物

　上述したように、「工事が当該地での掘削をあまり伴わない」

（県教委 1988）ため、事業により削平される塚を中心とした 75

㎡の不定形な調査区を設定し、調査を実施した。基本層序（第

113 図）は、耕作土（１層）下に床土もしくは旧耕作土層とみ

られる灰黄褐色粘質土（２・３層）が水平堆積し、その下面でベー

ス層の黄褐色粘質土（８層）が露出する。包含層とみられる堆

積層は認められず、この点は池内古田遺跡３区の状況と大差は

ない。

　11～ 18・32・33は、上述した耕作土出土の遺物である。11

は、須恵器高杯の脚部片で、７世紀代に位置付けられる。12～

18は、近世の陶磁器類で、14の肥前系施釉陶器呉器手碗が 17

世紀後半代に位置付けられる以外は、18 世紀後半～ 19 世紀中

葉の資料である。32は、サヌカイト製の剥片。側縁部に自然

面を残す。33 は、幼児の拳大程度のサヌカイト自然礫を打ち割

り、周縁部に敲打痕を加える。剥離面に風化等が乏しいことか

ら、中世以降の火打石の可能性を考える。19～ 29は、床土な

いしは旧耕作土出土の遺物で、19・20を除いていずれも近世

の陶磁器類である。19は土師質土器皿で、底部は回転ヘラ切り

である。13 世紀代に位置付けられる。20は土師質土器足釜で、

鍔部の形状より 14 世紀中葉～後半の資料である。近世の陶磁

器類では、26の肥前系施釉陶器溝縁皿や 21の肥前系白磁小杯

が 17 世紀代に位置付けられる以外は、耕作土層と同様に 18 世

紀代以降の資料が多くみられる。

　塚の西側は浅い段落ちとなっており、塚の東側と比して灰黄

褐色粘質が厚く堆積していた。この段落ちはやや歪な形状を呈

するものの、ほぼ旧地割りの方向と概ね合致して南北に延長し、

かつては塚を境に東西２筆の耕作地に分割されていた可能性が

考えられる。

　塚は調査時には、南北約２ｍ、東西約１ｍの長楕円形を呈し、

ベース層からの高さは約 0.25 ｍであった。塚上面には、拳大か

ら人頭大の礫が散乱していた。礫の配置に意図的な側面は認め

られない。周辺の農地の開墾に伴い露出した礫を塚上面に投棄

したものか、あるいは塚に伴う構造物として用いられていたも

のかは判断できない。塚は、「地元住民」からの聞き取りにより、

「古くはかなり大きかった」ことが記録（県教委 1988）されて

いる。その点は調査によって、現状の塚の南北において、上述

した耕地界の掘り込み位置との間に、それぞれ 1.5 ～２ｍ前後
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a-a’b-b’
１ 灰黄褐色土 ( 軟質 )
２　灰黄褐色土 ( やや淡い )
３　灰黄褐色土 ( 軟質、やや粘性 )
４　淡灰黄色土 ( 軟質 )　
５　灰褐色土 ( 硬質 )
６　淡灰黄色土 ( 硬質 )
７　ベース
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は、その基壇斜面部を覆うように堆積しており、概要報告（県

教委 1988）が述べるように、盛土が塚に伴うものとすれば、基

壇部の形状は塚構築当初の形状を維持したものと考えられる。

盛土層を除去した後の基壇部の平面形状を記録した図は残され

ておらず、正確なところは不詳ながら、表土層除去後の塚の規

模とされる、「南北２ｍ、東西１ｍ」よりは小規模なものであっ

たことは確実である。また、基壇周囲の斜面部は盛土層に被覆

されるが、その周囲には盛土層上面を含めて現代の耕土層が置

かれており、その底面の標高は、基壇基部付近の盛土層下面の

標高と概ね一致する。つまり、ベース層上面の削奪による基壇

部の造成は、周辺の耕地化により形成されたものであり、概要

報告で述べるように「中世後半以降」まで遡る可能性は低いと

考えざるを得ない。この点は、近接して検出された SX01 上面

が大きく削奪されている可能性が高い点とも矛盾しない。

３　まとめ

　調査資料の検討の結果、古田３号塚は、近世以降の周辺の耕

地造成に伴い、ベース層の地下げにより形成された基壇状の高

まりの上面に、盛土を重ねることにより築造されたものである

ことが判明した。つまり、調査時にみられる塚は、近世以降に

築造されたものであるが、その場所にわざわざ塚を構築する要

因となった何らかの施設が、近世以前に存在した可能性までは、

実証は困難だが否定はできない。

　また、SX01 は用途不明の大形の落ち込みだが、平面形はや

や歪ながらも矩形を呈し、人為的に掘り込まれた遺構である可

能性は高い。14 世紀末～ 15 世紀前半代は、池内古田遺跡で灌

漑水路が開削・機能した時期に合致する。そして、遺跡周辺には、

水路の維持管理と耕地での営農活動のための屋敷地等の存在が

想像され、SX01 はその一部であった可能性も考えられる。今後、

調査地周辺の調査により、村落の様相や土地利用の変遷につい

て、より明らかになることを期待したい。

引用・参考文献

小川賢・渡邊誠・西澤昌平・中村茂央 2008『横岡山古墳・城所
　山古墳』，高松市教育委員会

第３節　地形環境と土地利用の変遷

１　はじめに

　第２・３章で既述したように、池内古田、池内御所原の両遺

跡は、香南台地と呼ばれる更新世段丘面の中位面上（註１）に立地

する（第４図参照）。中位面の標高は 57 ～ 134 ｍ前後に概ね分

布し、緩やかに北西方向へ傾斜する。台地上面は現在、宅地や

耕作地等として広く開発されている。一方下位段丘面は、香東

川左岸の氾濫原面や、本津川流域の谷底平野に接して分布し、

氾濫原面との間には、比高２ｍ前後の段丘崖により縁取られる。

の平坦面が確認されていることからも実証されると考える。

　塚は、ベース層上面より２層に細分される灰褐色系土（第

117 図５・６層）が水平に盛土され、その上面を表土とされる

灰黄褐色系土（同図１～４層）により被覆されていた。盛土層

やベース層上面には、埋葬施設等の遺構は認められず、後述す

る遺物にも、火葬に伴う蔵骨器や人骨等は出土していない。盛

土層は最大 0.15 ｍの層厚があり、硬くしまっていたこと、こ

の盛土層から土師質土器足釜の脚部小片が出土していることか

ら、「中世後半以降に作られたマウンドをもつ構築物の一部」

と評価（県教委 1988）されている。この点については後述したい。

　１～３・34は、塚表土層出土の遺物である。１・２は、肥前

系染付碗。２の内面見込みは蛇の目釉剝ぎし、アルミナ砂を置

く。いずれも 17 世紀末～ 18 世紀後葉に位置付けられる。３は、

肥前系施釉陶器皿。内面に銅緑釉を施し、見込みを蛇の目釉剝

ぎする。17 世紀後半に位置付けられる。34は鉄鎌とみられる

鉄製品の小片で、刃部を欠く。以上より、塚表土層は 18 世紀

代以降の盛土層と考えられる。４・５は、塚盛土層出土の遺物で、

土師質土器足釜の脚部片である。接合はせず、同一個体かどう

かは不明。13 世紀以降に位置付けられるが、詳細な時期は特定

できない。盛土層からは、図示した以外に土師質土器の小片が

少量出土しているのみで、近世以降に位置付けられる遺物は出

土していない。

　その他の遺構として、調査区の南東隅で平面やや歪な矩形を

呈する浅い落ち込み（SX01）が検出されている。そのほかに、

土層図（第 113 図）には、柱穴等の遺構の可能性のある土層（６・

７層）が認められるが、平面図には記載がなく、詳細は不明で

ある。SX01 は、南北約 3.5 ｍ、東西４ｍ以上、残存深 0.1 ～ 0.15

ｍで、断面形は皿状ないし浅い逆台形状を呈する。埋土は、濃

灰褐色土の単層とされる。残存深が浅く、埋土が単層であるこ

とから、遺構面上面は顕著な削平を被っている可能性が高い。

なお、遺構の主軸方向は、現状の地割の方向とは異なり斜交す

る。

　６～ 10・35・36は、SX01 出土の遺物である。６～８は、土

師質土器皿。９は、十瓶山周辺窯産の須恵器碗。内面のミガキ

調整が省略されており、12 世紀後葉～ 13 世紀前葉に位置付け

られる。10は、瓦質土器擂鉢の底部片である。土師質土器皿と

の共伴から、14 世紀末～ 15 世紀前半代に位置付ける。したがっ

て須恵器碗は、混入資料と考える。35は、厚さ約２㎜の薄い鉄板。

直線状を呈する側縁を折り返しているが、小片のため器種は不

詳である。36は、2.7㎝四方の矩形を呈する鉄製品で、断面形

状は台形状を呈する。飾り金具の可能性が考えられるが、錆化

のため断定はできない。なお、図示した以外にも、土師質土器

小片は一定量出土しており、用途は特定できないが、何らかの

遺構である可能性は高い。

　さて、塚は土層図（第 114 図）より、ベース層を 0.1 ～ 0.2 ｍ

の深さで周囲を削り、その削り残された基壇の上に２層に細分

される灰褐色系土を盛土することにより構築されている。盛土
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さらに、中位段丘面との間には、10 ｍ以上の比高差を有する段

丘崖により明瞭に区分され、各地形面は連続しない。

　その差は両段丘面の開発時期の差としても顕在化しており、

下位段丘面上には現状では施工時期は確定できないものの、条

里型地割が広範に分布し、中位段丘面に対してより古くに広域

的な田地開発がなされていた可能性を物語る（註２）。段丘面上を

古川が開析して北へ流下し、香東川とは段丘崖により画され、

利水や洪水といった面で、恵まれた地形的条件を備えており、

一般に「水田開発は最も効率的で条件に恵まれた地点から開始

され、その後に条件の劣る地域に及ぶ」とされていること（水

野 2015）からも、下位段丘面の開発の先行性は概ね首肯される

であろう。

　では、中位段丘面の現在みられるような耕作地化された景観

は、いつ、どのようにして成立したのであろうか。この点を明

らかにする大きな手掛かりが、今回の池内古田、池内御所原の

両遺跡の調査によって得ることができた。

遺物
番号 管理番号 出土地 種類 器種

計測値（㎝） 調整 色調
焼成

胎土
残存率 備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面（胎土） 内面（呉須） 石英等 雲母

1 ETN0044 小田池 弥生土器 小形鉢 5.9 2.2 指オサエ・ナデ 指オサエ・ナデ 10YR7/3 にぶい黄橙 10YR4/1 褐灰 良好 中・少 細・少 8/8

2 ETN0045 小田池 弥生土器 鉢 （14.9） 5.5 指オサエ・ナ
デ後ヨコナデ

板ナデ後ヨコ
ナデ・ミガキ 10YR7/3 にぶい黄橙 10YR7/3 にぶい黄橙 良好 細・並 細・少  7/8

3 ETN0073 小田池 弥生土器 広口壺（26.8） 40.6 （5.9） マメツ マメツ 7.5YR7/4 にぶい橙 7.5YR8/3 浅黄橙 良好 中・並  3/8

遺物
番号 管理番号 出土地 器種

計測値（㎝・ｇ）
材質 残存 備考

現存長 最大幅 最大厚 重量
4 820-2 音谷池 二次加工のある剥片 8.68 5.55 1.42 76.56 サヌカイト 一部折損
5 28-5 音谷池 スクレイパー 8.28 4.42 2.37 83.05 サヌカイト 一部折損

１
２

３

４

５

0 10cm

土器（1/4）
0 5cm

石器（1/2）

第 119 図　小田池・音谷池採集遺物実測図

表 18　小田池・音谷池採集遺物観察表
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　以下では、周辺の歴史・地理的環境を踏まえながら、調査成

果をもとに、上述した課題について検討を加えることとしたい。

２　香南台地の歴史・地理的景観

　まず、香南台地の歴史的環境（第５図参照）について振り返っ

ておこう。

　台地上の遺跡として最も古く遡るのは、横井南原遺跡の弥生

時代後期の周溝墓群である（香川県埋蔵文化財センター 2018）。

そのほかに小田池西遺跡と冠嬰神社遺跡で、弥生時代の遺物の

散布が知られている。冠嬰神社遺跡は、横井南原遺跡に南接し

ており、両遺跡の関係性については今後の課題であろう。

　第 119 図に、当センター所蔵の小田池及び音谷池で採集され

た遺物の実測図を掲載した。小田池出土資料は、個人の採集資

料で、当センターに寄贈されたもの、音谷池出土資料は、旧瀬

戸内海歴史民俗資料館に保管されていた資料である。

　小田池からは、図示した資料のほか、須恵器片が若干量出土

している。１は小形鉢で、ほぼ完形品である。２は中形鉢で、

完形に近い。内面にはミガキ調整が施され、外面には内型成型

によるものか、クラックを認める。３は広口壺で、全体の半分

程度の破片が残る。体部はやや歪に接合されているため、復元

して図化したが、本来の形状とはやや相違する可能性がある。

底部は小さな平底を呈する。いずれも弥生時代終末期から古墳

時代前期前葉に位置付けられるまとまった資料であり、近接し

て当該期の集落等が所在した可能性が高い。

　古墳時代後期には、下田井古墳や赤松古墳等が築造される。

いずれも台地のやや奥まった位置に築造されているが、当該期

の集落遺跡は現状では確認されていない。おそらくは、古墳に

近接する台地上か本津川流域の谷底平野に、集落遺跡が展開し

た可能性が考えられる。

　次いで７世紀後半～８世紀代には、台地奥部の開析谷斜面部

に、香南窯跡群と総称される須恵器窯が築窯される。現在５ケ

所の窯跡（新池・大坪・茶園・音谷池東岸・池谷）が確認され

ており、さらに上道池東遺跡では、包含層中より２個体の須恵

器片が融着した資料や、焼成不良品が一定量出土していること

から、周辺に窯跡の存在が想定されており（香川県埋蔵文化財

センター 2022）、今後の調査により、窯跡数はさらに増える可

能性がある。なお、同遺跡では、出土した須恵器と同時期の土

師器焼成遺構も検出されている。

　９世紀には、横井南原遺跡の開析谷斜面部で小規模な溝が検

出されている。当該期の遺物は、近世の遺構中より多数出土し

ているようであり（香川県埋蔵文化財センター 2018）、集落等

が営まれていた可能性が考えられる。また、上新開塚では、火

葬墓が調査されている（香川県教育委員会 1999）。香川県下の

古代の火葬墓は、丸亀市郡家田代遺跡（佐藤 1996）や綾川町西

末則遺跡（西村 2005）例のような平地に埋葬される例も少数認

められるが、大半は高松市北谷古墓や善通寺市筆の山南麓古墓

群、三豊市火上山南麓古墓群等、丘陵上に埋葬される例が多数

を占める（佐藤 1993・蔵本 2017）。上新開塚古墓も、そうした

未開の段丘面が墓域として選択された可能性が考えられる。

　古代以前における香南台地の開発は、居住域や墓域、窯業生

産といった利用は確認されているものの、基幹的灌漑水路を備

えた耕作地等の田地開発の証左は、現状では確認されていない。

おそらく水田開発を主とした生産域は、利水に有利な低位段丘

面に設定され、その耕作地の周辺や台地上に集落域が展開して

いたことが想像される。

　また、香東川をやや遡った香南町岡の狭隘な完新世段丘面上

に立地する岡清水遺跡（松本 2001）では、12 世紀後半～ 13 世

紀代の掘立柱建物と炭焼窯９基が調査されている。後述する「井

原里」南端の小規模な平地部に立地する屋敷地で、周辺には可

耕地に乏しいことから、主に農業以外の生業により生計を営ん

でいた山住みの集落と考えられる。「安原山」には、こうした

山住みの集落が、前山の丘陵部や讃岐山脈の開析谷を中心に点

在していたことが想像される。

　文献史料では、遺跡周辺の高松市香南町から塩江町安原地区、

香川町川東地区は、『倭名類聚抄』の香川郡井原郷が置かれた

とされる（国島 1988）。香川郡には古代、渡来系氏族である秦

氏関係の氏族が多く分布し、『続日本後紀』神護景雲３年（769）

の秦勝倉下ら以降、『日本三代実録』元慶元年（877）の秦公直

宗まで、出土木簡を含め 10 件の記録がみられ、「秦氏の貢納民

が香川郡一帯に数多く存在していた」ようだ（木原 1988）。し

かし、井原郷内に居住していた氏族については、記録がなく不

明である。香川郡内の古代寺院は、大野、多配、坂田の各郷に

分布しており、この３郷が香川郡の中心地域であった可能性が

高い。

　観応２年（1351）８月 17 日の生稲秀氏奉書案（註３）に、「讃岐

國井原庄」と記され、「井原庄」の存在が確認される。古代の「井

原郷」と中世の「井原庄」との関係は不明ながら、後述する荘

域から、郷全域が荘園化された可能性が高い。以下、この井原

荘について、『角川日本地名大辞典・香川県』（竹内編 1985）や『日

本歴史地名大系 38　香川県の地名』（徳山・丸尾 1989）の記載

を引用しながら、詳述しよう。

　井原荘は、「近世に成立した「冠尾八幡宮由緒」（香川叢書）

に井原荘は川東上下・岡・由佐・横井・吉光・池内・西庄から

なる由佐郷と川内原・西谷・東谷からなる安原３か山を含み、

前者を「井原里分」、後者を「井原山分」とそれぞれ呼んでい

た」とある（註４）（竹内編 1985）。「池内村」は、寛永 17 年（1640）

の生駒領高覚帳（註 5）に村名が見え、高 211 石余と記されている。

具体的な耕地の範囲は不明だが、石高より、17 世紀中葉には段

丘面の耕地化が、一定度進捗していたことが推測される。

　さて、「冠尾八幡宮は現香南町由佐にある冠纓神社で、天文

20 年（1551）の細川澄賢による奉加を書上げた冠尾八幡宮奉加

帳断簡（冠纓神社文書）に「讃岐国東方井原庄冠尾八幡宮」と

みえ、文明７年（1475）の同宮放生会頭番帳や大永５年（1525）

から近世にいたる同宮放生会頭番帳（いずれも由佐家文書）に
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第 120 図　井原荘の荘域と関連遺跡
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記す地名は、…井原里分に属する諸村にまたがっている」こと

から（註６）、「同社は当庄の庄鎮守社的存在」（徳山・丸尾 1989）

であり、また先の「秀氏奉書案や寛正５年６月 23 日の高安永

隆施行状案（由佐家文書／新編香川叢書）などによれば、近世

に安原下村に属していた鮎滝が井原荘の一部をなしていたこと

が知られるので、「冠尾八幡宮由緒」にみられる荘域について

の所伝は、ほぼ信用できる」とされる（註７）（竹内編 1985）。つまり、

第 120 図に示す香東川中・上流域の各段丘面とその背後の山間

部が、「井原庄」の荘域であったと推定され、池内古田、池内

御所原の両遺跡は井原荘に含まれ、検出された中世の遺構は荘

園を構成する景観の一部であったことは確実であろう。荘域の

中心は、「冠尾八幡宮が所在し、南北朝期から当庄を領有した

国人由佐氏の名字の地由佐」（徳山・丸尾 1989）とされる。なお、

同宮は香南台地ほぼ中央部の東端、段丘崖に接して鎮座してお

り、荘域のうち下位段丘面に位置する吉光、由佐、岡、川東上・

下の各村を一望し、現在でも高松平野北端部の石清尾山塊の東

西両側に瀬戸内海を遠望することができる（図版 58）。

　井原荘の荘園領主については、「応安４年（1371）３月６日

の前権中納言勘解由小路兼綱譲状案（広橋家文書）に「鷹司殿

御恩地」の１つとして「讃岐国井原庄半分」がみえ、「数代家

令跡」と記される。また「八坂神社記録」同年 12 月 21 日条に

よれば、京都祇園社執行顕詮は鷹司殿より御教書をもって「讃

州井原庄」を宛て賜り、請文を進めたことが知られる」（註８・９）

（徳山・丸尾 1989）。史料中の「鷹司殿」は五摂家の一つの鷹司

家のことで、勘解由小路家は歴代摂関家の家司を勤め、井原荘

の半分を摂関家への奉公の御恩あるいは俸禄の代わりに給付さ

れたのであろう。また、摂関家領の通例からみて、井原荘の本

家職は鷹司家がもち、勘解由小路家はその半分の地の預所に任

命されたとし、現地には下向せず在京のままその地位に就いた

と考えられる。一方、顕詮については、請文を進めていること

から代官職を宛行われたものとみられる。

　井原荘の具体的な成立の時期・事情については不明であるが、

「鷹司家の祖兼平が死去する前年に作成した正応６年（1293）

４月日の譲状案（近衛家文書）には当庄はみえず」（註 10）（徳

山・丸尾 1989）、観応２年（1351）までの間に鷹司家領化した

ものとされる。また、「貞治５年 12 月 30 日の細川頼之預ヶ状

案（由佐家文書／新編香川叢書）には「讃岐國井原庄内御寺方

半分」との表現が見えるので、井原荘は…勘解由小路家領と某

寺領とに二分されていた」可能性が指摘されている（註 11）（竹内

編 1985）。

　井原荘の「在地領主については、南北朝期初頭に由佐氏が現

れる。由佐氏は本姓藤原氏で…、「讃岐志」や「由佐氏由緒臨

本」などによれば、関東の豪族下河辺氏の支流で、常陸国新治

郡益戸を領した益戸顕助の子秀助が、父の京都東寺合戦におけ

る戦死の功により足利尊氏から恩賞として井原荘を充行われ下

向したことに始まる」とされる（竹内編 1985）。「井原荘への

下向時期は明確ではないが、観応２年７月７日および同年 10

月２日の細川顕氏感状案（由佐家文書／新編香川叢書）によれ

ば、秀助は観応の擾乱に際し尊氏側についた讃岐守護顕氏の命

に従い、一族や井原荘の荘官名主らを率いて荘内の安原城に拠

り、敵方と合戦に及んだことが知られるので、由佐氏が南北朝

初期すでに井原荘内に確固とした地歩を占めていたことは疑い

ない」ようだ（註 12・13）（竹内編 1985）。

　応永 13 年（1406）１月２日の光久和與状案（註 14）では、光久

と由佐秀隆は先の荘内の「御寺方半分」の地について和与を行

い、その田畠の注文を秀隆に渡している。貞和６年（1350）３

月 20 日の藤原資光譲状案（由佐家文書）により、冠尾八幡宮

の上司・惣官両職をもつ武士藤原氏の存在が知られ、この光久

はその子孫とされる（徳山・丸尾 1989）。そして、長禄４年（1460）

３月 18 日の細川勝元書下（註 15）では、由佐助政が冠尾社を管領

したことが知られ、由佐氏が在来の勢力を吸収し、徐々に井原

荘を掌握していったことが伺える。先の冠尾八幡宮放生会頭番

帳に「井原里分」に属する諸村がみられることから、15 世紀後

葉までに由佐氏は井原荘をほぼ掌握していた可能性が高い。

　なお、天正14年（1586）８月24日の千石秀久知行宛行状（註17）に、

「香東郡井原庄」と見えるのが終見である（竹内編 1985）。近世

には、讃岐一国を領した生駒氏の改易の後、松平氏が東讃岐を

領して高松藩に入部、以後幕末まで松平氏による治世が続いた。

　既述したように、本書掲載の２遺跡の調査により検出された

灌漑水路の開削時期は、上述した鷹司家領井原荘の成立時期に

近接する。その鷹司家領となる以前から、香南台地の耕地開発

は進められていた可能性はあるものの、池内古田遺跡でのその

後の灌漑水路の整備状況をみるならば、摂関家領化した以降も

耕地開発は当初の水路を踏襲して継続され、さらに拡大した可

能性が考えられる。そうした点から、摂関家領となる 14 世紀

前葉は、中位段丘面の耕地開発の一つの画期として捉えてよい

ものと考える。

　では、具体的に香南台地の耕地開発はどのようにして進めら

れたのであろうか。次に、この点について見通しを提示してみ

よう。

３　耕地開発の具体像

　両遺跡の調査の結果、13 世紀末～ 14 世紀前葉に開削・埋没

した灌漑水路、池内古田遺跡 SD16 と池内御所原遺跡 SD19 が

検出され、中位段丘面の耕地開発が進められたことが考古学的

に実証された。また、後出する SD09 からは煮沸具を含む多量

の土師質土器等の遺物が出土し、近接して当該期の屋敷地が所

在していた可能性が考えられた。おそらく屋敷地は、灌漑水路

の開削・維持や耕地開発の経営拠点として、設置された可能性

も考えられる。調査箇所は、広大な台地の点に過ぎず、開発の

規模等の詳細は今後の調査に委ねる部分が大きい。しかし、灌

漑水路を備えた耕地が整備されたことは、それまで明確な耕地

開発の痕跡がみられなかった本台地上においては、大きな画期

として評価されるべきであろう。
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第 121 図　香南台地周辺の地形分類と断面図
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　さて、第 121 図は池内古田遺跡を中心に、現地表面の標高値

を国土地理院のウェブサイト電子地形図 25000 より求め、作成

したものである。この図より、池内古田遺跡及び池内御所原遺

跡が所在する台地面は、東側は下位段丘面、南及び西側には台

地を開析して流下する本津川やその支流の大坪川の開析谷がそ

れぞれ所在し、それら地形面との境には、更新世に形成された

10 ｍを超える段丘崖によって画されていることがわかる。こう

した地形環境は、中世以降もっぱら削奪環境下にあった台地面

においては、現状とさほど大きな変化はなかったと想像される。

そして、この 10 ｍを超える段丘崖下を流下する古川や本津川

から揚水し、台地面の灌漑に利用することは、後述する近世に

おいてもそうであるように、中世にはほぼ不可能であったと考

える。

　昭和 27 年（1952）に完成した内場ダムとダムの水を導水す

る池西幹線水路の整備以前には、池内地区の耕地の農業用水の

水源として、南に隣接する横井地区の尾池や由佐地区の音谷池

の池水が利用されていた（註 18）。宝暦５年（1755）の調査記録に

基づき、寛政９年（1797）の再調査を経て、文政元年（1818）

に修正しまとめられた、高松藩領内の水利施設を書き上げた「池

泉合符録」には、由佐村の池として音谷池以下 31 池、横井・

池内村の池として尾池以下 14 池が記載されている。音谷池は

水掛高 150 石余のうち、大半の 135 石余が池内分として記載さ

れており（註 19）、尾池の 90 石余と共に、江戸時代後半にはこの

２池で、池内村の用水の大半が賄われていたようであり、それ

は現代へと続いていたようだ。音谷池は本津川上流域の開析谷

に築かれた谷池で、池内村への給水のためには、池東側の段丘

面やその東の夫婦池が所在する開析谷等を横断して用水路を開

削する必要がある。昭和 34 年（1959）建立の『音谷池之碑』

には、もと「合子池」と呼ばれる小池であったものを、寛永・

正保年間（1624 ～ 1648）に、旧池内村内数個の溜池掛田に新

開墾田を加えた 37 町余を水掛地区にして増築し、「音谷池」と

改称したことが記される。寛永・正保年間の増築の典拠は不明

ながら、昭和 37 年（1962）の樋管替の際に出土した閘木（櫓建）に、

「元禄□□年正月二十日閘更御普請鍬初…」との墨書が残され

ており（泉川 2000）、元禄十年代（1697 ～ 1704）には閘木の交

換が必要となっていたことから、概ね寛永・正保年間の増築は

事実と想像される。また、碑に記載された内容は具体的な内容

をもっており、「合子池」と呼ばれた前身の小池が築池されて

いた可能性は高く、その築池時期は中世に遡ると考える。さら

に、増築の際に「水掛地区」としてあげられた「新開墾田」と

の記載より、池内村には近世前期においても、耕地化可能な土

地が残されていたようであり、中世段階での耕地化が、台地面

全域に及んでいたわけではなかった可能性は高い。

　上述したことから、池内古田、池内御所原の両遺跡で検出さ

れた灌漑水路の水源として、現在の尾池や上・下道池周辺で、

その前身となる小規模な谷池が築池された可能性を想定した

い。両遺跡の水路の水源として、台地内の開析谷を流下する谷

水を直接引水した可能性も想像される。しかし、谷は浅く安定

した水源とはならず、溜池が整備された江戸期においても、し

ばしば水争いが生じていた（堀井・新開 2000）。したがって、

必要に応じて用水の管理が可能な、溜池の築造が不可欠であっ

た蓋然性は高い。さらに、上述した「池泉合符録」には、段丘

面上の各村で溜井の記載は認められない。台地の地表面下には

厚い砂礫層が堆積（高桑 1974）しており、おそらくは地下水位

が低く、溜井では必要な水量を賄うことができず、掘削されな

かったようだ。現状では実証は困難ながら、香南台地の耕地開

発には、谷池の整備を条件としたと考えたい。

４　県内の中位段丘面上の遺跡の様相

　次に、香川県内に所在する中位段丘面上に営まれた遺跡のう

ち、発掘調査がなされた遺跡を対象に、台地面の耕地開発の具

体像（註 20）について検討しよう。

　尾端遺跡（真鍋 2003）は、高松平野南東隅の川島台地北東端

に位置する遺跡で、東西を開析谷に縁取られた舌状に北に延び

る台地面が調査されている。調査によって、７世紀中葉から８

世紀前葉にかけての掘立柱建物群が検出されている。それら建

物群の区画溝あるいは排水溝と考えられる溝群が縦横に開削さ

れている（註 21）が、明確に灌漑水路と考えられる遺構は確認さ

れていない。平田池が築池された開析谷を挟んで、西側の台地

上に営まれた十川東・平田遺跡（蔵本 2016）においても、弥生

時代中期や終末期の竪穴建物や掘立柱建物群と、中世 12 世紀

後半から 15 世紀前半代の掘立柱建物群が検出されている。本

遺跡においても、中世を中心に屋敷地の区画溝と考えられる溝

群が開削されているが、明確な灌漑水路は確認されていない。

　滝宮台地南西端付近に位置する井手上遺跡（片桐 2008）では、

弥生時代と考えられる竪穴建物と、中世 13 世紀後半から 14 世

紀代の掘立柱建物群が検出されている。本遺跡でも、中世建物

群の区画溝や屋敷地内の排水溝と考えられる溝群が開削されて

いるが、明確な灌漑水路は確認されていない。

　丸亀平野南東部の岡田台地南部に位置する俊正遺跡（宮崎

2008）では、古墳時代後期末と中世の竪穴建物や掘立柱建物等

が検出されている、遺跡西端には小規模な開析谷が所在し、12

世紀～13世紀前葉の流路SD01が蛇行しつつ北に流下している。

その開析谷の東斜面部で、15 世紀代以降の溝 SD10・SD11 が開

削されている。流路方向から排水路の可能性が考えられるが、

調査から断定することは困難である。

　三豊平野中央奥部の池之尻町から新田町周辺の台地中央北端

部に位置する石田遺跡（片桐 1988）では、弥生時代後期の土坑

や溝、古墳時代後期と８～ 13 世紀代にかけての掘立柱建物群

等の遺構が検出されている。遺跡西端には、小規模な開析谷が

北西へ流下し、その北側斜面部で灌漑水路とみられる溝 SD53

や SD61 が検出された。 溝は、10 世紀後葉～ 11 世紀前葉を中

心とする時期とみられ、ほかにも複数の同一方向の溝が開削さ

れていることから、一定期間機能した水路群と考えられる。検
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出位置より、遺跡北西方の台地面の灌漑に利用された可能性が

考えられる。

　石田遺跡と同じ台地の南西端に位置する長砂古遺跡（磯崎・

松浦 1988）では、弥生時代中期と後期の竪穴建物、古墳時代後

期の横穴式石室墳、中世とされる掘立柱建物群等が検出されて

いる。そのうち遺跡東端の北西に延びる舌状の台地面の北縁部

で、コンターラインに沿って北西に流下する平安時代とされる

SD08 や SD11 等の直線溝を検出している。溝西側に展開する掘

立柱建物群の区画溝の可能性はあるものの、溝上流部で、台地

面北側の浅い開析谷に合流する可能性が高いことから、灌漑水

路の可能性を想定する。

　三豊平野南部の大野原町大野原から萩原周辺の台地の北東端

部に位置する柞田八丁遺跡（片桐 1988）では、古墳時代後期の

竪穴建物群と掘立柱建物、横穴式石室墳、中世 12 ～ 13 世紀代

の掘立柱建物群が検出されている。本遺跡では明確な灌漑水路

は確認されていない。

　調査例は乏しいものの、石田遺跡や長砂古遺跡では、10 世紀

後葉～ 11 世紀前葉には、台地面の耕地化が進められた可能性

が示された。その時期は、池内古田、池内御所原の両遺跡より

も早い。既述したように、県内の中位段丘面の開発は、現状で

は弥生時代に集落や墓域としてまず開始され、以後古代にかけ

て、地形を生かした窯業生産地等としての利用が追加され、継

続されたようだ。台地単位あるいは台地面上での位置により、

開発の時期や内容は大きく異なり、おそらくそれら開発を主導

した開発主体も多様であったことが推測される。条件が整った

場所では、早くに台地面の耕地化に着手された場所もあったで

あろう。また、十川東・平田遺跡や井手上遺跡、俊正遺跡、石

田遺跡、長砂古遺跡、柞田八丁遺跡の各遺跡では、12 ～ 13 世

紀代を中心とした中世屋敷地が検出されている。上述したよう

に、各遺跡で当該期の明確な耕地開発の痕跡は確認されてはい

ない。しかし、中世前葉に屋敷地が広範に営まれた背景には、

各台地面への耕地開発の拠点としての整備も想定され、当該期

が開発の画期として捉えられる可能性も考えられる。具体的な

検証は今後の課題とし、さらに各段丘面の調査が進み、各地域

での土地利用のあり方について、具体的な資料が蓄積され、地

域性やその背景が明らかとなることを期待したい。

５　おわりに

　既述したように、小規模な開析谷を挟んで２つの台地面に展

開する池内古田、池内御所原の両遺跡で、ほぼ同時期に耕地開

発が進められた可能性が調査により明らかにされ、その背景と

して、摂関家領井原荘の成立を契機とする可能性を指摘した。

　弥生時代以降進められた下位段丘面や谷底平野の耕地開発

は、14 世紀までには飽和状態に達しており、本所領荘園の成立

を契機として、新たに中位段丘面の耕地開発に目が向けられた

ことが想像される。調査より、小規模な谷池を築池し、そこか

ら灌漑水路を開削して、要所に屋敷地を構えて開発拠点とし、

台地面の耕地化が進められた可能性を考えた。

　同じ中位段丘面に営まれた遺跡でも、地域により開発の時期

や規模、主体が異なっていたことは上述した通りである。

　山川均氏は、中世前期の集落や耕地開発とその灌漑システム

を論じる中で、耕地開発は「単に田地が従来より拡がるといっ

た単純なものではなく、集落や河川、池など、ほとんど人為的

景観要素をドラスティックに変貌させる大事業」として評価し

た（山川 2003）。香南台地の耕地開発は、まさにそうした大規

模な景観の変化を伴う大事業であったであろうし、環境に与え

た影響も大きなものであったと想像される。遺跡周辺での花粉

分析等の調査は実施されておらず、森林植生の点から、そうし

た環境変化を検証することはできなかった。今後の調査に期待

したい。

　今回は、香南台地をケーススタディとして、文献史料や地形

環境を考慮して、私案を提示した。今後こうした台地面での調

査例が増加し、地域ごとの具体的な開発のあり方がより明らか

となり、私案が検証されることを期待したい。

補註

１　「香南台地」の呼称は、高桑 1974 に拠る。なお同書では、
　本台地面を低位段丘面とし、台地面の東側の段丘崖下の地形
　面を「扇状地」とする。この「扇状地」とされた地形面は、
　国土地理院 1986 では「低位段丘面」に、同様に高桑の「低
　位段丘面」は「中・高位段丘面」にそれぞれ変更されている。
　さらに国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合セ
　ンターウェブサイト（地質図 Navi（gsj.jp））では、国土地理
　院の「低位段丘面」と「中・高位段丘面」は、「新生代第四
　紀後期更新世前期」の段丘面として一括されている。本書で
　は、国土地理院の成果に従い、　「中・高位段丘面」について「香
　南台地」の呼称を使用し、　その形成時期は地質図 Navi より、
　「後期更新世前期」とする。
２　香川県内の弥生～古墳時代の灌漑水路について考察された
　信里芳紀氏（信里 2008）によると、当該期の水路はすべて香
　東川や土器川等の沖積扇状地や谷底平野（空港跡地遺跡、居
　石遺跡、郡家原遺跡、道下遺跡等）、更新世段丘の下位段丘
　面上（延命遺跡）に所在し、中・上位段丘面上に立地する遺
　跡は皆無である。
３　由佐家文書、細川顕氏預ヶ状案、『新編　香川叢書』史料
　篇（二）、香川県教育委員会
４　冠尾八幡宮由緒、『香川叢書』第一、香川県
５　「生駒高俊公御領分讃州郡村村竝惣高覚帳」『香川叢書』第
　二、香川県
６　冠纓神社文書、冠尾八幡宮奉加帳断簡、『新編　香川叢書』
　史料篇（二）、香川県教育委員会
７　由佐家文書、高安永隆施行状案、『新編　香川叢書』史料
　篇（二）、香川県教育委員会
８　広橋家文書、『大日本史料』第６編之 33、東京大学史料編
　纂所
９　祇園執行日記八、『八坂神社記録』上、八坂神社社務所
10　鷹司家文書、『鎌倉遺文』
11　由佐家文書、細川頼之感状案、『新編　香川叢書』史料篇
　（二）、香川県教育委員会
12　由佐家文書、細川顕氏感状案、『新編　香川叢書』史料篇
　（二）、香川県教育委員会
13　現高松市香川町安原下に所在する鳥屋城のこととされる。
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14　由佐家文書、光久姓闕ク和與状案、『新編　香川叢書』史
　料篇（二）、香川県教育委員会
15　由佐家文書、細川勝元書下、『新編　香川叢書』史料篇（二）、
　香川県教育委員会
16　由佐家文書、某奉書、『新編　香川叢書』史料篇（二）、香
　川県教育委員会
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20　耕地開発については、水田等の遺構が検出されていること
　が確証となるが、後世の削奪等によりその可能性は低いこと
　が予想され、実際報告例は皆無であった。したがって、ここ
　では灌漑水路の整備をその傍証として検討対象とした。しか
　し、限られた調査データの中で、灌漑水路であるかその他の
　用途の溝であるかを峻別することは、一部を除いて困難な作
　業であった。溝の規模や埋土の堆積状況、開削位置や周辺の
　同時期と判断される遺構との関係、枝溝の有無等を指標とし
　て判断したが、個別の遺構について明確なその根拠が示され
　ていない点は今後の課題としておきたい。
21　尾端遺跡では、建物群の区画溝と考えられる東西溝 SD11
　において木樋が出土している。木樋は、長さ 1.5 ｍ、幅 0.2 ｍ
　の小規模なもので、SD11 が埋没後に再度開削して設置され
　た、改修溝に伴うものであり、木樋の性格（用途）は不明と
　される。木樋の設置位置の南北には、SD11 と直交する２条
　の南北溝 SD08 と SD13 が開削されており、木樋は両溝に挟
　まれた位置に据えられている。SD08 と SD13 は SD11 に先行
　する溝として記録されているが、こうした位置関係より、　
　SD08 と SD13 は道路遺構の側溝であり、SD11 を横断するた
　めに木樋を設置した可能性を想定したい。また、SD11 は建
　物群との位置関係や規模等より、建物群の区画溝の可能性を
　想定し、建物群とその南の区画外の施設等との連絡通路が設
　置されていた可能性が考えられる。
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第４節　池内古田遺跡出土ベンガラ製造容器について

１　はじめに

　既述したように、池内古田遺跡３区 SD21 より１点の土師質

焼成の小型容器（114）が、口縁部の一部を調査時に欠損して

しまったが、完形の状態で出土した。遺構は、屋敷地内の区画

溝と考えられる小溝で、南に同時期の掘立柱建物 SB02 が隣接

して建てられ、出土遺物より 19 世紀中葉を中心とした時期が

想定された。

　当該資料の器表面は、外面は高温による熱影響により変色・

ガラス質化し、内面は溶融しガラス質化した物質に覆われてい

る。当初は、土器の形態や上述した特徴から、鋳造に伴う坩堝

の可能性を想定していたが、１点のみの出土であり、また鋳型

やフイゴとみられる遺物は出土しておらず、調査区内で鋳造に

関係する遺構も検出されていないこと、溶融付着物に銅特有の

緑錆が認められない点等、どのような金属生産に用いられたも

のか、出土資料の観察からは明らかにすることができなかった。

そこで、そうした点を解明するため、理化学的分析を実施した。

分析の結果は第６章第４節に記載のとおり、内面の EPMA 調

査や化学組成分析により、微細な磁硫鉄鉱粒が多数付着し、こ
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れを焼成してベンガラを製造した容

器であることが推定された。

　県内において、近世のベンガラ生

産に関係する考古資料の出土は、管

見の範囲において本例が初出であり、

その意義を明らかにするため、以下

若干の検討を加えることとしたい。

なお、ベンガラ製造容器については、

坩堝と表記される例があるが、坩堝

は一般に金属の鋳造に使用される容

器を指し、ベンガラの生産方法とは

大きく相違する。したがって本容器

に対して坩堝の用語を用いるのは適

切ではないと判断し、ベンガラ製造

容器と以下記載する。

２　ベンガラ

　ベンガラは、列島社会で縄文時代

より使用されている赤色顔料の一つ

である。現代の湿式法によって製造

される以前の乾式法によるベンガ

ラには、赤土ベンガラ、丹土ベンガ

ラ、赤泥ベンガラ、パイプ状ベンガ

ラ、鉄丹ベンガラ、ローハベンガラ

がある（北野 2013）。縄文時代には、

素材となる赤鉄鉱を粉砕して、丁寧

に磨り潰し、土器に入れて水を注

ぎ、水簸する。そして、比重により

選鉱された赤色の懸濁液を別の土器

に移し替え、煮沸して水分を蒸発さ

せ、粒子の揃った純度の高いベンガ

ラを精製したと考えられている（児

玉 2005）。

　今回の分析結果では、内面に微細

な磁硫鉄鉱粒が付着していたことか

ら、ローハベンガラの製造に係る容

器であった可能性が高い。

３　ベンガラ製造容器

　本遺跡出土のベンガラ製造容器は、

器高 5.3㎝、口径 4.0㎝の土師質焼成

のコップ状を呈する。口縁部の一端

を嘴状に捻り出し注口部とし、底部

は尖底である。

　近世の他の遺跡から出土したベン

ガラ製造容器には、大阪府瓦屋町遺

跡等（註１）では関西系土師質土器焙烙
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第 122 図　香川・徳島県下の坩堝と池内古田遺跡出土のベンガラ製造容器
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が、東京都東京大学本郷構内遺跡工学部 14 号館地点（成瀬ほ

か 2006）では瀬戸美濃系陶器瓶（徳利）が、高知県陣山遺跡（出

原ほか 1997）では能茶山窯の陶器瓶（徳利）が、それぞれ使用

されていた。発掘資料ではないが、岡山県高梁市吹屋では土師

質土器焙烙がベンガラの焼成に利用されていたようだ（註２）。

　大阪府瓦屋町遺跡や東京大学本郷構内の遺跡で生産されてい

たベンガラは、鉄丹ベンガラであることが明らかにされ（北野・

降幡・肥塚 2006、北野 2009）、高知県陣山遺跡の資料はローハ

ベンガラの可能性が指摘されている（浜田 1997）（註３）。

　大阪市瓦屋町遺跡と岡山県吹屋のベンガラ製造容器は、原料

や製法が異なるものの、土師質の焙烙が用いられる点で共通

し、北野信彦氏は「両者の技術的な関連性」を想定する（北野

2013）。特に吹屋においては、分業化された専業の工人集団に

よる、質・量の面で安定した大量生産を実現した生産地であり、

それに適した生産用具の選択がなされたと考えられる。

　一方、東京大学本郷構内遺跡と高知県陣山遺跡では、施釉陶

器瓶を用いる点で共通する。東京大学本郷構内遺跡の調査地は、

江戸時代には御先手鉄砲組組屋敷内に位置し、与力や同心、あ

るいは医師、御家人等の屋敷居住者、屋敷地裏部分を貸家とし、

それを借り受けた家借人が、内職や生業としてベンガラ生産を

行っていた可能性が推測されている。陣山遺跡の調査地は、地

元の伝承や出土資料より、郷士である細木家の屋敷地の可能性

が指摘され、「農業経営と並行する副業」による土人形製作に

伴うベンガラ生産が想定（浜田 1997）されている。いずれも個

人経営による零細なベンガラ生産という点で共通し、瓦屋町遺

跡周辺や吹屋でのベンガラ生産同様に、技術的な関連性が想定

可能かもしれない。

　池内古田遺跡出土資料は、上述したベンガラ製造容器とは大

きく相違する。その形態や計測値から、第 118 図に示すように

同時期の鋳造に使用された坩堝に近い。本遺跡では、分析結果

より上述したようにローハベンガラの生産が想定され、系譜上

は岡山県吹屋における製作技術が導入された可能性が高い。し

かし、吹屋ではベンガラの焼成に焙烙が使用されているのに対

して、本遺跡では坩堝系譜の容器が採用されている点は、技術

的な問題ではなく、他の要因が考えられよう。焙烙の内容量は

約４ℓ。対して本遺跡出土のベンガラ製造容器の内容量は約0.02

ℓで、焙烙とは約 200 倍の容積差がある。つまり、本遺跡出土

のベンガラ製造容器は、少量のベンガラを製造する専用容器と

して用いられたと考えられる。１点のみの出土であるため、評

価に難しい点があるものの、試作的な製造に用いられたものか、

もしくは個人経営の小規模な工房であるがゆえに、ベンガラの

発色や粒径に留意した質の高い生産を行なうためのものであっ

た可能性が想像される。

４　池内古田遺跡におけるベンガラ生産の背景

　既述してきたように、本遺跡において 19 世紀中葉にローハ

ベンガラを生産していたことが確認された。製造容器の内面に

は、微細な磁硫鉄鉱粒が多数溶着し、内面付着物表層の化学組

成は酸化第１鉄が 32％を占める。つまり、器表面にベンガラの

付着は認められず、ベンガラ製造前の２度目の窯焼の段階を示

していると考えられる。つまり、ローハの状態で原料を仕入れ、

遺跡内でベンガラを焼成していたことが推測される。

　吹屋でのローハの出荷高は、明治 22 年度（1889）の片山家

の場合、年間約１ｔとされ、繊維産業地帯である名古屋周辺や、

山田春慶塗の産地である三重県伊勢地域等の荷受け問屋に出荷

された（近藤編 1990）。また、片山家の管轄ではないが、佐賀

県有田の「赤絵町の有田焼絵具専門店では、明治にはすでに吹

屋からローハを俵で仕入れ、少量づつ自前で焼き、大量生産で

は出せない色を作っていた。焼く時間と温度により、５種類の

赤を製造した」とされる（近藤編 1990）。池内古田遺跡でも、

より小規模なローハの仕入れとベンガラの生産が幕末期になさ

れていた可能性が想定される。

　吹屋でのベンガラの生産は、宝永４年（1707）頃から開始され、

宝暦年間～明和年間（1751 ～ 1771）には磁硫鉄鉱から人工的

に緑礬を凝結結晶化する技術が開発され、漆器の使用顔料とし

て市場に供給されたとされる（成羽町史編集委員会 1994）。本

遺跡でベンガラが製造された 19 世紀中葉には、高松藩におい

て玉楮象谷により存清や彫漆等の色漆を用いた技術を発展させ

た時期とも符合し、吹屋でのベンガラ生産の経緯を踏まえ、本

遺跡で生産されたベンガラが讃岐の漆工に供された可能性も考

えられる。この点については、今後の文献等の調査の成果に期

待したい。

補注

１　大阪市内のベンガラ製造容器が出土した遺跡に、天満
　本願寺跡 TN04-1 次調査（田中・小田木 2005）と高津御蔵
　跡 KD07-1 次調査（南・池田 2009）、瓦屋町遺跡（清水ほか
　2009）、高津３丁目所在遺跡 KD14-1 次調査（高橋・田中
　2016）がある。
２　吹屋で使用されていた焙烙の産地についての情報はない。
　しかし、　ベンガラが高梁川を下り玉島港より各地へ出荷さ
　れていたことを踏まえるなら、玉島に近接する浅口郡里庄町
　周辺で焼成されていた、大原焼の焙烙ないしは内耳鍋（山本
　2019）が転用された可能性が考えられる。
３　陣山遺跡の報告書では、EPMA 分析の詳細は記載されてお
　らず、「付着した結晶は酸化第二鉄（弁柄）であること」から、
　「硫酸鉄…を一水塩としたものを陶製の容器に入れて窯に積
　み、約 650 ～ 700℃の適温で加熱し…精製」したことが記載
　されている。しかし、分析により酸化第二鉄のみが確認され
　たのであれば、それが鉄丹ベンガラなのかローハベンガラな
　のかは不明で、丹土ベンガラである可能性も否定できない　
　のではなかろうか。ベンガラ製造容器が出土した遺構の時期
　は、19 世紀中葉～幕末が想定されており、時期的にはローハ
　ベンガラを製造した可能性は残る。今後、詳細な分析成果の
　公表が望まれる。
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第５節　香川県内出土サヌカイト製火打石について

１　はじめに

　第４章で既述したように、池内古田遺跡の遺構や包含層等か

ら、徳島県阿南市大田井産のチャート製火打石と共に、在地産

とみられるサヌカイト製火打石が複数点出土した。かつて、本

県を中心とした四国地域の火打石について検討を行い、両石材

番号 遺跡名 所在地 出土遺構 遺物番号 分析番号 産地 時期 報告書
1 池内古田遺跡 高松市香南町 SE01 99 131222 金山西、城山 19 世紀後葉～末 本書
2 池内古田遺跡 高松市香南町 SD30 41 131223 国分寺、蓮光寺 14 世紀中葉 本書
3 池内古田遺跡 高松市香南町 SD47 199 131224 金山西 18 世紀以降 本書
4 空港跡地遺跡 高松市林町 SKh072 649 131225 金山西、城山 19 世紀後葉～末 乗松 2004
5 上林遺跡 高松市上林町 SD01 247 131226 国分寺、蓮光寺 18 世紀中葉～ 19 世紀初頭 蔵本 2019
6 上林遺跡 高松市上林町 SD01 下層 254 131227 金山東 18 世紀中葉～ 19 世紀初頭 蔵本 2019
7 川津川西遺跡 坂出市川津町 SP0775 623 131228 金山東 13 世紀後半～ 14 世紀後半 蔵本 1999
8 川津川西遺跡 坂出市川津町 SD01 上層 810 131229 雄山、神谷・南山、金山 - 奥池 14 世紀後半 蔵本 1999
9 川津川西遺跡 坂出市川津町 SD08 834 131230 金山東 14 世紀後半 蔵本 1999
10 西末則遺跡 綾歌郡綾川町北ほか SXc006 348 131231 国分寺、蓮光寺 16 世紀 小野 2014
11 庄八尺遺跡 仲多度郡多度津町庄 SK17 64 131232 不明 16 世紀後半 蔵本 2009
12 庄八尺遺跡 仲多度郡多度津町庄 SD03 105 131233 金山東 16 世紀後葉 蔵本 2009
13 庄八尺遺跡 仲多度郡多度津町庄 SD07 177 131234 不明 16 世紀後半 蔵本 2009
14 西久保谷遺跡 三豊市三野町大見 SX06 185 131235 金山東 近世以降 小野 2005
15 西久保谷遺跡 三豊市三野町大見 SX11 467 131236 金山東 14 世紀後半 小野 2005
16 尾の上遺跡 三豊市詫間町詫間 SR01 Ⅳ層群 48 131237 金山東 16 世紀後半 蔵本 2018
17 尾の上遺跡 三豊市詫間町詫間 SR01 Ⅳ層群 49 131238 不明 16 世紀後半 蔵本 2018

表 19　分析結果一覧
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第７章　まとめ
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の火打石は本県では中世以降に出土が確認され、中世にはサヌ

カイト製品が優勢であったが、近世にはチャート製品に置き換

わることを指摘した（蔵本 2019）。本遺跡での出土資料は、上

述した指摘と矛盾せず、かつての集成に追加資料となるものと

考える。

　さて、大西雅広氏は全国の火打関係の文献史料を集成する中

で、嘉永七年（1854）の『讃岐国名勝図会』に記された、「阿

野郡北」の「土産」として「火燧石　西庄村」を紹介している（大

西 2009）。「阿野郡西庄村」は現在の坂出市西庄町を差し、サヌ

カイト産地として著名な金山の東南麓に位置する。

　以前の考察では、上述した『讃岐国名勝図会』の記載をもと

に、本県のサヌカイト製火打石の産地について、金山の可能性

を指摘した。今回、その金山産の可能性を検証することを目的

として、本遺跡を含めた県内のサヌカイト製火打石の出土資料

17 点について、蛍光Ｘ線分析を実施し産地同定を試みた。分析

の詳細は前章第３節に掲載したので、参照されたい。以下では、

サヌカイト製火打石について、分析結果を踏まえ若干の考察を

試みることとしたい。

２　分析試料について

　今回分析を実施したのは、本遺跡を含む県下８遺跡から出土

した 17 点のサヌカイト製火打石である。高松市から三豊市ま

での中・西讃地域の出土資料で、14 世紀から 19 世紀までの時

間幅がある。県内の遺跡から出土したサヌカイト製火打石につ

いて、表 14 に集成を行い、第 119 図にその遺跡位置を示した。

また、分析結果の概要を表 15 に示した。サヌカイト製火打石は、

本遺跡を含め 16 遺跡 47 点の出土が報告されており、そのうち

の 17 点、約 36% の資料を分析した。未報告資料は多数あるこ

とが予想されるが、今回の分析によりおおよその傾向は把握で

きると考える。

　時期毎に分析試料の推定産地をみると、13 ～ 14 世紀代の試

料５点のうち、金山東が３点、国分寺、蓮光寺が１点、雄山、

神谷・南山、金山 - 奥池が１点であった。次に 16 世紀代の試料

６点では、不明３点、金山東２点、国分寺、蓮光寺１点であっ

た。最後に 18 世紀代以降の試料６点では、金山西、城山３点、

金山東２点、国分寺、蓮光寺１点の結果となった。いずれの時

期においても金山周辺産が最も多く出土しており、国分寺や蓮

光寺、城山産サヌカイトがそれを補完する位置にあったことが

明らかとなった。これは上述した『讃岐国名勝図会』にある「土

産」を販売していた「西庄村」の位置とも整合する。火打石に

利用されたサヌカイト産地は、綾川下流域の半径３㎞の範囲に

収まり、『讃岐国名勝図会』に記載のある「火燧石」が、サヌ

カイト製品であったことが実証されたと考える。

　さらに、不明の３点を除く 14 点の分析試料の推定産地は、

ガラス質安山岩１点を除けば、第 104 図に示された産地のうち、

比較的石材の入手が容易な場所が選択され、五色台の山頂部周

辺に分布する法印谷や白峰のサヌカイトは１点も含まれていな

い。サヌカイト製火打石には、かなりの頻度で自然面を残す資

第 123 図　香川県内サヌカイト製火打石出土遺跡分布図
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料が認められることから、露頭等から採掘したのではなく、平

野部に近接した丘陵斜面部等に散布する転石を利用したことが

想像される。石材は現在でも豊富に産出し、製品に至る加工も

容易であることから、大規模な操業形態は想定し難く、江戸期

には西庄村の住民の農閑期の副業として、火打石の採集・製作

がなされていたと想像される。

３　まとめ

　今回、香川県内出土のサヌカイト製火打石の産地同定分析を

実施し、それが綾川下流域の金山を中心とした、半径３㎞圏内

にある複数箇所の産地の石材であることが判明した。想像を逞

しくすれば、『讃岐国名勝図会』の記載から、江戸時代には西

庄村に所在する八十八箇所札所寺院の天皇寺の門前で、「土産」

として売られていたのかもしれない。

　サヌカイト製火打石は、現状で東かがわ市引田から三豊市詫

間町まで、ほぼ県下全域で出土している。産地である金山周辺

から現状で最も遠隔地の出土遺跡は、東かがわ市鹿庭遺跡で約

50㎞離れている。未報告資料は膨大にあることが予想され、中

世以降県下全域に継続的に流通していたことが予想される。一

方、本県周辺の徳島や高知、愛媛の各県で、サヌカイト製火

打石の出土は現在までに確認されていない（蔵本 2019）。火打

石自体の報告例が限られることから、県外には搬出されていな

かったとは断定できず、この点は今後の資料の増加を待ちたい。

しかし、消耗品である火打石については、一部の付加価値を有

するブランド品、例えば徳島県大田井産のチャート製火打石等

を除けば、火打石の採取地は各地で確認されていることから、

流通コストを考慮すれば、地元で採取された火打石が地域ごと

に一定の排他的な商圏を獲得していたことが想像される。

　今後報告例が増え、各地域での火打石のありかたが明らかに

なり、安価な日常消耗品の一つである火打石の流通や消費の具

体像について、上記した仮説の検証が可能となる日が来ること

を期待したい。
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釉
陶

器
碗

（
6.0

）
体

～
高

台
：

施
釉

体
～

底
部

：
施

釉
5Y

8/
1

灰
白

5B
G6

/1
青

灰
良

好
細

・
少

8/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

20
13

SD
83

施
釉

陶
器

碗
（

9.9
）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

、
沈

線
３

条
口

縁
～

体
部

：
施

釉
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

R2
/3

極
暗

褐
良

好
細

・
少

1/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

21
15

-1
SK

10
4

陶
胎

染
付

碗
（

4.4
）

高
台

畳
付

け
を

除
い

て
施

釉
体

～
底

部
：

施
釉

5Y
5/

1
灰

5B
6/

1
青

灰
良

好
細

・
少

1/
8

肥
前

系

22
13

SX
81

施
釉

陶
器

皿
（

8.3
）

1.8
（

3.4
）

口
縁

：
施

釉
、

体
～

底
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

口
縁

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

8/
2

灰
白

10
Y

8/
1

灰
白

良
好

細
・

少
2/

8
瀬

戸
・

美
濃

系
、

内
外

面
煤

付
着

23
13

SD
83

染
付

磁
器

皿
（

5.0
）

体
～

底
部

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

N
9/

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

1/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

24
13

SD
83

染
付

磁
器

皿
（

6.7
）

体
～

底
部

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

N
9/

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

3/
8

肥
前

系

25
13

SX
81

染
付

磁
器

皿
（

8.7
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

内
：

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
N

9/
白

2P
B2

/3
.5

ご
く

暗
い

青
良

好
5/

8
肥

前
系

26
15

-1
包

含
層

等
染

付
磁

器
蓋

（
9.4

）
2.7

（
3.9

）
摘

み
頂

端
部

の
み

露
胎

天
井

～
口

縁
：

施
釉

N
9/

白
6P

B2
.5/

4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
2/

8
肥

前
系

27
13

SX
81

染
付

磁
器

蓋
（

9.0
）

天
井

～
口

縁
：

施
釉

天
井

～
口

縁
：

施
釉

N
9/

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

4/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

28
13

SX
81

染
付

磁
器

蓋
（

9.9
）

2.9
（

5.2
）

摘
み

頂
端

無
釉

天
井

～
口

縁
：

施
釉

N
9/

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

1/
8

肥
前

系
29

13
SX

81
施

釉
陶

器
練

鉢
（

18
.0）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

10
Y

R6
/1

褐
灰

5Y
6/

4
オ

リ
ー

ブ
黄

良
好

細
・

少
1/

8
瀬

戸
・

美
濃

系

30
13

SX
81

施
釉

陶
器

鉢
（

11
.0）

体
～

高
台

内
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

高
台

部
ま

で
施

釉
体

～
底

部
：

施
釉

5Y
R6

/6
橙

2.5
Y

8/
2

灰
白

良
好

中
・

少
1/

8
肥

前
系

31
13

SX
81

施
釉

陶
器

片
口

（
16

.4）
7.0

（
6.4

）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
、

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
施

釉
、底

部
～

高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
回

転
ナ

デ
口

縁
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

施
釉

2.5
Y

8/
6

黄
5Y

6/
6

オ
リ

ー
ブ

良
好

細
・

少
1/

8
瀬

戸
・

美
濃

系

32
13

SD
83

施
釉

陶
器

擂
鉢

（
28

.9）
口

縁
～

体
部

：
鉄

釉
施

釉
口

縁
～

体
部

：
鉄

釉
施

釉
5Y

5/
1

灰
2.5

Y
R4

/4
褐

良
好

細
・

少
1/

8
未

満

33
13

SX
81

軟
質

施
釉

陶
器

蓋
（

4.5
）

摘
み

部
頂

端
の

み
無

釉
天

井
部

：
施

釉
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
細

・
少

3/
8

34
13

SD
83

軟
質

陶
器

行
平 鍋

（
12

.4）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
？

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R6
/8

橙
良

好
細

・
少

1/
8

未
満

体
部

外
面

煤
付

着

35
13

SX
81

軟
質

施
釉

陶
器

土
瓶

体
～

注
口

部
：

施
釉

、
底

部
：

無
釉

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

無
釉

5Y
R6

/8
橙

5Y
R5

/8
明

赤
褐

良
好

細
・

少
破

片
外

面
底

部
周

辺
に

煤
付

着

36
13

SX
81

土
師

質
土

器
七

厘
口

縁
～

体
部

：
外

型
成

型
口

縁
：

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
良

好
中

・
並

細
・

多
細

・
少

1/
8

未
満

御
厩

系
、

内
面

口
縁

部
に

煤
付

着

表
21

　
池

内
工

区
予

備
調

査
出

土
土

器
観

察
表

１
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池内古田遺跡・池内御所原遺跡 ( 香川県教育委員会　2023 年 )

遺
物

番
号

ト
レ

ン
チ

名
遺

構
名

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
そ

の
他

外
面

内
面

外
面

（
胎

土
）

内
面

（
呉

須
）

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

37
11

-2
SK

59
土

師
質

土
器

焙
烙

（
38

.2）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
、

底
部

：
ハ

ケ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

～
底

部
：

板
ナ

デ
後

指
オ

サ
エ

10
Y

R3
/1

黒
褐

10
Y

R4
/3

に
ぶ

い
黄

褐
良

好
中

・
少

細
・

並
3/

8
御

厩
系

38
11

-2
SK

59
土

師
質

土
器

焙
烙

（
38

.0）
8.6

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

、
底

部
：

ハ
ケ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
ハ

ケ
後

指
オ

サ
エ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

良
好

中
・

並
細

・
並

細
・

少
7/

8
御

厩
系

40
13

SD
83

瓦
質

土
器

炬
燵

天
井

～
側

面
：

ミ
ガ

キ
天

井
～

側
面

：
ハ

ケ
・

ナ
デ

N
3/

暗
灰

N
3/

暗
灰

良
好

中
・

少
破

片

41
13

SX
81

瓦
質

土
器

竈
天

井
部

：
ミ

ガ
キ

、
釜

口
部

：
ハ

ケ
・

ナ
デ

天
井

～
釜

口
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

2.5
Y

3/
1

黒
褐

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
少

細
・

多
破

片
御

厩
系

42
13

SX
81

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
33

.8）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

弱
い

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
良

好
中

・
少

1/
8

未
満

堺
・

明
石

産

43
13

SD
83

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
16

.0）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

回
転

ナ
デ

、
底

部
：

一
部

ナ
デ

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
5Y

4/
1

褐
灰

2.5
Y

5/
6

明
赤

褐
良

好
中

・
少

2/
8

堺
・

明
石

産

44
13

SX
81

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
20

.0）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

回
転

ナ
デ

、
底

部
：

無
調

整
・

砂
付

着
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

後
ス

リ
メ

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

良
好

中
・

並
1/

8
堺

・
明

石
産

45
13

SX
81

土
師

質
土

器
甕

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

、
体

部
：

板
ナ

デ
・

ハ
ケ

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
ナ

デ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
良

好
中

・
並

細
・

多
細

・
少

1/
8

未
満

御
厩

系

表
22

　
池

内
工

区
予

備
調

査
出

土
土

器
観

察
表

２

遺
物

番
号

ト
レ

ン
チ

名
遺

構
名

器
種

計
測

値
（

㎝
・

ｇ
）

材
質

残
存

備
考

現
存

長
最

大
幅

最
大

厚
重

量
46

21
-3

SD
11

8
ナ

イ
フ

形
石

器
5.5

7
1.7

8
1.3

4
14

.13
サ

ヌ
カ

イ
ト

半
損

47
9-

1
包

含
層

等
石

鏃
0.8

1
0.9

3
0.2

2
0.2

3
サ

ヌ
カ

イ
ト

上
下

端
折

損
48

28
表

採
石

鏃
1.7

2
1.4

1
0.3

0
0.8

9
サ

ヌ
カ

イ
ト

一
部

折
損

未
成

品
？

表
23

　
池

内
工

区
予

備
調

査
出

土
石

器
観

察
表

遺
物

番
号

ト
レ

ン
チ

名
遺

構
名

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
現

存
長

現
存

幅
現

存
厚

上
面

上
面

中
位

下
位

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

39
28

-1
包

含
層

焼
土

塊
2.9

5
1.9

9
1.8

4
ナ

デ
？

10
R3

/1
暗

赤
灰

2.5
Y

7/
2

灰
黄

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
硬

緻
中

・
少

破
片

炉
壁

？

表
24

　
池

内
工

区
予

備
調

査
出

土
焼

土
塊

観
察

表
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観察表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
そ

の
他

外
面

内
面

外
面

（
胎

土
）

内
面

（
呉

須
）

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

黒
色

粒
1

1
区

SD
02

施
釉

陶
器

皿
（

5.6
）

高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

・
無

釉
底

部
：

施
釉

・
砂

目
2.5

Y
R6

/8
橙

7.5
Y

8/
2

灰
白

良
好

細
・

少
中

・
少

 1
/8

肥
前

系

2
2

区
SD

03
土

師
質

土
器

皿
（

5.0
）

0.8
（

4.9
）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
？

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

5Y
R6

/8
橙

5Y
R6

/8
橙

や
や

軟
中

・
少

 1
/8

3
2

区
SD

03
土

師
質

土
器

杯
（

9.5
）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

口
縁

～
体

部
：

マ
メ

ツ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
や

や
軟

中
・

並
1/

8
未

満

4
1

区
SD

03
土

師
質

土
器

杯
（

10
.8）

2.7
（

7.5
）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

？
マ

メ
ツ

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

2.5
Y

8/
2

灰
白

2.5
Y

8/
2

灰
白

軟
中

・
少

 1
/8

5
3

区
南

SD
03

土
師

質
土

器
杯

9.7
5

1.3
5.8

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
ハ

ク
リ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

後
板

状
圧

痕

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
ハ

ク
リ

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

や
や

軟
中

・
多

8/
8

6
3

区
SD

07
土

師
質

土
器

皿
（

6.0
）

体
～

底
部

：
マ

メ
ツ

体
～

底
部

：
マ

メ
ツ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

良
好

中
・

少
 1

/8

7
3

区
SD

07
土

師
質

土
器

皿
（

5.0
）

体
部

：
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

良
好

中
・

少
 1

/8

8
3

区
北

SD
07

土
師

質
土

器
杯

（
6.0

）
体

部
：

マ
メ

ツ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
？

マ
メ

ツ
体

～
底

部
：

マ
メ

ツ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
軟

中
・

少
 1

/8

9
3

区
SD

03
須

恵
器

底
部

（
5.5

）
体

～
底

部
：

ハ
ク

リ
体

～
底

部
：

ハ
ク

リ
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
8/

1
灰

白
や

や
軟

中
・

並
 1

/8
東

播
系

？

10
1

区
SD

03
土

師
質

土
器

足
釜

（
24

.2）
口

縁
～

鍔
部

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
？

口
縁

～
体

部
：

ハ
ケ

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

11
2

区
SD

03
土

師
質

土
器

足
釜

（
24

.0）
口

縁
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
、

鍔
部

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

部
：

ヨ
コ

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

良
好

中
・

多
1/

8
未

満
鍔

部
下

面
煤

付
着

12
1

区
SD

03
土

師
質

土
器

鉢
（

30
.1）

口
縁

～
体

部
：

マ
メ

ツ
口

縁
～

体
部

：
マ

メ
ツ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
や

や
軟

中
・

多
1/

8
未

満

13
2

区
SD

03
瓦

質
土

器
擂

鉢
（

28
.6）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

？
マ

メ
ツ

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

後
ス

リ
メ

5Y
6/

1
灰

5Y
7/

1
灰

白
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

14
3

区
SD

03
土

師
質

土
器

甕
（

33
.4）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
5Y

R6
/6

橙
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

15
3

区
北

SD
03

土
師

質
土

器
甕

（
35

.0）
口

縁
～

頸
部

：
回

転
ナ

デ
、

ナ
デ

口
縁

～
頸

部
：

ハ
ク

リ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

5Y
R5

/6
明

赤
褐

良
好

中
・

多
1/

8
未

満
16

1
区

SD
03

土
師

質
土

器
鍋

口
縁

～
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

ナ
デ

、
体

部
：

板
ナ

デ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
7.5

Y
R5

/6
明

褐
良

好
中

・
並

1/
8

未
満

外
面

煤
付

着

17
3

区
南

SD
03

瓦
質

土
器

羽
釜

（
20

.4）
口

縁
～

鍔
部

：
回

転
ナ

デ
・

ハ
ク

リ
口

縁
～

体
部

：
指

オ
サ

エ
後

ハ
ケ

N
3/

暗
灰

N
4/

灰
良

好
中

・
少

 1
/8

21
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

杯
（

10
.8）

（
7.2

）
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
、

マ
メ

ツ
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
や

や
軟

中
・

並
 1

/8
口

縁
部

の
一

部
に

煤
付

着

22
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

杯
（

11
.4）

3.3
（

7.5
）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
底

部
：

マ
メ

ツ
口

縁
～

底
部

：
マ

メ
ツ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
7.5

Y
R8

/3
浅

黄
橙

軟
中

・
少

 3
/8

23
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

杯
（

11
.5）

4.6
6.3

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

？
口

縁
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

軟
中

・
少

6/
8

24
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

杯
（

5.2
）

体
部

：
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

良
好

中
・

少
 3

/8

25
2

区
SD

09
瓦

質
土

器
鉢

（
30

.0）
9.7

（
14

.0）
口

縁
～

底
部

：
ハ

ク
リ

・
マ

メ
ツ

口
縁

～
体

部
：

ハ
ケ

、
底

部
：

マ
メ

ツ
2.5

Y
8/

1
灰

白
2.5

Y
6/

3
に

ぶ
い

黄
や

や
軟

中
・

少
 3

/8

26
2

区
SD

09
瓦

質
土

器
鉢

（
27

.0）
12

.2
（

10
.0）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
？

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

後
ハ

ケ
、

底
部

：
ナ

デ
？

マ
メ

ツ

口
縁

～
体

部
：

ミ
ガ

キ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
マ

メ
ツ

10
Y

R4
/1

褐
灰

10
Y

R8
/2

灰
白

や
や

軟
中

・
少

2/
8

27
2

区
SD

09
土

師
器

竈
2.8

（
突

帯
高

）
突

帯
：

指
オ

サ
エ

後
ハ

ケ
・

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

・
ナ

デ
体

部
：

ハ
ケ

・
ナ

デ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
並

破
片

部
分

的
に

煤
付

着

28
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

鍋
（

34
.8）

口
縁

：
ハ

ケ
、体

部
：

板
ナ

デ
・

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

口
縁

～
体

部
：

マ
メ

ツ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
や

や
軟

中
・

多
 1

/8
体

部
内

外
面

に
煤

・
炭

化
物

付
着

29
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

鍋
（

39
.8）

口
縁

：
マ

メ
ツ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

後
ハ

ケ
、

マ
メ

ツ
口

縁
：

マ
メ

ツ
、

体
部

：
ハ

ケ
後

一
部

ナ
デ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

や
や

軟
中

・
並

 1
/8

体
部

内
外

面
煤

・
炭

化
物

付
着

30
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

鍋
（

43
.6）

口
縁

～
頸

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
、

底
部

：
格

子
タ

タ
キ

口
縁

～
底

部
：

ハ
ケ

7.5
Y

R4
/1

褐
灰

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
良

好
中

・
並

 1
/8

体
部

外
面

煤
付

着

31
2

区
SD

09
土

師
質

土
器

鍋
（

43
.1）

（
17

.7）
口

縁
：

格
子

タ
タ

キ
後

ハ
ケ

・
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
、

底
部

：
板

ナ
デ

・
ナ

デ
口

縁
～

底
部

：
ハ

ケ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
並

 3
/8

内
外

面
煤

・
炭

化
物

付
着

表
25

　
池

内
古

田
遺

跡
出

土
土

器
観

察
表

１
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
そ

の
他

外
面

内
面

外
面

（
胎

土
）

内
面

（
呉

須
）

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

黒
色

粒

32
3

区
北

SD
09

瓦
質

土
器

甕
？

（
15

.0）
体

部
：

格
子

タ
タ

キ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
マ

メ
ツ

体
～

底
部

：
ハ

ケ
メ

・
マ

メ
ツ

N
4/

灰
2.5

Y
8/

1
灰

白
や

や
軟

中
・

少
 1

/8
亀

山
焼

33
3

区
SD

16
軟

質
陶

器
行

平 鍋
（

6.0
）

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

？
後

ナ
デ

体
～

底
部

：
施

釉
5Y

R6
/8

橙
5Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
細

・
少

 1
/8

体
部

外
面

煤
付

着

34
3

区
SD

16
施

釉
陶

器
瓶

7.8
体

部
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

2.5
Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R3

/1
暗

赤
灰

良
好

細
・

少
 5

/8
大

谷
焼

35
3

区
北

SD
20

青
磁

碗
（

5.0
）

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

け
～

高
台

内
：

無
釉

N
8/

灰
白

2.5
G8

.5/
2.5

ご
く

薄
い

緑
良

好
2/

8
龍

泉
窯

系

36
3

区
北

SD
20

土
師

質
土

器
皿

（
8.0

）
（

4.6
）

口
縁

～
体

部
：

ハ
ク

リ
口

縁
～

体
部

：
ハ

ク
リ

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

や
や

軟
中

・
多

 1
/8

37
3

区
北

SD
20

土
師

質
土

器
鍋

口
縁

～
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
、

ハ
ク

リ
口

縁
～

体
部

：
ハ

ク
リ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

10
Y

R8
/2

灰
白

良
好

中
・

多
1/

8
未

満
外

面
煤

付
着

38
4

区
SD

30
青

白
磁

合
子

（
6.0

）
1.9

（
5.8

）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

・
無

釉
、

体
部

：
施

釉
、

底
部

～
高

台
：

無
釉

口
縁

～
底

部
：

施
釉

N
9.5

白
10

G7
/2

.5
明

る
い

灰
み

の
青

み
の

緑
良

好
 1

/8
中

国
製

39
4

区
SD

30
土

師
質

土
器

鍋
口

縁
～

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

：
ナ

デ
？

、
体

部
：

ハ
ケ

10
Y

R3
/1

黒
褐

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

外
面

煤
付

着

40
4

区
SD

30
瓦

質
土

器
擂

鉢
（

29
.0）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
板

ナ
デ

・
ナ

デ
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
N

5/
灰

2.5
Y

7/
1

灰
白

良
好

中
・

少
1/

8
未

満

42
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

皿
（

7.8
）

2.0
（

4.9
）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

？
口

縁
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
軟

中
・

並
 5

/8

43
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

皿
（

8.0
）

2.0
（

5.0
）

口
縁

～
体

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
底

部
：

マ
メ

ツ
口

縁
～

底
部

：
マ

メ
ツ

7.5
Y

R7
/6

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
軟

中
・

多
細

・
少

2/
8

44
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

皿
3.6

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
・

マ
メ

ツ
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

10
Y

R7
/1

灰
白

10
Y

R8
/2

灰
白

軟
中

・
並

 7
/8

45
5

区
SD

34
焼

締
陶

器
壺

（
11

.0）
口

縁
～

頸
部

：
回

転
ナ

デ
口

縁
～

頸
部

：
ハ

ケ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

5Y
R5

/3
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

5/
6

明
赤

褐
良

好
中

・
少

 1
/8

備
前

焼

46
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

甕
（

18
.4）

口
縁

～
頸

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
～

頸
部

：
ヨ

コ
ナ

デ
・

ナ
デ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
5Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

47
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

足
釜

（
24

.9）
口

縁
～

鍔
部

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
マ

メ
ツ

口
縁

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
・

マ
メ

ツ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
10

Y
R8

/2
灰

白
や

や
軟

中
・

多
1/

8
未

満
体

部
外

面
煤

付
着

48
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

足
釜

（
25

.2）
口

縁
～

鍔
部

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

口
縁

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
・

マ
メ

ツ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
や

や
軟

中
・

多
1/

8
未

満
体

部
外

面
煤

付
着

49
4

区
SD

34
土

師
質

土
器

擂
鉢

（
34

.8）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

板
ナ

デ
後

ス
リ

メ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
良

好
中

・
並

 1
/8

片
口

50
4

区
SX

03
焼

締
陶

器
甕

体
部

：
ハ

ケ
、

底
部

：
ナ

デ
体

～
底

部
：

ハ
ケ

10
Y

R5
/1

褐
灰

2.5
Y

6/
1

黄
灰

良
好

中
・

並
1/

8
未

満
備

前
焼

51
4

区
SX

03
須

恵
器

壺
（

9.9
）

体
部

：
格

子
タ

タ
キ

、
底

部
：

高
台

貼
付

後
ナ

デ
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
ナ

デ
N

5/
灰

N
7/

灰
白

良
好

中
・

少
 1

/8

52
3

区
南

SD
27

染
付

磁
器

碗
（

4.5
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

、
蛇

の
目

釉
剝

ぎ
？

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

2P
B2

/3
.5

ご
く

暗
い

青
良

好
 1

/8

53
3

区
SB

01
-S

P3
01

3
染

付
磁

器
碗

体
部

～
高

台
：

施
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 3
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

54
3

区
南

SD
27

染
付

磁
器

皿
（

13
.7）

3.3
（

8.9
）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

、
高

台
：

無
釉

口
縁

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

10
B3

.5/
2.5

暗
い

灰
み

の
青

良
好

 1
/8

肥
前

系

55
3

区
南

SD
27

土
師

質
土

器
風

呂
（

32
.0）

体
：

突
帯

貼
付

、
底

部
：

回
転

ナ
デ

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
良

好
中

・
多

細
・

並
 1

/8
御

厩
系

58
4

区
SB

04
-S

P4
12

1
土

師
質

土
器

鉢
口

縁
～

体
部

：
ナ

デ
口

縁
～

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

5Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/6
橙

良
好

中
・

多
1/

8
未

満

60
5

区
SB

09
-S

P5
18

5
土

師
質

土
器

把
手

付
鍋

口
縁

：
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

～
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

良
好

中
・

並
1/

8
未

満
体

部
外

面
煤

付
着

61
5

区
SP

51
00

土
師

質
土

器
皿

（
5.4

）
体

部
：

回
転

ナ
デ

？
マ

メ
ツ

、底
部

：
マ

メ
ツ

体
～

底
部

：
マ

メ
ツ

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

軟
中

・
少

 1
/8

62
4

区
SP

41
28

染
付

磁
器

碗
（

6.8
）

3.1
5

（
2.6

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
10

B3
.5/

2.5
暗

い
灰

み
の

青
良

好
 3

/8
瀬

戸
・

美
濃

系

63
5

区
SP

50
79

土
師

質
土

器
擂

鉢
（

7.6
）

体
～

底
部

：
マ

メ
ツ

体
～

底
部

：
ナ

デ
後

ス
リ

メ
、

マ
メ

ツ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
や

や
軟

中
・

多
 1

/8

64
5

区
SP

50
62

土
師

質
土

器
茶

釜
（

17
.0）

口
縁

～
体

部
：

ナ
デ

？
マ

メ
ツ

口
縁

：
板

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R8

/2
灰

白
や

や
軟

中
・

並
2/

8

70
4

区
SK

07
染

付
磁

器
皿

（
9.3

）
2.8

（
3.5

）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
、底

部
～

高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
一

部
ナ

デ
、

無
釉

口
縁

：
施

釉
、

体
～

底
部

：
蛇

の
目

釉
剝

ぎ
・

ア
ル

ミ
ナ

砂
付

着
2.5

Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
良

好
 3

/8
肥

前
系

表
26

　
池

内
古

田
遺

跡
出

土
土

器
観

察
表

２
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観察表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
そ

の
他

外
面

内
面

外
面

（
胎

土
）

内
面

（
呉

須
）

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

黒
色

粒

71
4

区
SK

07
青

磁
香

炉
（

5.4
）

体
部

：
施

釉
、

底
～

高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

・
無

釉
体

～
底

部
：

無
釉

2.5
Y

8/
1

灰
白

2.5
GY

7/
1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

良
好

 3
/8

肥
前

系

72
4

区
SK

07
土

師
質

土
器

底
部

（
12

.5）
体

～
底

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
、

底
面

：
マ

メ
ツ

体
～

底
部

：
マ

メ
ツ

2.5
Y

8/
1

灰
白

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
良

好
中

・
並

1/
8

未
満

73
3

区
北

SE
01

陶
胎

染
付

碗
（

10
.4）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

10
Y

6/
1

灰
10

GY
5/

1
緑

灰
良

好
細

・
少

1/
8

未
満

肥
前

系
74

3
区

北
SE

01
染

付
磁

器
碗

5.0
施

釉
、

高
台

端
無

釉
施

釉
N

8/
灰

白
10

BG
5/

1
青

灰
良

好
8/

8
肥

前
系

75
3

区
北

SE
01

施
釉

陶
器

碗
3.1

体
部

：
施

釉
、

底
部

～
高

台
：

回
転

ケ
ズ

リ
体

～
底

部
：

施
釉

5Y
8/

1
灰

白
良

好
 5

/8
京

・
信

楽
系

76
3

区
北

SE
01

施
釉

陶
器

碗
（

3.1
）

体
部

：
施

釉
、

底
～

高
台

：
無

釉
、

回
転

ケ
ズ

リ
体

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

8/
1

灰
白

5Y
4/

3
暗

オ
リ

ー
ブ

良
好

 3
/8

京
・

信
楽

系

77
3

区
北

SE
01

施
釉

陶
器

碗
（

9.4
）

4.8
（

4.5
）

口
縁

～
底

部
：

施
釉

、
高

台
端

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
8/

2
灰

白
10

Y
R2

/3
黒

褐
良

好
中

・
少

 1
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

78
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

壺
（

7.6
）

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
ナ

デ
後

捺
印

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
2.5

Y
R5

/6
明

赤
褐

良
好

中
・

少
2/

8
備

前
焼

79
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

灯
明 皿

（
9.2

）
1.4

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

10
Y

R5
/4

赤
褐

10
Y

R5
/4

赤
褐

良
好

細
・

少
 3

/8
備

前
焼

80
3

区
北

SE
01

施
釉

陶
器

練
鉢

（
14

.0）
体

部
：

施
釉

、
底

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

一
部

ナ
デ

、
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

5Y
8/

1
灰

白
10

Y
8/

1
灰

白
良

好
中

・
少

 3
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

81
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
17

.4）
6.6

8.9
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

、
底

部
：

ナ
デ

・
未

調
整

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
良

好
中

・
並

 5
/8

堺
・

明
石

系

82
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
28

.9）
11

.0
（

15
.2）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
未

調
整

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
2.5

Y
6/

8
橙

2.5
Y

6/
8

橙
良

好
中

・
並

6/
8

堺
・

明
石

系

83
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
41

.4）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
良

好
粗

・
並

 1
/8

堺
・

明
石

系

84
3

区
北

SE
01

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
38

.6）
（

16
.0）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
、

底
部

：
未

調
整

？
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

後
ス

リ
メ

2.5
Y

R3
/2

暗
赤

褐
10

Y
R3

/3
暗

赤
褐

良
好

中
・

並
 3

/8
備

前
焼

85
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
焙

烙
（

35
.9）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

部
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

ナ
デ

10
Y

R2
/1

黒
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

良
好

中
・

少
細

・
多

細
・

少
 1

/8
御

厩
系

86
3

区
北

SE
01

瓦
質

土
器

焙
烙

（
34

.0）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

10
Y

R3
/1

黒
褐

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
良

好
中

・
並

細
・

並
 1

/8
御

厩
系

87
3

区
北

SE
01

瓦
質

土
器

焙
烙

（
31

.1）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

後
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

後
一

部
ナ

デ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

10
Y

R4
/1

褐
灰

良
好

中
・

少
細

・
並

2/
8

御
厩

系

88
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
焙

烙
（

31
.1）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
後

板
ナ

デ
・

ナ
デ

N
2/

黒
10

Y
R3

/2
黒

褐
良

好
中

・
少

細
・

並
2/

8
御

厩
系

89
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
焙

烙
（

34
.6）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
板

ナ
デ

・
ナ

デ
7.5

Y
R3

/2
黒

褐
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

良
好

中
・

少
細

・
並

2/
8

御
厩

系

90
3

区
北

SE
01

瓦
質

土
器

羽
釜

（
14

.2）
口

縁
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
後

回
転

ナ
デ

、
鍔

部
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

後
ナ

デ
10

Y
R2

/1
黒

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
少

 3
/8

91
3

区
北

SE
01

瓦
質

土
器

羽
釜

（
17

.4）
口

縁
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
後

回
転

ナ
デ

、
鍔

部
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

良
好

中
・

少
細

・
少

2/
8

御
厩

系
？

92
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
羽

釜
（

19
.0）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
後

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
、

鍔
部

：
回

転
ナ

デ
、

体
～

底
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

、
体

～
底

部
：

ハ
ケ

後
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

10
Y

R4
/1

灰
黄

褐
10

Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

良
好

中
・

少
細

・
並

2/
8

御
厩

系

93
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
置

竈
（

29
.4）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
口

縁
～

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

後
ハ

ケ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
Y

R4
/2

灰
黄

良
好

中
・

多
細

・
並

細
・

少
 3

/8
御

厩
系

94
3

区
SE

01
土

師
質

土
器

置
竈

（
26

.1）
口

縁
～

体
部

：
板

ナ
デ

・
ハ

ケ
口

縁
～

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

7.5
Y

R6
/6

橙
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

に
ぶ

い
黄

褐
良

好
中

・
並

細
・

多
細

・
少

 5
/8

御
厩

系

95
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
置

竈
（

29
.6）

口
縁

：
メ

ン
ト

リ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ハ
ケ

後
板

ナ
デ

口
縁

～
体

部
：

ハ
ケ

後
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

良
好

中
・

並
細

・
多

細
・

少
2/

8
御

厩
系

、
体

部
内

面
煤

付
着

96
3

区
北

SE
01

土
師

質
土

器
底

部
（

24
.4）

体
部

：
指

オ
サ

エ
後

板
ナ

デ
？

マ
メ

ツ
体

部
：

ハ
ケ

後
ナ

デ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
良

好
粗

・
並

中
・

並
細

・
少

 1
/8

御
厩

系

表
27
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内
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
そ

の
他

外
面

内
面

外
面

（
胎

土
）

内
面

（
呉

須
）

石
英

・
長

石
角

閃
石

雲
母

黒
色

粒

10
4

3
区

SD
21

施
釉

陶
器

碗
（

2.9
）

体
部

：
施

釉
、

底
部

～
高

台
：

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
8/

1
灰

白
5Y

8/
2

灰
白

良
好

細
：

少
 5

/8
京

・
信

楽
系

10
5

3
区

北
SD

21
染

付
磁

器
碗

（
10

.9）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
口

縁
～

体
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
7.5

B4
.5/

2.5
暗

い
灰

み
の

青
良

好
 1

/8
肥

前
系

10
6

3
区

SD
21

色
絵

磁
器

仏
飯 器

（
6.2

）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
口

縁
～

体
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
7.5

R4
/6

赤
良

好
 3

/8
肥

前
系

10
7

3
区

SD
21

焼
締

陶
器

皿
（

4.8
）

1.3
（

4.4
）

口
縁

：
回

転
ケ

ズ
リ

、
底

部
：

回
転

ヘ
ラ

切
り

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

10
Y

R4
/1

褐
灰

5Y
R5

/2
灰

褐
良

好
細

・
並

 1
/8

備
前

焼

10
8

3
区

北
SD

21
施

釉
陶

器
鉢

（
9.8

）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

施
釉

、
高

台
：

回
転

ナ
デ

？
後

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R8
/4

淡
橙

良
好

中
・

少
 1

/8
肥

前
系

10
9

3
区

SD
21

施
釉

陶
器

甕
（

25
.6）

口
縁

～
頸

部
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
口

縁
～

頸
部

：
回

転
ナ

デ
後

施
釉

N
7/

灰
10

Y
6/

2
オ

リ
ー

ブ
灰

・
7.5

Y
R2

/2
黒

褐
良

好
細

・
並

 1
/8

肥
前

系

11
0

3
区

SD
21

施
釉

陶
器

鉢
（

17
.4）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

10
R4

/3
赤

褐
10

R2
/2

極
暗

赤
褐

良
好

細
・

少
 1

/8
大

谷
焼

11
1

3
区

北
SD

21
土

師
質

土
器

焙
烙

（
43

.0）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

板
ナ

デ
・

ナ
デ

10
Y

R3
/1

黒
褐

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
良

好
中

・
並

細
・

並
1/

8
未

満
御

厩
系

、
体

部
外

面
煤

付
着

11
2

3
区

SD
21

土
師

質
土

器
焙

烙
（

43
.6）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
ヘ

ラ
ナ

デ
、

板
ナ

デ
・

ナ
デ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

良
好

中
・

並
細

・
並

細
・

少
1/

8
未

満
御

厩
系

11
3

3
区

SD
21

瓦
質

土
器

羽
釜

口
縁

：
外

型
成

型
口

縁
：

回
転

ナ
デ

N
4/

灰
N

4/
灰

良
好

中
・

少
1/

8
未

満
11

4
3

区
南

SD
21

土
師

質
土

器
容

器
（

4.0
）

5.3
口

縁
～

底
部

：
溶

融
物

付
着

口
縁

～
底

部
：

溶
融

物
付

着
10

Y
R4

/1
明

赤
灰

10
Y

R4
/1

明
赤

灰
良

好
中

・
少

 7
/8

ベ
ン

ガ
ラ

製
造

11
7

3
区

北
SD

22
瓦

質
土

器
焙

烙
（

37
.0）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
2.5

Y
2/

1
黒

2.5
Y

6/
1

黄
灰

良
好

中
・

並
細

・
多

細
・

少
1/

8
未

満
御

厩
系

11
8

3
区

北
SD

22
土

師
質

土
器

蓋
3.7

（
ツ

マ
ミ 径
）

ツ
マ

ミ
部

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

底
面

：
ナ

デ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
良

好
中

・
多

細
・

多
細

・
少

破
片

御
厩

系

11
9

3
区

北
SD

22
土

師
質

土
器

蓋
（

33
.7）

口
縁

部
：

回
転

ナ
デ

口
縁

部
：

回
転

ナ
デ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

良
好

中
・

多
細

・
多

細
・

少
1/

8
未

満
御

厩
系

12
0

3
区

北
SD

22
土

師
質

土
器

蓋
（

25
.4）

口
縁

部
：

回
転

ナ
デ

、
底

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

回
転

ナ
デ

、
底

面
：

ナ
デ

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
良

好
中

・
並

細
・

多
細

・
少

 1
/8

御
厩

系

12
1

3
区

北
SD

22
土

師
質

土
器

大
甕

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

、
体

部
：

板
ナ

デ
・

ナ
デ

・
マ

メ
ツ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
ハ

ケ
後

回
転

ナ
デ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

良
好

中
・

並
細

・
多

細
・

少
破

片
御

厩
系

12
2

3
区

南
SD

22
土

師
質

土
器

大
甕

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
板

ナ
デ

・
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

ハ
ケ

後
板

ナ
デ

・
ナ

デ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
良

好
中

・
並

細
・

多
細

・
少

破
片

御
厩

系

12
3

3
区

北
SD

22
瓦

質
土

器
焜

炉
（

19
.6）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
？

マ
メ

ツ
、体

部
：

ハ
ケ

？
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

ナ
デ

2.5
Y

4/
1

黄
灰

10
Y

R5
/1

褐
灰

や
や

軟
中

・
多

細
・

並
細

・
少

 1
/8

御
厩

系

12
4

3
区

北
SD

22
瓦

質
土

器
竈

天
井

部
：

ミ
ガ

キ
・

ハ
ク

リ
、

掛
口

側
面

：
ハ

ケ
天

井
部

：
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

10
Y

R2
/1

黒
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

良
好

中
・

並
細

・
多

細
・

少
破

片
御

厩
系

12
5

3
区

北
SD

22
色

絵
磁

器
碗

（
3.2

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
N

9.5
白

7.5
R3

.5/
5

暗
い

黄
み

の
赤

良
好

2/
8

肥
前

系

12
6

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
3.8

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 1
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

12
7

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
椀

（
3.1

）
体

部
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

端
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
5Y

9.2
/0

.5
白

7P
B2

.5/
ご

く
暗

い
紫

み
の

青
良

好
 3

/8
瀬

戸
・

美
濃

系

12
8

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
3.6

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
1G

Y
4.5

/3
.5

暗
い

青
良

好
 5

/8
瀬

戸
・

美
濃

系

12
9

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
3.4

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 3
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

13
0

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
8.9

）
4.5

（
3.5

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
口

唇
部

・
高

台
畳

付
：

無
釉

口
縁

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

5P
B.

/4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
2/

8
瀬

戸
・

美
濃

系

13
1

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
2.8

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

2/
8

13
2

3
区

北
SD

22
白

磁
小

碗
（

3.1
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

～
高

台
内

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

10
Y

R9
/1

赤
み

の
黄

み
の

白
良

好
2/

8
SD

21
出

土
資

料
と

接
合

13
3

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
小

碗
（

3.0
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

6P
B2

.5/
4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

2/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

表
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遺

物
番

号
調

査
区

遺
構

名
種

類
器

種
計

測
値

（
㎝

）
調

整
色

調
焼

成
胎

土
残

存
率

備
考

口
径

器
高

底
径

そ
の

他
外

面
内

面
外

面
（

胎
土

）
内

面
（

呉
須

）
石

英
・

長
石

角
閃

石
雲

母
黒

色
粒

13
4

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
9.6

）
4.7

（
4.0

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

端
：

無
釉

口
縁

～
底

部
：

施
釉

5Y
9.2

/0
.5

白
7P

B2
.5/

ご
く

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 1
/4

13
5

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
10

.4）
5.4

5
（

3.5
）

口
縁

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

口
縁

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

5P
B.

/4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
 3

/8

13
6

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
10

.1）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
N

8/
灰

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 1
/8

13
7

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
10

.6）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 1
/8

肥
前

系

13
8

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
3.8

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
6P

B2
.5/

4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
 3

/8
肥

前
系

13
9

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
4.2

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 3
/8

肥
前

系

14
0

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
4.0

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 3
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

14
1

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
9.9

）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
口

縁
～

体
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 1
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

14
2

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
9.8

）
口

縁
～

体
部

：
施

釉
口

縁
～

体
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
10

B3
.5/

2.5
暗

い
灰

み
の

青
良

好
 1

/8
瀬

戸
・

美
濃

系

14
3

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
8.8

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
7.5

PB
3.5

/1
1

濃
い

紫
み

の
青

良
好

2/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

14
4

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
11

.0）
5.2

（
3.8

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B3
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

1/
8

未
満

瀬
戸

・
美

濃
系

14
5

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
3.2

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

 3
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

14
6

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
碗

（
5.5

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
10

B3
.5/

2.5
暗

い
灰

み
の

青
良

好
 3

/8
肥

前
系

14
7

3
区

北
SD

22
白

磁
猪

口
（

3.2
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

N
8

白
良

好
2/

8
肥

前
系

14
8

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
碗

（
4.6

）
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
7.5

RP
3.5

/2
.5

暗
い

灰
み

の
紫

み
の

赤
2.5

Y
8/

2
灰

白
良

好
2/

8
肥

前
系

14
9

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
碗

4.2
体

～
高

台
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
8/

1
灰

白
5Y

R2
/2

黒
褐

良
好

細
：

少
 7

/8
瀬

戸
・

美
濃

系

15
0

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
皿

（
7.5

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
2P

B7
.5/

.ご
く

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 1
/8

瀬
戸

・
美

濃
系

15
1

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
皿

（
9.4

）
2.5

（
4.5

）
口

縁
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
、

見
込

み
：

蛇
の

目
釉

剝
ぎ

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

10
B3

.5/
2.5

暗
い

灰
み

の
青

良
好

 3
/8

肥
前

系

15
2

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
皿

7.9
1.4

3.7
口

縁
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
6P

B2
.5/

4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
6/

8
瀬

戸
・

美
濃

系

15
3

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
鶴

頚 瓶
（

4.2
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

：
無

釉
体

～
底

部
：

無
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

10
B3

.5/
2.5

暗
い

灰
み

の
青

良
好

 1
/8

肥
前

系

15
4

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
仏

飯 器
3.2

杯
～

脚
部

：
施

釉
、

底
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

・
無

釉
杯

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

1.5
B6

/3
や

わ
ら

か
い

青
緑

良
好

8/
8

肥
前

系

15
5

3
区

北
SD

22
白

磁
紅

皿
（

4.7
）

1.4
5

（
1.6

）
口

縁
部

：
施

釉
、

体
～

高
台

：
無

釉
口

縁
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5G

Y
8/

1
灰

白
良

好
2/

8
肥

前
系

15
6

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
水

滴
全

面
：

施
釉

全
面

：
無

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
10

B3
.5/

2.5
暗

い
灰

み
の

青
良

好
1/

8
未

満
肥

前
系

15
7

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
蓋

付
鉢

？
（

11
.0）

体
部

・
高

台
畳

付
：

施
釉

、
底

部
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

1/
8

未
満

肥
前

系

15
8

3
区

南
SD

22
施

釉
陶

器
蓋

（
4.5

）
口

縁
～

天
井

部
：

施
釉

口
縁

～
天

井
部

：
回

転
ナ

デ
・

無
釉

5Y
8/

1
灰

白
5Y

7/
2

灰
白

良
好

細
・

少
2/

8

15
9

3
区

北
SD

22
染

付
磁

器
蓋

（
4.8

）
口

縁
～

天
井

部
：

施
釉

口
縁

：
無

釉
、

天
井

部
：

施
釉

5Y
9.2

/0
.5

白
2P

B2
/3

.5
ご

く
暗

い
青

良
好

2/
8

肥
前

系
16

0
3

区
北

SD
22

染
付

磁
器

蓋
（

9.0
）

口
縁

～
天

井
部

：
施

釉
口

縁
～

天
井

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

5P
B.

/4
暗

い
紫

み
の

青
良

好
 1

/8
肥

前
系

16
1

3
区

南
SD

22
染

付
磁

器
蓋

（
11

.0）
口

縁
：

無
釉

、
天

井
部

：
施

釉
天

井
部

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
5P

B.
/4

暗
い

紫
み

の
青

良
好

 1
/8

肥
前

系

16
2

3
区

北
SD

22
色

絵
磁

器
壺

（
9.4

）
口

縁
：

施
釉

口
縁

：
施

釉
2.5

Y
9.2

/0
.5

白
8R

3.5
/7

く
す

ん
だ

黄
赤

良
好

1/
8

未
満

肥
前

系

16
3

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
土

瓶
（

9.4
）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

：
無

釉
、

体
部

：
施

釉
5Y

5/
1

灰
白

2P
B2

/3
.5

ご
く

暗
い

青
良

好
 1

/8
肥

前
系

？
16

4
3

区
南

SD
22

施
釉

陶
器

鉢
（

7.3
）

体
～

高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

、
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

7.5
Y

7/
1

灰
白

7.5
Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
良

好
細

・
少

 1
/8
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表
30

　
池

内
古

田
遺

跡
出

土
土

器
観

察
表

６
遺

物
番

号
調

査
区

遺
構

名
種

類
器

種
計

測
値

（
㎝

）
調

整
色

調
焼

成
胎

土
残

存
率

備
考

口
径

器
高

底
径

そ
の

他
外

面
内

面
外

面
（

胎
土

）
内

面
（

呉
須

）
石

英
・

長
石

角
閃

石
雲

母
黒

色
粒

16
5

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
鉢

（
8.6

）
体

部
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

内
：

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
10

R5
/1

赤
灰

2.5
Y

4/
2

暗
灰

黄
良

好
細

・
並

2/
8

肥
前

系

16
6

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
瓶

（
7.2

）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

回
転

ナ
デ

・
施

釉
、

底
部

：
回

転
糸

切
り

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
10

R4
/8

赤
7.5

R2
/2

極
暗

赤
褐

良
好

細
・

並
 3

/8
大

谷
焼

16
7

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
瓶

（
5.8

）
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
、

底
部

：
回

転
糸

切
り

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
N

4/
灰

2.5
Y

R3
/1

暗
赤

灰
良

好
細

・
少

 3
/8

大
谷

焼

16
8

3
区

北
SD

22
施

釉
陶

器
水

注
体

～
注

口
部

：
施

釉
体

部
：

施
釉

7.5
Y

8/
1

灰
白

2.5
GY

7/
1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

良
好

細
・

少
破

片

16
9

3
区

北
SD

22
軟

質
施

釉
陶

器
竈

天
井

部
～

側
面

：
施

釉
天

井
部

～
側

面
：

ナ
デ

・
無

釉
10

Y
R8

/2
灰

白
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

良
好

中
・

少
破

片

17
0

3
区

北
SD

22
焼

締
陶

器
擂

鉢
（

22
.2）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
5Y

R4
/2

灰
褐

10
R4

/6
赤

良
好

粗
・

少
 1

/8
堺

・
明

石
系

17
1

3
区

北
SD

22
焼

締
陶

器
擂

鉢
（

17
.4）

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
、底

部
：

未
調

整
？

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
2.5

Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

良
好

粗
・

並
2/

8
堺

・
明

石
系

17
2

3
区

北
SD

22
焼

締
陶

器
壺

（
10

.0）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
、

底
部

：
ヘ

ラ
切

り
未

調
整

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
7.5

Y
5/

1
灰

10
R4

/3
赤

褐
良

好
中

・
並

 1
/8

備
前

焼

17
7

3
区

SD
24

染
付

磁
器

蓋
（

9.5
）

1.6
4

3.7
口

縁
～

天
井

部
：

施
釉

、摘
み

上
端

：
無

釉
口

縁
～

天
井

部
：

施
釉

2.5
Y

9.2
/0

.5
白

1G
Y

4.5
/3

.5
暗

い
青

良
好

6/
8

肥
前

系

17
8

3
区

SD
24

施
釉

陶
器

鉢
（

24
.4）

13
.0

（
10

.0）
口

縁
～

体
部

：
回

転
ケ

ズ
リ

後
回

転
ナ

デ
後

施
釉

、
高

台
：

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

後
施

釉
5Y

3/
2

オ
リ

ー
ブ

黒
7.5

Y
7/

2
灰

白
良

好
細

・
少

2/
8

肥
前

系

17
9

3
区

SD
24

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
17

.0）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

、底
部

：
未

調
整

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
中

・
多

 1
/8

堺
・

明
石

系

18
0

3
区

SD
24

焼
締

陶
器

擂
鉢

（
17

.0）
体

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

、底
部

：
ナ

デ
？

体
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤
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縁
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釉
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縁
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系

18
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SD
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縁

：
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縁
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部
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10
Y
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褐
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1
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・
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少
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系
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（
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縁
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縁
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部
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釉
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系
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縁
～
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：
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釉
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縁
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体

部
：

施
釉
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系
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SD
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陶
胎
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（
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.0）

口
縁

～
体

部
：
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釉
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縁
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体
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釉

10
Y
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1

灰
2.5

GY
4/
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リ
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ブ

灰
良
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少

 1
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肥
前

系

19
3

4
区

SD
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施
釉

陶
器

碗
（

4.8
）

体
部

～
高

台
：

施
釉
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台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
2.5

Y
R4

/8
赤

褐
7.5
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R8

/2
灰
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良

好
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・
少

2/
8
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前

系

19
4

4
区

SD
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締

陶
器
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鉢

口
縁

：
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ナ

デ
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体
部

：
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ケ
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？
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縁
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体
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デ
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R5
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褐
良
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8
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産

19
5

4
区

SD
39

焼
締

陶
器
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鉢

（
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.0）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

、
体

部
：

回
転

ケ
ズ
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後

ナ
デ

？
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
後

ス
リ

メ
2.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

2.5
Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
中

・
並

1/
8

未
満

堺
・

明
石

産

19
8

5
区

SD
44

染
付

磁
器

碗
（

4.4
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台
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付

：
無
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～
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部
：
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釉

後
蛇
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目

釉
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N

7/
灰

白
7.5
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3.5

/1
1

濃
い

紫
み

の
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好

 3
/8

肥
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系

20
0

5
区

SX
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白
磁

碗
（
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）

高
台

：
無

釉
底

部
：

施
釉

2.5
Y
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2

灰
白

5Y
8/

2
灰
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良

好
2/

8
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国
製
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1

5
区

包
含

層
等

白
磁

碗
（

17
.0）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

N
8/
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白

2.5
G8

.5/
2.5
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薄
い

緑
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好
1/

8
未

満
輸

入
磁

器
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2

2
区

包
含

層
等

青
磁

碗
（
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）
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部

～
高

台
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施
釉

、
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台
畳

付
～
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台
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釉

体
～
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：
施

釉
N
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灰

白
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Y
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2
オ

リ
ー

ブ
灰
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龍
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系
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3

1
区

包
含

層
等
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質
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器
皿

（
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縁
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マ
メ

ツ
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ラ
切
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マ
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ツ
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縁
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マ

メ
ツ
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Y
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浅
黄

橙
10

Y
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ぶ
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黄
橙

良
好

細
・

少
 1
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観察表

遺物
番号 調査区 遺構名 器種

計測値（㎝・ｇ）
石材 残存 備考

現存長 最大幅 最大厚 重量
18 3 区 SD03 火打石 1.49 1.42 0.97 2.09 チャート 一部に敲打痕
41 4 区 SD30 火打石 6.8 7.3 2.9 152.58 サヌカイト
65 3 区南 SP3044 火打石 1.15 0.81 0.53 0.57 チャート 一部に敲打痕
99 3 区北 SE01 火打石 7.26 3.91 1.94 81.84 サヌカイト 砥石に転用
100 3 区北 SE01 石臼 11.9 17.1 13.5 2230.43 角礫凝灰岩 約 1/5 復元径約 33㎝上臼
101 3 区北 SE01 砥石 14.83 10.45 7.68 1486.52 砂岩 主に３面使用
116 3 区 SD21 砥石 7.17 5.29 3.59 199.17 砂岩 一部折損 ５面使用
175 3 区北 SD22 火打石 1.71 1.38 0.95 2.11 チャート 一部に敲打痕
199 5 区 SD47 火打石 7.0 5.5 3.9 180.05 サヌカイト 自然面残る
204 3 区南 包含層等 火打石 1.34 0.84 0.57 0.51 チャート
205 2 区 包含層等 火打石 1.77 1.24 0.85 2.16 チャート
206 3 区 包含層等 火打石 1.99 1.11 0.99 1.74 チャート
207 1 区 包含層等 火打石 1.96 1.99 0.49 2.01 チャート
208 3 区 包含層等 火打石 6.18 3.76 1.43 44.43 サヌカイト

遺物
番号 調査区 遺構名 器種

計測値（㎝・ｇ）
材質 残存 備考

現存長 最大幅 最大厚 重量
19 3 区 SD03 鉄釘 3.32 0.65 0.61 鉄 上下端折損
20 3 区南 SD07 鉄滓 3.15 2.21 1.98 7.29 鉄 椀形滓？
115 3 区 SD21 不明鉄器 3.41 2.00 0.47 鉄地銅巻 一部折損
176 3 区北 SD22 不明鉄器 2.48 2.84 0.35 - 鉄 破片
191 4 区 SD31 鉄釘 3.60 0.43 0.42 鉄 上下端折損
196 4 区 SD42 鉄釘 1.95 0.43 0.46 鉄 上端折損
197 4 区 SD42 不明鉄器 2.49 2.55 0.45 鉄 周辺折損？

遺物
番号 調査区 遺構名 器種

計測値（㎝）
樹種 木取り 残存 備考

現存長 残存幅 最大厚
56 3 区南 SB01-SP3016 柱材 15.2 5.6 5.65 スギ属？ 芯持ち 破損
57 3 区南 SB01-SP3014 柱材 18.1 9.2 3.9 ツガ属 芯持ち 破損 丸柱？
66 5 区 SP5136 柱材 27.4 8.0 4.3 ツガ属 芯去り材 破損 角柱？
67 5 区 SP5208 柱材 28.3 8.5 5.5 ツガ属 芯去り材 破損 角柱？
68 5 区 SP5092 柱材 25.3 5.6 4.3 ツガ属 芯持ち 破損 丸柱？
69 5 区 SP5125 柱材 28.8 8.8 8.0 ツガ属 芯持ち 破損 丸柱？

102 3 区北 SE01
曲物側板 ヒノキ科アスナロ属 破損

柄杓曲物
曲物底板 8.4 9.35 1.2 スギ科スギ属スギ 柾目 完存

103 3 区北 SE01 部材？ 6.8 8.15 0.4 ヒノキ科ヒノキ属 柾目 ほぼ完存

表 31　池内古田遺跡出土石器・石製品観察表

表 32　池内古田遺跡出土金属器観察表

表 33　池内古田遺跡出土木製品観察表

遺物
番号 遺構名 層位 器種

計測値（㎝・ｇ）
材質 残存 備考

現存長 最大幅 最大厚 重量
32 耕作土 剥片 3.79 7.28 1.23 27.94 サヌカイト 一部欠損
33 耕作土 火打石 4.60 5.64 1.84 54.49 サヌカイト ほぼ完存

遺物
番号 遺構名 層位 器種

計測値（㎝・ｇ）
材質 残存 備考

現存長 最大幅 最大厚
34 塚 表土層 鎌？ 5.9 2.9 0.4 鉄 破片
35 SX01 不明 2.21 2.19 0.16 鉄 破片
36 SX01 不明（飾金具？） 2.69 2.52 0.69 鉄 一部欠損？

表 40　古田３号塚出土石器観察表

表 41　古田３号塚出土金属器観察表
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池内古田遺跡・池内御所原遺跡 ( 香川県教育委員会　2023 年 )

遺
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番
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区
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類
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種
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測

値
（

㎝
）
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調
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（
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Ⅰ
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所
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遺
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観
察

表

遺
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番
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調
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構
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器
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計
測
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（

㎝
・
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質
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存
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２
Ⅰ

区
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ヌ
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Ⅰ
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損
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８
Ⅰ
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損
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Ⅰ
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Ⅰ
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損
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Ⅰ
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Ⅱ
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板
ナ

デ
・

ナ
デ

板
ナ

デ
・

ナ
デ

ナ
デ

2.5
Y

7/
1

灰
白

N
3/

暗
灰

良
好

中
・

並
破

片
18

4
3

区
SD

24
16

.9
19

.2
1.7

4
板

ナ
デ

・
ナ

デ
板

ナ
デ

・
ナ

デ
ナ

デ
N

4/
灰

N
4/

灰
良

好
中

・
並

破
片

端
面

に
刻

印
18

5
3

区
SD

24
20

.4
22

.2
2.1

板
ナ

デ
・

ナ
デ

板
ナ

デ
・

ナ
デ

ナ
デ

N
4/

灰
N

3/
暗

灰
良

好
中

・
少

破
片

径
約

２
㎝

の
目

釘
穴

表
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田
遺

跡
出

土
平
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観

察
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

珠
文

数
残

存
備

考
瓦

当
径

文
様

区
径

内
区

径
周

縁
幅

瓦
当

厚
丸

瓦
部

厚
珠

文
径

そ
の

他
瓦

当
裏

面
側

面
丸

瓦
部

凸
面

丸
瓦

部
凹

面
凸

面
凹

面
石

英
・

長
石

角
閃

石
雲

母
97

３
区

北
SE

01
12

.0
8.2

4.8
1.6

1.4
0.9

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
ナ

デ
N

4/
灰

N
4/

灰
瓦

質
・

良
好

中
・

多
10

破
片

キ
ラ

コ
使

用
17

3
３

区
南

SD
22

1.8
1

0.8
3

N
4/

灰
瓦

質
・

良
好

中
・

並
破

片
キ

ラ
コ

使
用

17
4

３
区

北
SD

22
（

13
.2）

（
9.8

）
1.5

1.7
1.7

ナ
デ

ナ
デ

板
ナ

デ
・

ナ
デ

布
目

後
ナ

デ
N

4/
灰

N
5/

灰
瓦

質
・

良
好

中
・

少
破

片
キ

ラ
コ

使
用

18
3

３
区

SD
24

（
14

.0）
（

8.3
）

（
4.7

）
2.3

5
1.8

9
1.3

6
指

オ
サ

エ
・

ナ
デ

N
5/

灰
N

5/
灰

瓦
質

・
良

好
中

・
多

８
？

1/
8

未
満

キ
ラ

コ
使

用

表
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田
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跡
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観
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観察表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
名

層
位

種
類

器
種

計
測

値
（

㎝
）

調
整

色
調

焼
成

胎
土

残
存

率
備

考
口

径
器

高
底

径
外

面
内

面
外

面
（

胎
土

）
内

面
（

呉
須

）
石

英
・

長
石

角
閃

石
雲

母

1
塚

表
土

染
付

磁
器

碗
（

4.0
）

体
～

高
台

：
施

釉
、

高
台

畳
付

け
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
、

蛇
の

目
釉

剝
ぎ

N
8/

灰
白

10
BG

6/
1

青
灰

良
好

2/
8

肥
前

系

2
塚

表
土

染
付

磁
器

碗
（

9.9
）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

N
8/

灰
白

10
G3

/1
暗

緑
灰

良
好

1/
8

肥
前

系

3
塚

表
土

施
釉

陶
器

皿
（

5.1
）

底
部

~高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

・
無

釉
底

部
：

施
釉

・
蛇

の
目

釉
剝

ぎ
7.5

Y
R8

/2
灰

白
2.5

GY
4/

1
暗

オ
リ

ー
ブ

灰
良

好
細

・
少

2/
8

肥
前

系

4
塚

盛
土

土
師

質
土

器
足

釜
脚

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
体

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
良

好
中

・
並

1/
8

未
満

5
塚

盛
土

土
師

質
土

器
足

釜
脚

部
：

指
オ

サ
エ

・
ナ

デ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

良
好

中
・

並
8/

8
外

面
被

熱
変

色

6
SE

区
SX

01
土

師
質

土
器

皿
（

9.5
）

（
5.6

）
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
？

口
縁

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

7.5
Y

R7
/6

橙
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
や

や
軟

中
・

並
 1

/8

7
SE

区
SX

01
土

師
質

土
器

皿
（

9.9
）

（
6.3

）
口

縁
～

体
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
・

マ
メ

ツ
口

縁
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
や

や
軟

細
・

並
1/

8

8
SE

区
SX

01
土

師
質

土
器

皿
（

9.2
）

（
5.8

）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
5Y

R6
/8

橙
7.5

Y
R7

/8
黄

橙
良

好
中

・
少

1/
8

9
SE

区
SX

01
須

恵
器

碗
（

15
.4）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
後

回
転

ミ
ガ

キ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

N
6/

灰
N

6/
灰

良
好

中
・

少
1/

8
未

満
十

瓶
山

周
辺

窯
産

10
SE

区
SX

01
瓦

質
土

器
擂

鉢
（

10
.9）

体
部

：
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
ナ

デ
？

体
～

底
部

：
ハ

ケ
・

板
ナ

デ
後

ス
リ

メ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

N
6/

灰
良

好
中

・
小

 1
/8

11
N

W
区

耕
作

土
須

恵
器

高
杯

（
9.0

）
脚

部
：

回
転

ナ
デ

脚
部

：
回

転
ナ

デ
N

6/
灰

N
7/

灰
白

良
好

中
・

少
 1

/8
12

SW
区

耕
作

土
焼

締
陶

器
燈

明
皿

（
8.8

）
口

縁
：

回
転

ナ
デ

・
回

転
ケ

ズ
リ

口
縁

：
回

転
ナ

デ
2.5

Y
5/

1
黄

灰
10

Y
R3

/1
黒

褐
良

好
細

・
並

 1
/8

備
前

焼

13
N

W
区

耕
作

土
染

付
磁

器
皿

（
7.4

）
体

～
底

部
：

施
釉

、
高

台
畳

付
：

無
釉

体
～

底
部

：
施

釉
N

9/
白

10
G3

/1
暗

緑
灰

良
好

1/
8

未
満

肥
前

系

14
N

W
区

表
土

施
釉

陶
器

碗
（

4.1
）

底
部

：
施

釉
、

高
台

畳
付

け
：

無
釉

底
部

：
施

釉
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

7.5
Y

7/
3

浅
黄

良
好

細
・

少
4/

8
肥

前
系

15
N

W
区

耕
作

土
陶

胎
染

付
皿

（
6.4

）
底

～
高

台
：

回
転

ケ
ズ

リ
・

無
釉

底
部

：
施

釉
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

5P
B2

/6
良

好
中

・
少

1/
8

瀬
戸

・
美

濃
系

16
SE

区
耕

作
土

施
釉

陶
器

鉢
・

皿
（

7.2
）

底
部

~高
台

：
回

転
ケ

ズ
リ

・
無

釉
底

部
：

施
釉

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
5Y

6/
3

オ
リ

ー
ブ

黄
良

好
細

・
少

1/
8

未
満

肥
前

系

17
SW

区
耕

作
土

軟
質

陶
器

蓋
（

5.9
）

天
井

部
：

回
転

ケ
ズ

リ
、

口
縁

部
：

回
転

ナ
デ

天
井

～
口

縁
部

：
回

転
ナ

デ
5Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
良

好
細

・
少

 1
/8

18
SW

区
耕

作
土

焼
締

陶
器

擂
鉢

口
縁

：
回

転
ナ

デ
口

縁
：

回
転

ナ
デ

5B
3/

1
暗

黄
灰

5P
3/

1
暗

紫
灰

良
好

1/
8

未
満

堺
・

明
石

系

19
N

W
区

旧
耕

作
土

？
土

師
質

土
器

皿
（

5.7
）

0.9
（

5.0
）

口
縁

：
回

転
ナ

デ
、

底
部

：
回

転
ヘ

ラ
切

り
口

縁
～

底
部

：
回

転
ナ

デ
・

マ
メ

ツ
7.5

Y
R7

/6
橙

7.5
Y

R7
/8

黄
橙

や
や

軟
中

・
並

 1
/8

20
SE

区
旧

耕
作

土
？

土
師

質
土

器
足

釜
口

縁
～

鍔
部

：
マ

メ
ツ

口
縁

：
マ

メ
ツ

7.5
Y

R5
/8

明
褐

7.5
Y

R6
/8

橙
良

好
中

・
多

1/
8

未
満

21
SE

区
旧

耕
作

土
？

白
磁

小
杯

体
部

：
施

釉
、

高
台

：
無

釉
体

～
底

部
：

施
釉

N
9/

白
10

B9
/2

良
好

 1
/8

肥
前

系
22

N
W

区
旧

耕
作

土
？

施
釉

陶
器

小
杯

（
4.7

）
口

縁
：

施
釉

口
縁

：
施

釉
10

Y
R8

/2
灰

白
7.5

Y
7/

2
灰

白
良

好
2/

8
瀬

戸
・

美
濃

系
23

SW
区

旧
耕

作
土

？
染

付
磁

器
碗

体
～

高
台

：
施

釉
体

～
底

部
：

施
釉

N
9/

白
5B

4/
1

暗
青

灰
良

好
 1

/8
肥

前
系

24
N

W
区

旧
耕

作
土

？
色

絵
磁

器
碗

（
9.4

）
口

縁
；

施
釉

口
縁

；
施

釉
N

9/
白

2.5
G5

/8
良

好
 1

/8
25

N
W

区
旧

耕
作

土
？

染
付

磁
器

皿
（

12
.4）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

N
9/

白
2.5

PB
2/

4
良

好
 1

/8
肥

前
系

26
SW

区
旧

耕
作

土
？

施
釉

陶
器

皿
（

13
.8）

口
縁

：
施

釉
口

縁
：

施
釉

5Y
R6

/8
橙

7.5
Y

R7
/1

明
褐

灰
良

好
中

・
少

1/
8

未
満

肥
前

系
27

SE
区

施
釉

陶
器

碗
（

10
.3）

口
縁

～
体

部
：

施
釉

口
縁

～
体

部
：

施
釉

10
Y

R8
/2

灰
白

10
Y

R3
/1

黒
褐

良
好

細
・

少
1/

8
未

満
瀬

戸
・

美
濃

系
28

N
E

区
旧

耕
作

土
？

施
釉

陶
器

瓶
体

部
：

施
釉

、
高

台
内

：
施

釉
体

～
底

部
：

回
転

ナ
デ

・
無

釉
5Y

7/
1

灰
白

2.5
Y

4/
3

オ
リ

ー
ブ

褐
良

好
細

・
少

1/
8

肥
前

系
29

SW
区

旧
耕

作
土

？
染

付
磁

器
瓶

頸
部

：
施

釉
頸

部
：

一
部

施
釉

N
9/

白
5G

4/
1

暗
緑

灰
良

好
 4

/8
肥

前
系

30
表

採
須

恵
器

壷
体

部
：

回
転

ナ
デ

体
部

：
回

転
ナ

デ
N

7/
灰

白
N

6/
灰

良
好

中
・

少
 1

/8
外

面
に

自
然

釉
31

表
採

染
付

磁
器

皿
（

12
.0）

口
縁

：
施

釉
口

縁
：

施
釉

N
9/

白
7.5

GY
7/

1
明

緑
灰

良
好

1/
8

未
満

肥
前

系
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池内古田遺跡・池内御所原遺跡 ( 香川県教育委員会　2023 年 )



図版 12

－　　－225

写 真 図 版

池内古田遺跡出土ベンガラ製造容器（114）



図版 13　航空写真（池内古田遺跡・池内御所原遺跡）　
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池内古田遺跡池内古田遺跡

池内古田遺跡・池内御所原遺跡周辺の空中写真（国土地理院 1963 年５月撮影　MSI631　C2-14 を複製使用）

池内御所原遺跡池内御所原遺跡

調査区



図版 14　香南工区予備調査遺構写真１
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1-1 トレンチ全景（北より） 1-1 トレンチ東壁土層（西より）

1-2 トレンチ全景（西より） 1-2 トレンチ南壁土層（北より）

2-1 トレンチ全景（北より）

３トレンチ全景（西より）

2-1 トレンチ西壁土層（東より）

３トレンチ南壁土層（北より）



図版 15　香南工区予備調査遺構写真２　
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4-1 トレンチ全景（南より） 4-1 トレンチ東壁土層（西より）

4-2 トレンチ全景（東より） 4-2 トレンチ SD01（北東より）

5-1 トレンチ全景（南より）

5-2 トレンチ東壁土層（西より）5-2 トレンチ全景（南より）

5-1 トレンチ北壁土層（南より）



図版 16　香南工区予備調査遺構写真３
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5-3 トレンチ全景（西より） 5-3 トレンチ北壁土層（南より）

６トレンチ全景（北より） ６トレンチ SD03 検出状況（西より）

7-1 トレンチ全景（北より）

7-2 トレンチ SD04 検出状況（南より）7-2 トレンチ全景（東より）

7-1 トレンチ東壁土層（西より）



図版 17　香南工区予備調査遺構写真４　
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12-1 トレンチ全景（東より） 12-1 トレンチ西壁土層（東より）

12-2 トレンチ全景（北より） 12-2 トレンチ SP91 検出状況（東より）

13 トレンチ全景（北より）

14-1 トレンチ SP98 検出状況（西より）14-1 トレンチ全景（北より）

13 トレンチ SD83 検出状況（南東より）



図版 18　香南工区予備調査遺構写真５

－　　－231

14-2 トレンチ全景（東より） 14-2 トレンチ北壁土層（南より）

15-1 トレンチ全景（北より） 15-1 トレンチ SD105 検出状況（南より）

15-2 トレンチ全景（東より）

17-2 トレンチ南壁土層（北より）17-1 トレンチ全景（南より）

15-2 トレンチ SP106 検出状況（西より）



図版 19　香南工区予備調査遺構写真６　
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18-1 トレンチ全景（南より） 18-3 トレンチ北壁土層（南より）

19 トレンチ全景（西より） 19 トレンチ北壁土層（南より）

22 トレンチ全景（北より）

23-1 トレンチ西壁土層（東より）23-1 トレンチ全景（南より）

22 トレンチ SD119 検出状況（西より）



図版 20　香南工区予備調査遺構写真７
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24-1 トレンチ全景（西より） 24-1 トレンチ SD132 検出状況（北より）

24-3 トレンチ全景（南より） 24-3 トレンチ遺構検出状況（南より）

25 トレンチ全景（南より）

27-1 トレンチ西壁土層（東より）27-1 トレンチ全景（南より）

25 トレンチ東壁土層（西より）



図版 21　香南工区予備調査遺構写真８　
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28-1 トレンチ全景（北より） 28-1 トレンチ SD122 検出状況（南より）

28-1 トレンチ SP124 検出状況（北より） 28-1 トレンチ東壁土層（西より）

29-2 トレンチ全景（東より）

30-1 トレンチ SK127 検出状況（南より）30-1 トレンチ全景（北より）

29-3 トレンチ東壁土層（西より）



図版 22　香南工区予備調査遺構写真９
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30-1 トレンチ SX128 検出状況（南より） 30-2 トレンチ南壁土層（北より）

31 トレンチ全景（西より） 31 トレンチ南壁土層（北より）

34-1 トレンチ全景（東より）

35-1 トレンチ東壁土層（西より）35-1 トレンチ全景（北より）

34-1 トレンチ南壁土層（北より）



図版 23　池内古田遺跡遺構写真１　
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１・２区第１遺構面全景（北より）

１・２区第１遺構面全景（南より）



図版 24　池内古田遺跡遺構写真２
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１区第２遺構面全景（北より）

１区第２遺構面全景（東より）



図版 25　池内古田遺跡遺構写真３
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１区東壁土層（北西より）

２区北壁土層（南より）

１区 SD03 遺物（10）出土状況（南より）

１区西壁土層（北東より）

１区 SD03 遺物出土状況（南より）

１区 SD03 遺物（４）出土状況（東より）

１区 SD03 遺物出土状況（南より）

２区 SD09 遺物出土状況細部（西より）



図版 26　池内古田遺跡遺構写真４　
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２区 SD09 遺物出土状況（北より） ２区 SD09 遺物出土状況（南より）

２区 SD03・SD12 土層（北より）

１区 SD02・SX01・SD03 土層（北より） １区 SD04 土層（南より）

２区 SD02 土層（北より） 2 区 SD03 土層（北より）

２区 SD10・SD11 土層（東より）



図版 27　池内古田遺跡遺構写真５
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３区全景（北より）

３区全景（南より）



図版 28　池内古田遺跡遺構写真６　
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３区 SE01 上位土層（南より）３区 SE01 上位遺物出土状況（南より）

３区 SP3022 遺物出土状況（西より）３区 SP3014 柱材出土状況（西より）

３区 SP3028 根石出土状況（南より） ３区 SP3042 根石出土状況（東より）

３区南壁土層（北西より） ３区東壁土層（南西より）



図版 29　池内古田遺跡遺構写真７
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３区 SE01 上位掘り下げ状況（西より） ３区 SE01 下位深掘り土層（東より）

３区 SD03 遺物 ( ５）出土状況（西より） ３区 SD03 遺物出土状況（南より）

３区 SD03 遺物出土状況（西より） ３区 SD03 遺物（９）出土状況（北より）

３区 SD03・SD07・SD15 土層（北より） ３区 SD03 土層（東より）



図版 30　池内古田遺跡遺構写真８　
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３区 SD09 遺物（32）出土状況（北より） ３区 SD09・SD16・SD17 土層（北西より）

３区 SD09・SD16・SD17 土層（北西より） ３区 SD16 土層（北西より）

３区 SD20 土層（北より） ３区 SD21 土層（西より）

３区 SD22 土層（北より） ３区 SD24 土層（東より）



図版 31　池内古田遺跡遺構写真９
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４区全景（南より）

４区全景（西より）



図版 32　池内古田遺跡遺構写真 10
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４区北壁土層（南東より）

４区 SP4128 遺物出土状況（東より）

４区 SP4147 根石出土状況（北より）

４区東壁土層（南西より）

４区西壁土層（北東より） ４区 SK10 全景（北より）

４区 SP4012 根石出土状況（北より）

４区 SP4031 詰石出土状況（北より）



図版 33　池内古田遺跡遺構写真 11　
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４区 SK02 土層（東より）

４区 SK08 全景（南より）

４区 SK05 土層（東より）

４区 SK04 土層（北より）

４区 SK06 土層（南より）

４区 SK07 全景（北より） ４区 SK07 土層（東より）

４区 SK07・SD31 土層（北より）



図版 34　池内古田遺跡遺構写真 12
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４区 SK09 土層（西より）

４区 SK08 土層（東より）

４区 SD28・SX03 土層（南より）

４区 SK08 土層（南より）

４区 SK10 全景（北より）

４区 SD29 土層（南より）

４区 SK11 土層（南より） ４区 SK12 土層（東より）



図版 35　池内古田遺跡遺構写真 13　
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４区 SD30・SD31 土層（北より）

４区 SD36・SD40 土層（北より）

４区 SD40 土層（北より）

４区 SD34 遺物出土状況（東より）

４区 SD34 土層（南より） ４区 SD36 土層（東より）

４区 SD38 土層（東より）

４区 SD37 土層（東より）



図版 36　池内古田遺跡遺構写真 14

－　　－249

５区全景（北より）

５区全景（南より）



図版 37　池内古田遺跡遺構写真 15　
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５区南壁土層（北西より）

５区 SP5030 詰石出土状況（南より）

５区 SP5035 根石出土状況（北より）

５区西壁土層（南東より）

５区東壁土層（北西より） ５区 SP5007 根石出土状況（南より）

５区 SP5031 根石出土状況（南より）

５区 SP5052 根石出土状況（東より）



図版 38　池内古田遺跡遺構写真 16　

－　　－251

５区 SP5062 遺物出土状況（北より）

５区 SP5079 土層（北西より）

５区 SP5114 根石出土状況（南より）

５区 SP5068 根石出土状況（南より）

５区 SP5075 詰石出土状況（北より）

５区 SP5129 土層（北より）

５区 SP5124 土層（南西より）

SP5164 土層（北より）



図版 39　池内古田遺跡遺構写真 17
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５区 SP5167 詰石出土状況（北より）

５区 SP5205 遺物出土状況（南より）

５区 SD43 土層（南より）

５区 SP5201 柱材・詰石出土状況（南より）

５区 SD34 土層（南より）

５区 SD44・SD45 土層（南より）

５区 SD44 土層（東より） ５区 SD44・SD45 全景（東より）



図版 40　池内古田遺跡遺構写真 18　
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５区 SD46 土層（南東より） ５区 SD47 土層（東より）

５区 SD48 土層（東より） ５区 SD47・SD48・SD50 全景（東より）

５区 SD50 土層（西より）

５区 SD49 土層（東より）

５区 SD50 全景（東より）

５区 SD49 全景（東より）



図版 41　池内古田遺跡遺構写真 19
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５区 SX05 土層（東より）

遺跡より北方向遠景

遺跡より西方向遠景

５区 SX07 土層（南より）

５区 SX07 全景（北より） ５区調査風景

遺跡より南方向遠景

遺跡より東方向遠景



図版 42　池内古田遺跡遺物写真１（土器・陶磁器）　
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図版 43　池内古田遺跡遺物写真 2（土器・陶磁器）　
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図版 44　池内古田遺跡遺物写真３（土器・瓦類）　
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図版 45　池内古田遺跡遺物写真４（金属器・Ｘ線写真）　
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図版 46　池内古田遺跡遺物写真５（石器・木製品）　
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図版 47　池内古田遺跡遺物写真６（木製品）　
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図版 48　池内御所原遺跡遺構写真１　
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１区全景（北西より）

１区全景（北東より） 



図版 49　池内御所原遺跡遺構写真２
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1 区北壁土層（南東より） １区西壁土層（南東より）

１区南壁土層（北西より）

１区 SK01・SK02・SD01 全景（南西より）

１区 SK01 土層（北より）

１区 SK02 土層（南より）

１区 SK03 土層（南より） １区 SK03 全景（西より）



図版 50　池内御所原遺跡遺構写真３　
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１区 SK04 土層（南西より） １区 SK05 土層（南東より）

１区 SK05 全景（北東より） １区 SK06 土層（南東より）

１区 SK07 土層（南より）

１区 SK09 土層（南東より）

１区 SK08 土層（南東より）

１区 SK09 全景（南東より）



図版 51　池内御所原遺跡遺構写真４
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１区 SK10 土層（東より） １区 SK11 土層（南西より）

１区 SD01 土層（北西より） １区 SD01 土層（南東より）

１区 SD01 全景（南東より）

１区 SD03 土層（南より）

１区 SD02 土層（南西より）

１区 SD03（左）・SD05（右）土層（南西より）



図版 52　池内御所原遺跡遺構写真５　
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１区 SD03 土層（南西より） １区 SD03 全景（北より）

１区 SD04 土層（東より） １区 SD05 土層（南西より）

１区 SD05 土層（南西より）

１区 SD05 全景（北東より）

１区 SD05 全景（南西より）

１区 SX01 土層（北西より）



図版 53　池内御所原遺跡遺構写真６
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２区全景（北より）

２区全景（南より）



図版 54　池内御所原遺跡遺構写真７　
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２区北壁土層（南東より） ２区東壁土層（南西より）

２区西壁土層（南東より） ２区南壁土層（北東より）

２区 SP204 土層（西より）

２区 SK12 全景（東より）２区 SK12 土層（西より）

２区 SP205 土層（南東より）



図版 55　池内御所原遺跡遺構写真８

図版 37　池内御所原遺跡遺物写真１（土器・金属器）　
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２区 SD19 土層（北より） 2 区 SD19 土層（南より）

２区 SD19 遺物（５）出土状況（西より） ２区 SD19 遺物（６）出土状況（西より）

２区 SD19 全景（北より）

２区調査風景2 区 SD20 全景（北より）

２区 SD20 土層（南より）



図版 56　池内御所原遺跡遺物写真（土器・石器・金属器）　

図版 37　池内御所原遺跡遺物写真１（土器・金属器）　
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図版 57　古田３号塚遺物写真（土器・石器・金属器・骨角器）　
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図版 58　井原荘周辺現況
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香南台地段丘崖と冠纓神社参道石段（南東より）

冠纓神社周辺より井原荘北部遠景（南西より）

香南台地遠景（北より）
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所
ふ り が な

収遺跡名 所
ふ り が な

在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積㎡ 調査原因
市町 遺跡番号

池
いけのうちこでんいせき

内古田遺跡
香
かがわけんたかまつし

川県高松市
香
こうなんちょういけのうち

南町池内
37201

34°
25′
05″

133°
99′
90″

2019 年 10 月１日～
2020 年１月 31 日 2,380㎡

県道円座香
南線建設

池
いけのうちごしょはらいせき

内御所原遺跡
34°
24′
67″

134°
00′
02″

2020 年２月１日～
2020 年３月 31 日 1,020㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

池内古田遺跡 集落 中世・近世
灌漑水路・掘
立柱建物・土
坑・井戸

土師質土器・輸入磁器・
国産陶磁器

中世 14 世紀から 15 世紀の
灌漑水路及び近世の屋敷
地を検出した

池内御所原遺跡 集落 中世 灌漑水路・土
坑 土師質土器 中世の灌漑水路を検出し

た

要約

　遺跡は、高松平野南部の更新世中位段丘面（香南台地）上に所在する集落遺跡である。本
遺跡では、14 世紀初頭前後に開削された灌漑水路を検出し、段丘面上の耕作地化が当該期に
遡ることが明らかとなった。また、そうした開発の契機として文献史料より、摂関家領荘園
の成立が画期となる可能性を指摘した。また、近世には屋敷地として利用され、県内では初
となるベンガラ製造に関する遺物が出土した。
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